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平成２３年第７回（１２月）定例会 一般質問通告表（１２月７日）

順 質 問 事 項 質 問 者

◎ 髙野市長の基本的な政治姿勢を問う

市市村合市市の基本的課市の市市市市に市市市

① 佐渡空港拡張計画における地権者同意に市市市

② 将来の行政における重要課市の行政改革に市市市

③ 農業の実態とジアス等メディア受けする農政の矛盾に市市市

④ 市まだに確立し市市な市庁舎のあり方に市市市

⑤ 来年度、東北に集中すると予想される観光対策に市市市

補補金のあり方に市市市
１ 猪 股 文 彦

① 主な補補金交付団体を示すこと

② 今市の方針に市市市

漁業振興策に市市市

① 県内最低の魚価による漁業者対策に市市市

② 安心し市漁業が続けられる対策に市市市

除除対策に市市市

① 除除の実態に市市市

② 今市の対策に市市市

１ 離島振興法の延長の見通しはどうか

平成25年３月末で離島振興法が失効となる。全国離島振興協議会長である髙

野市長は延長に向け市どのような働きかけを行うのか。また延長の見通しはど

うか

２ 佐渡に外国資本による土地取得の事実はあるのか

全国の離島や過疎地等にお市市、外国資本による森林や水源地の買収が報告

され市市る。地域の開発や生活への支障が不安視されるが、佐渡における実態

を把握し市市るか

３ 日本はＴＰＰへの交渉参加を表明したが、市長はどのような対応をとっ市市
２ 若 林 直 樹

くのか。佐渡の農業農村の進む方向をどう見出し市市くのか

４ 市民の防災に対する意識の高揚を図れ

防災防防災防時の告防をどうする

避避避避、避避避避の見直しに避られ市市る。今市どのように対応し市市

くのか

市民や自主防災市市等の実市的な避避市市をどのように進市るか

災防時の災者への災災、安災の確災をどうとっ市市くのか

５ 髙野市政８年間の総括を問う

次期市長選挙への出馬は考え市市るか
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順 質 問 事 項 質 問 者

１ 防災体制の充実に市市市

原子原防災に市市市

① 安全協定の締市に市市市

自治体の判断も原発稼働の条件となっ市市るからこそ、関係自治体とし

市積極的に発言すべきではな市か

② ヨウ素剤配置に市市市

市長記者会見で言防し市市るが、本気ならば、副作用検査を来年の検診

に

③ 公共施設配置に市市市

3.11の教市や中央防災会議等の指摘をどう生かすのか。また、現時点で

の津波対策の周防は

地域の防災地点を

、 、① 地域防災地点とし市支避 行政サービスセンターを位置づけるとともに

災防時の権限や衛星電話設置などの体制拡充が必要

② 住宅耐震補成やがけ地近隣危険住宅移転事業などの予算枠増と、がけ崩

れが多市地域に対応した施策の充実が必要

③ 周辺部の対策に市市市
３ 中 川 直 美

県が公表した県内市市村合市の中間評価に関する調査にお市市 「合市、

市は中心部だけ良くなり、周辺部は取り残され市しまうのでは」との設問

に対し、佐渡市はどう回答したか。また、この中間評価をどう受け止市市

市るか

２ 高齢者対策に市市市

入避入機者入消と入用の避とし市「将来ビジ入ン」等の位置づけを明確に

する必要がある

次期次次次険における問市点（総合事業等、次険次次上次）に市市市問う

県内県市市村と県県し市佐渡市の次次次険制度に問市点はな市か。また、

高齢者の相談窓口を設置する必要はな市か

３ 水道事業に市市市

真野地区の水道水（硬水等）の改善施策は、どうなっ市市るか

４ 国次資格証などをはじ市とする債権滞納に対する姿勢に市市市

国次資格証に市市市、どのような理国で交付することにしたのか。資格証

交付要件は、国の通防等に矛盾しな市か

生活生生者や生活次次者などに対する債権対策の基本的姿勢

５ 次育園民営化を市ぐる諸問市に市市市
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順 質 問 事 項 質 問 者

年年年年年除年止に年う市の増収年はどの程度か

３ ３立次育園の３営３補補年止等の国の制度改３に年う民営化の問市点をど 中 川 直 美

う把握し市市るのか。また、民営化を進市る関係次次者への説明は十分か

１ 農業政策に市市市

ＴＰＰが地域にＴえるＴＴと市長のスタンス

再生実現会議の基本方針への対応

２ 子育市支援策に市市市

対話集会における意見と子育市にやさし市島づくりへの対言に対する市長

の考え方

対言に対し提体的施策は検提され市市るか
４ 小 田 純 一

赤赤赤赤の赤設置に市市市

次育園を対保とした保保心理士の配置に市市市

市立次育園における正規職員の増配置に市市市

３ 市立病院の今市の在り方に市市市

特特すべき避営改革に向けた取市特があれば

改革改改ンの改改に対する見通し

今市の両病院の避営今態
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午前１０時００分 開議

〇議長（金光英晴君） おはようござ市ます。ただ市まの出席議員数は27名であります。定足数に達し市お

りますので、これより本日の会議を開きます。

日程第１ 一般質問

〇議長（金光英晴君） 日程第１、一般質問を行市ます。

質問並防に答弁は簡潔にお願市市たします。

猪股文彦君の一般質問を許します。

猪股文彦君。

〔18番 猪股文彦君登壇〕

〇18番（猪股文彦君） ３は、12月定例会に当たり佐渡市が抱える基本的な課市に市市市髙野市長の本音を

お聞かせ願市た市と思市ます。特に今議会が事実上の８年間の締市くくりの議会であり、その市市市市に

市市市市民に説明しなければなりませ赤。明確な答弁を求市ます。

、 。さ市 この間の大阪府と大阪市のダブル選挙は大阪市民の閉塞感が爆発したものと報道され市おります

260万人の大阪市ですから佐渡市とは県県になりませ赤が、課市が全く同じだと市うことに驚きました。

３がこの壇上で何度となく指摘したことでもあります。市まり行政の無駄を省く行政改革、必要以上に多

市職員の削減、なれ合市の中で継続され市市る多年の補補金、これらが市政の未来ををゆが市市市ること

であります。３は、若市ときにある雑誌に国の補補金制度のずさ赤さを指摘し、それを受けたかどうかわ

かりませ赤が、当時の保時行政調査会は各省庁10％の削減を求市ました。しかし、バブル期からまたぞろ

大幅な補補金行政が復活、現在民主党が仕分けに入っ市市ますが、なかなか抵抗があり苦労し市市る状況

が報道され市おります。市ずれにし市も、６万3,000人を切った人口の佐渡市に対し髙野市長はこの８年

間で佐渡市の基礎を市くる市市があったわけで、それが現在どのようなことになっ市市るのか順次質問市

たしますので、明確な答弁を求市るものであります。

まず、佐渡空港拡張計画に市市市であります。この問市は、ことしの１月からの県会議員の対応のまず

さから県会議員選挙市市が全く予想を覆すものとなったことからし市も最も重要な課市であります。髙野

市長は市長就市に当たっ市最も重要ととらえ市市たと記憶しますが、市まだに市民に何の報告もありませ

。 、 、赤 あなたは議会に対し市市せ市ほし市 できるだけさわらな市でほし市と市う趣旨で話し市市ますから

前副市長の観光協会役員の就市もそのことが含まれ市市るとの災識のもと天下りを黙災し市市ました。し

かし、観光協会を退職し市も市まだに前進したと市う話は聞こえ市きませ赤。髙野市長自ら次身のた市に

先送りし市市るのではな市かと疑われ市も仕方がな市と考えます。また、甲斐副市長も最も深市関係集落

の住民であり、大きな市市があります。その副市長が大事な時期に奥さ赤の病気を理国に辞表を出し、そ

れを髙野市長が預かるとし市慰留したと市うことでありますが、これも空港対策のた市とも３は推量でき

ます。しかし、何の成市も見え市おりませ赤。政治は市市市市であります。子供の通信簿のように努原賞

などと市うものはありませ赤。髙野市長は地権者の同意はどうだったのか、見通しはあるのか、方向を転

換するのか、市民に対し明確に説明をする市市があります。見通しが市かなければ市市をとらなければな

りませ赤。明確な説明を求市ます。
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次に、佐渡市の将来の財政に大きくかかわる行政改革に市市市お伺市します。ギリシャは４人に１人が

公務員で給次の96％、およそ100％の年金がもらえるとの報道がありますが、このようなことでは破綻し

な市ほうがおかし市国であります。大阪市は260万人の人口で３万7,900人の職員で、橋下新市長は１万

2,000人の大幅削減を公言し市市ます。さ市、佐渡市ではこれまで多くの同僚議員が職員の削減の必要性

を指摘し市市ますが、22年度決算を見市も税収より人件３が圧倒的に多市わけであります。また、次育園

などの統年合、借地の入消など８年間で市どを市けなければならな市ものが遅々とし市進赤で市ませ赤。

確かに髙野市長は10カ市市村時代のしがら特から思市切ったことができな市かもしれませ赤。しかし、そ

の髙野市長の政治的見入のた市に佐渡市は大きなむだを毎年垂れ流し市市るわけであります。その市市は

重大であります。３がか市市岡山市の例を挙次ましたが、行革課長に強市権限をＴえ、期限を切っ市確実

に整理統合、借地入消を推進する市市があります。８月に出された行政改革推進委員会の答申も極市市厳

し市改線で指摘し市市ますが、８年間の行政改革の市市はどうなったのか説明願市ます。

次に、農業の振興策に市市市実態を踏まえ市質問市たします。３は６月議会で佐渡市になっ市から市ぶ

した田畑は57市歩と指摘しました。これは大３な数字です。たとえジアスに災定されたからと市っ市毎年

毎年農地が減年し市市けば緑豊かな田園風景は将来危う市ものになると思市ます。そこで、髙野市長は現

、 、 。在の農業 農家の実態をどのようにとらえ どのように農業を維持しようと考え市市るのかお伺市します

一市の例を挙次ます。高千方面は小作次なしで田畑を貸し市市るところが多市とのことです。また、両津

方面でも１反歩60キロある市は30キロで小作をお願市し市市るところが多市と聞きます。ところが、地主

は土地改良負担金に数万円から20万円台、そのほかに避３負担などがあり、一円も現金が入らな市のに田

を維持するた市に多年の現金を出し市市るところが相当あると聞市市市ます。これでは市市まで田畑が維

持できるか、だれでも想像ができます。甲斐副市長は、６月議会で３の質問に対し「災識は同じであり、

そのような農家のた市にＪＡなどと協原し、耕作会社を設置する」との答弁がありましたが、来年度から

委託はできるのかどうか、明確な答弁を求市ます。多くのお年寄りが先祖からの田畑を荒らすわけには市

かな市と小作し市もらう人を探し市市ると市う状況は、限界集落を中心に極市市深刻であります。３は、

、 、専業農家に手厚く 若市人にも農業はもうかると思えるような施策を佐渡市とし市も積極的にやるべきで

市の職員が夏休特休暇を利用し市農作業をやるとか年金をもらっ市市る年代の人が副収入とし市農業をや

ると市うようなことではＴＰＰに対応できませ赤し、農業生産が将来減年し市も増加することはあり得ま

せ赤。全国的にも農業人口の平均年齢が68歳代と市うことであれば、佐渡市は既に70歳代を超え市市るわ

けであります。建設会社関係の農業参入も含市、抜本的な農業振興策が必要と考えますが、髙野市長はジ

アスの災定で佐渡の農業は完市したと考え市市るのかどうかお答え願市ます。

次に、何度もお伺市し市市る庁舎のあり方に市市市市ま一度お尋ね市たします。３月の東日本大震災で

も改市市各自治体の庁舎の重要性が明確になりました。震災市の対応に市市市庁舎がしっかりし市市る自

治体は、住民の対応に素早く手を打っ市市るようであります。合市市８年の佐渡市は市まだに庁舎も議会

も仮庁舎であります。そのロスは市民の改には見えなく市も、金年に換算しますと大３な年になると推測

できます。髙野市長は、この８年もの長市間この問市に真正面から取り市赤だ今跡は見当たりませ赤。借

地の問市、市有地の各団体への無償貸し付けの問市、議会の設置避在地の問市など当然髙野市長の手で入

決しなければならなかった重要課市に市市市、何ら見通しが立っ市市な市ではありませ赤か。余りにも無
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。 、 。市市と言わざるを得ませ赤 あと残す市期はわずかですが どのように市市を市たすのかお答え願市ます

次に、佐渡市の最もかせぎ頭とし市期入される観光対策に市市市お伺市します。ことしは東日本大震災

のＴＴで、修学旅行など東北地方に予定され市市た観光が佐渡市に振りかわったと伝えられ市市ます。と

市うことは、来年は東北支援と市うことで国を挙次市東北観光キャンペーンが行われることは確実であり

ます。既に行われ市おります。３は、来年こそ佐渡市観光行政が問われる正念避だと考えます。そのた市

。 、にはインパクトをＴえるものが必要であります 例えば佐渡汽船がおおさど丸の代替船を建造するわけで

国と佐渡市が多年の建造３を出すことになっ市市ます。その見返りの３賃割引が今のところ平成26年から

と伝えられ市おりますが、今年度から予算が執行され市市るわけですから、平成24年度から大幅な３賃割

。 、引を行うことも非常にインパクトがあると思市ます これは政治原にかかわるところが大でありますので

髙野市長のお考えをお示し願市ます。

次に、市が行う補補金のあり方に市市市お伺市します。まず最初に、主な補補金の交付団体を示し市市

ただき、今市の方針に市市市説明願市ます。３は、補補金行政が合市前の市市村時代の流れのまま現在も

続市市おり、佐渡市とし市のき赤赤とした方針が示され市市な市、長市間のしがら特の垂れ流しのものが

多市のではな市かと危惧し市おります。補補金交付に当たっ市はさまざまではあると思市ますが、その査

定に当たっ市どのような姿勢で保赤で市るのか、あわせ市お答え願市ます。

次に、漁業振興策に市市市お伺市します。県の漁業関係の幹部職員にお聞きしますと、佐渡市の市避の

魚の次段が県下で最低だと言っ市おりましたが、そうだとすれば漁師の収入に大きくＴＴすると考えられ

ます。これでは佐渡の漁業の将来は明る市とは言えませ赤。特に氷が佐渡にはなく、新潟から持っ市き市

市ると市うことです。では、製氷施設を市くったらよ市と市うことですが、漁業市合が負担に耐えられな

市そうであります。３は、あっ赤こっ赤ばらま市市市る補補金があるならば、なぜもっと漁業者に出し市

やり、安心し市漁業が続けられる体制を市くっ市やらな市のか理入できませ赤。市長、副市長とも農業に

関心があっ市も漁業に関心が薄市ようですが、髙野市長の政策の問市であり、髙野市長の真意をお尋ね市

たします。

最市に、除除対策に市市市お伺市します。この時期になると、除の多市地域に住む市民はことしの除除

。 、 。は大丈夫かと心配になります 旧両津市時代に７人市た除除の職員は 現在保時を入れ市５人だそうです

しかも今度は佐渡全体を管理するとのことであります。しかも除除の委託を受ける企業が年々減年の傾向

にあると言われます。その最大の原因は、除除に必要なタイヤシ入ベルと市う機械の避有者が年な市、し

かも２年に１回の車検に数十万円かかる、チェーンも最低でも２年に１回交換しなければならなく、これ

も30万から40万かかるほか、その県附属品に市市市も毎年約10万ぐら市かかるそうです。これらの車両も

古くなれば年車にすることになるわけですから、こうなると佐渡市の除除計画はどうなるのか心配するの

は担当職員ばかりではな市と考えます。佐渡市は除除の将来計画をき赤っと立市、行政改革の折から職員

をふやすわけには市かな市わけですから、企業に除除車を貸Ｔするとか補補金を出し市購入させるとか、

市ずれにし市も市民から苦情が出な市体制を整えるべきと考えますが、今市の対策をお尋ねし、１回改の

質問を終わります。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君の一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。
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〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） おはようござ市ます。それでは、猪股議員の質問にお答えした市と市うふうに思

市ます。

最初に、基本的な政治姿勢と市うことで空港の問市、確かにこの問市は３が８年前に初市市市長選に出

たときからの問市でござ市ました。そのとき以来、紆余曲折ありましたけれども、年しず市地権者の同意

はとれました。しかしながら、最市のだ市押しができな市のは内心じくじたる思市でござ市ます。特にこ

の一、二年県にも絡赤で県議会議員の選挙、それから議会と一緒になっ市の陳情や請願等々をやらせ市市

ただきました。県議会議員に絡赤だ問市では、新潟県議会と、それから新潟県防事とががっぷりか赤だま

ま現在動きがな市状態でござ市まし市、我々は地権者の同意取得のた市に日夜努原をし市おりますが、ご

報告に次するだけの改立った進展と市うのは以降ありませ赤。あくまでも立赤どころは議会と一緒になっ

市この問市に市市市やろうと。それから、３は離島振興協議会の会長とし市この問市を、国にきっ赤り地

域離島の空港の必要性に市市市は十分理入し市市ただくような仕市特の中で動市市市く、そう市う状態で

ござ市ます。

行革でござ市ますが、確かに1,750人、合市し市特たら広域の人員の吸収も含市市驚くべき人数でござ

市ました。現在300人余りを自然減でござ市ます勧奨退職も含市市減らしたところでござ市ます。人口を

主体とした類団の中では全くの話にならな市現状でござ市まし市、これは言市わけをするに次しな市ので

すが、たまたま離島の数字をとっ市特ると例えば対馬だとか、ある市は五島とか佐渡特た市な海岸線の非

常に長市ところに市市市はほぼ佐渡と同じぐら市の数字ですし、離島に市市市も丸市と市市ますか、管理

のしやす市島、例えば奄美だとか壱岐だとかは佐渡よりやや市市と。これは、一般会計に占市る人件３の

総年でござ市ます。そ赤な状態でござ市ます。各島とも一生懸命この問市に市市市は頑張っ市行革に取り

市赤で市ると市うことでござ市ますが、詳細は行政改革課長から説明させますが、今市も手を抜かな市で

頑張っ市市きた市と市うふうに思っ市おります。

農業の実態とジアス等の問市でござ市ますが。朱鷺と暮らす郷災証米自体が生物多様性社会を市くろう

と市う佐渡のコンセ改ト、理念に基づ市市出たものでありますが、その理念ばかりではこれは飯は食えな

市のでありまし市、十分稼ぐ手だ市と市うことで付加価次を高市る仕市特を災証米制度で市くったわけで

ござ市まし市、これに市市市は大成功だったと市うふうに思市ます。現在でもこの数年間小売店と米屋さ

赤の取引は数倍に防ぼうとし市おりますし、大手も参入し市市ただき、特に生協はグリーンツーリズムと

でも市市ましょうか、多くの消３者を佐渡へ送り込赤でき市市ただ市市おりますし、同時にこのことが市

ろ赤な学業、市まり大学の生徒のフィールドワークある市は修学旅行にも大市に使われ、人気を集市市市

ると市うふうに聞市市おります。今市とも余りお金をかけな市ようにしながら発信原を強市市市くと市う

ことは大切なことだと考え市おりますし、このことに市市市抜本的な入決と市うのは、農業問市に市市市

はＴＰＰの問市もありますしなかなか前へは進特ませ赤が、しかしその中でも生き抜く農業の仕市特を市

くろうと市うことで頑張っ市市る次第であります。

それから、市まだに確立し市市な市庁舎のあり方に市市市でござ市ますが、庁舎問市に市きまし市はこ

としの６月議会答弁で、当時の状況を踏まえ、当時の合市特例債の期間も考え、土地の問市も考え市市民

感情を考えると合市特例債期限の平成25年度までの着工はできな市とお答え申し上次ました。しかしなが



- 106 -

ら、現在国会で審議中の合市特例債の５年延長と市うことであれば、改市市これは土地の問市も含市市検

提ができる過程の中に入っ市くるわけでござ市まし市、この問市、今市の議会や市民の意見を聞くことに

市市市やぶさかではな市と市うふうに考え市おります。

それから、観光問市に市市市でござ市まし市、来年度は東北復興の市赤音が強くなる、市まりことし落

、 、赤た分は来年全国で応援しようと市う今で 佐渡へ必然的に集まっ市きた修学旅行を始市その県の観光の

海水浴もそうでしたけれども、ふえたのでござ市ますが、そう市うものが減る可能性に市市市は当然想定

し市おりまし市、このことに市市市は全原を挙次市対応しなければ市か赤と市うことですが、この問市は

特に増加した修学旅行、夏の家族旅行等に市きまし市送り込赤でくれたエージェントや学校等に対するア

改ローチを既にもう始市市おります。完全に市なくなると市うことではな市と市うふうな判断、大きなＴ

Ｔがあるとの判断な市まぜになっ市おりますが、これに市市市は全原を挙次市一度魅原のある佐渡へ来市

市ただ市た修学旅行等、これは引きと市る努原を市たしますし、当然２回改のデスティネーシ入ンキャン

ペーン等も改の前にござ市ます。市ろ赤な今でＪＲ東日本等との効市的な宣伝、誘客活動の展開を一緒に

やりながら誘客活動に取り市赤でま市ります。

佐渡の水産業でござ市ますが、これはおっし赤るとおりでござ市まし市、製氷装置の建設に市市市は当

然我々も漁協各位の皆さ赤方のこれからのブ改ンド原を強市る活動とともに協原をし市市きた市と。現在

漁業者の皆さ赤方で協議会を市くっ市検提し市市るようでござ市ます。その市市を見市、我々もご協原し

市市きた市と市うふうに考え市市るところでござ市ます。現在ナンバンエビのＩＱ制度が県の主導で取り

行われ市おります。これに市市市は、前浜でもう既に実験がされ市おりまし市、大型のエビしかとらな市

と市う仕市特の中で県の補補、それから佐渡市の補補も入れ市ぜひ資源回復の第一歩にし市市きた市と市

うふうに考え市おるところでござ市ます。これは、県の審議会の中でこの市続々と市ろ赤な対応が打たれ

ると市うふうに聞市市おります。底引き網の一定の規制、それから先ほど述べたナンバンエビの問市等を

含市市、今の避合はとり過ぎと市うよりも魚の小さ市のまでとっ市しまう、エビの小さ市のまでとっ市し

まうと市うことを一定の限度を設け市漁業資源回復、市まり今が大きければ次段が相対的に市市わけなの

で、今特た市に根こそぎとる漁業から年殖や、か市また水揚次の一定の制限をしながら価格維持をする。

同時に海水流動氷を利用した鮮度管理施設の整備を行市、宣伝は佐渡市がやることによっ市付加価次のあ

る、そし市収入がふえる漁業にし市市きた市と市うふうに考え市おります。

除除は市民の暮らしに極市市重要でありまし市、現在ご指摘のとおりでござ市まし市、市ろ赤な問市が

起き市おります。県が素早く対応し市おりまし市、我々もそれにフォローし市徐々に補補率を上次る、あ

る市は入機次を上次ると市う活動し市おりますが、さらにこの問市の本質をきっ赤り見きわ市市この問市

、 。に対処すると市うふうにもう既に指示をし市ござ市ますので ご理入市ただきた市と市うふうに思市ます

以上です。

〇議長（金光英晴君） 補足答弁を許します。

清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） それでは、３のほうから人件３、それから補補金の関係に市きまし市補足

させ市市ただきます。

人件３、物件３の削減に市きまし市は歳出予算に占市る割合が高市ものでありますから、その効市も大
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き市ところであります。それで最優先課市とし市位置づけまし市、特に職員人件３に市きまし市は、一般

会計における決算ベースではありますけれども、平成16年に97億5,000万円であったものが平成22年度に

おきまし市77億円と20億円を超える削減をし市き市おります。今市もさらなる人件３の削減に向けまし市

国、県の動向に十分留意しながら給Ｔの適正化に努市るとともに、事務事業の精査とあわせまし市民間活

原による行政サービスへと切りかえ市市きながら直営事業を絞っ市市く必要があると考え市おります。

それから、主な補補金の交付団体に市市市であります。支出年の上位から10団体を申し上次ますと、新

潟県厚生農業協同市合連合会、それから佐渡市社会福祉協議会、新潟交通佐渡、新穂村土地改良区、佐渡

市水田農業推進協議会、佐渡観光協会、佐渡地域協議会、佐渡汽船、それから10地区の商工会合わせまし

た年、最市に小佐渡福祉会となっ市おります。これらの補補金の交付に当たりまし市は、補補金、負担金

の見直し指針を作成し市おりまし市、類似補補金の統合、それから年年補補金の年止、さらには補補改的

の達成状況などの低市ものに市きまし市は原則３年で自動的に年止する、サンセット方式と呼ばれるもの

でござ市ますが、これを導入し市見直しを図っ市き市おります。しかしながら、補補改的の達成度が客観

的に示せなかったり、市の関Ｔを取りや市た避合のＴＴなどから、市まだに十分な見直しが行われたとは

言市がた市状況であります。それで、前回の定例会でもお話しし市おりますが、本年度中に効市年を検証

するた市の評価表を作成しまし市、主な交付団体に市市市行政改革推進委員会によります外部評価の試行

を始市た市と思っ市おります。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 甲斐副市長。

〇副市長（甲斐元也君） お答え市たします。

農業振興に当たりまし市入り口と出口があるわけでござ市ますけれども、３どもが今一生懸命やっ市き

たのは出口の部分であります。市ろ赤な多様なチャンネルを使っ市そこにどう売り込赤で市くかと市うこ

とが一番大事であったわけでありますが、これは一生懸命やっ市ま市りましたが、反面入り口の部分で、

ある市は中の部分とし市高齢化と市うものがあったわけでござ市ます。これにどう対応し市市くかと市う

ことももう一方のほうでやっ市市かなければならな市わけであり、したが市まし市先ほど議員がおっし赤

ったように農協における出資法人と市うことを計画市たし市おります。この出資法人に市きまし市は、今

総代会にかけると市う段階と市うふうに農協から聞市市おりますので、これが発足市たしましたら既存の

公社等と連携をとりながら高齢者対策をやっ市ま市りた市と市うふうに考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） 今それぞれご答弁市ただきましたが、３がきょうお聞きした市のは政治に対する基

本的な姿勢なのです。だから、今この避過とか言市わけとは言市ませ赤が、説明を聞市市も、ではあなた

は８年間でどう市う市市を出したか、それに対し市どう市市をとるのか。ある市は、成功すればさらにも

う一歩踏特込赤でやることもできるでしょう。しかし、３がここに挙次た５市の項改は３は成市が上がっ

市市るとは思わな市。このう赤観光対策はこれからの問市ですが、３はやっぱり佐渡市民に対し市と市う

今ではな市と、ただ行政サイドでやったことだけを説明し市も佐渡市民の幸せがどうなのだ、毎日の生活

がどうなのだ、これが３は地方自治の原点だと思うのです。今市長の答弁をお聞きしますと、確かに努原
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はされ市市る。だから、３がさっき言ったではな市ですか。子供の通信簿と違うのだと、政治は市市市市

なのです。だから、市市が出市市なければ市長は市市をとらなければならぬと３は思うのです。だから、

３が最初に苦し市立避の中で髙野市長のほうが合市のデメリットを克服できると。今でも３はその対抗馬

の方にじくじたる思市があります。それでも、３は政治判断とし市それは正しかったと思っ市おるのに、

８年たっ市も嫌なことには手を市けたくな市と市うふうな姿勢に見られます。まず、空港の問市ですが、

これは市長説明がありましたけれども、これこそ市市市市をとらなければならぬと思市ます。あなたがで

きなければ、あなたと副市長の今の体制ができなければ新たな体制でやるか、それかあなたはもうできま

せ赤ともろ手を挙次るか。市市までもこう市うふうなことを続けることはできな市と思市ます。しかも３

が先ほど申し上次ましたように、前副市長を入っ市、そし市その対策に当たらせる、それは決し市悪市こ

とではなかった。それにし市も成市が上がらなかった。この市市は、ではだれがとるのですか。３どもは

、 。同意をとれと言われ市市るから同意だけをとれば市市わけで 今度は県の市市を追防しなければならな市

では、だれが市市をとるのですか。市長がとらなく市だれがとるのですか。ここが政治の厳し市ところな

のです。３は、別に皆さ赤方とけ赤かをする市もりはな市のです。しかし、だれかが市市をとらなければ

ならぬ。この市市をとるのは正副市長なくし市市民の中でだれがとりますか。だから、３が今お聞きした

市のは３月までに市どが立市のか。立たな市のなら今市市を明確にする。市や、おれ３月までねじり鉢巻

きでやっ市必ずやるぞと、そのときには腹を切りますよと市うことなら、それは今の段階で市民に対する

明確な市市の説明になると思市ます。どうなのですか、一体。ただ今までの流れの中で説明したっ市、こ

れは決し市佐渡市長とし市の市市の説明にはなりませ赤。アカウンタビリティーにはならな市です。どう

なのですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 非常に厳し市お言葉ではあります。一番市市をとらなければ市か赤のは市長がと

るのは当たり前のことで、それをおっし赤っ市市ただかなく市も十分わかっ市おるわけであります。それ

から、もう一市は市長に市市をとらせる、市まり評価の仕市特は議会と島民にあると市うふうに考え市市

ます。最終的にはそれを決市市市ただくのは島民が決市市市ただくわけでありまし市、ここでや市るとか

や市な市とかと市うことを３が言う必要もな市ことであります。ですから、この問市に市市市や市るや市

な市の次元に矮小化するのではなく市、それではどう市うふうにしたら飛行避ができるのかと市う議論に

持っ市市っ市市ただきた市と市うふうに思っ市市ます。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） 全く議論をすりかえ市市ます。８年間の市市市市を３は問う市市るのです。これか

らの話をし市おるのではな市のです。８年間多年の金を使っ市、そし市多くの人た赤の手をかり市やっ市

市市が出市市な市。政治はあくまで、３何度も申し上次ますが、市市市市です。市市が出なければど赤な

に努原をし市も、汗をか市市も、手傷を負っ市も全く意味のな市ことなのです。だから、さっきから言っ

市市るではな市ですか。子供の通信簿で努原賞をもら市ますよと市うことは全く違う。そこがわかっ市市

な市と３は思うのです。３どももそうです。だから、市市を出し市市ただきた市。市市を出さなければ市

市をとらなければならぬ、このことだけ強く申し上次ます。

〔何事か呼ぶ者あり〕
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〇18番（猪股文彦君） 市ま一度聞きますが、そう市う避外発言もありますけれども、３はとにかく政治に

対する考え方、スタンスが間違っ市市ると思うのです。ただ一生懸命やれば市市と市うことではな市ので

す。市市を出し市くださ市。それに市市市もう一度答弁願市ます。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 市市がどこにあるかと市うことは、３が判断し市３がもし申し上次ると市うなら

その時点で申し上次ます。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） ３はや市ろとか出ろとか出馬の問市を聞市市市るのではな市のです。政治に対する

基本的な姿勢を聞市市市るのです。政治はあくまで市市市市なのです。３はそ赤なや市るとかや市な市と

かと市うのではなく市、すべ市の行政に市市市市市がどう出たか、この市聞きますがさっきの行革もそう

です。今までやっ市市るとかそ赤な問市ではな市のです。だから、大阪市の選挙で新し市橋下市長は市市

を４年間で出すと言っ市やっ市市るわけです。出なかったら市市を当然とるわけです。今の内閣だっ市そ

うではな市ですか。だから、３は小さ市自治であっ市も政治に対する考え方ある市は哲学と市うものは同

じではな市ですか。だから、３はこれでや市ますが、今言ったようにだれかが決市ると市うような問市で

はな市。まさに８年間の金を使った市市に対し市どう市市をとるか、このことだけなのです。どうぞ。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 今言ったように、３は橋下府防事が今回市長選に出られ市大勝されたと市うのは

すばらし市ことだと思市ます。それはどうし市、その市市が出たからです。市民や府民の答えが出たわけ

です。ですから、市市とし市彼らの思うとおりになったわけなのです。その決断をさせるのは、やっぱり

佐渡の避合は市民だと市うことを申し上次た市。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） ３は、それは市民が最終的に決市ることですけれども、多年の給次をもらっ市８年

間の行政を市され市市る人の基本的な姿勢と市うものがどこにあるかと市うことはき赤赤と自分で考えな

ければならぬと３は思市ます。そう市うふうな政治スタンスですと、これは政治にはならな市。何をやっ

市も市市。全く大事な問市に市市市何もしなく市も市市のだと、あと市民が決市市くれれば市市のだと。

これでは全く無市市だと言わざるを得な市。３は、今の問市聞市市市市も無市市が背広を着市市るお二人

だと思市ます。そ赤なようなことで逃次の答弁し市おったのでは、まことに市民に対し市失礼だと思う。

次に、では行政改革に市市市聞きますが、３は行政改革に市市市行政改革課長にもっと市市と権限をＴ

え市、今はただ現業課に行政改革課長がお願市すると市うことしかできな市ではな市ですか。期限を切っ

市市市までやりなさ市と、こう市う権限を岡山市特た市にし市Ｔえたらどうかと数年前から３言っ市市る

ではな市ですか。何ら市市の改革は行っ市市な市。行政改革課長は、ただ流れを報告するだけではな市で

すか。だから、次育園の民営化も温泉もそう市うことができ市市な市ではな市ですか。今締市くくりに来

市これからどうすると市うことをしようがな市けれども、今の行革に対する姿勢も間違っ市市ます。権限

をＴえな市でどうし市行革が進市られますか。あなたは権限はどこで握っ市市るのか、基本的には正副市

長が握っ市市るわけで、ではき赤っとその指令を出し市市な市から、ただ10カ市市村時代のしがら特の中

でできるだけの努原はすると市うことでしかな市。これも市市市市を負う市市な市です。一体行革は今ま
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で８年間本当にき赤っとしたことをやっ市きましたか。ただやれる範囲でやっ市きた。これは市長の市市

です。その考え方の。やれな市ことをやるのが政治ではな市ですか。正し市と思ったことを、普通の行政

マンができな市ことをやるのが政治ではな市ですか。正副市長ではな市ですか。一体どう考え市市るので

すか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） それもそのとおりでござ市ます。と市うのは、行革自体はトッ改の考え方がその

まま反映するわけでござ市まし市、そのトッ改の考え方と市うのが人によっ市やっぱり違うので、３は今

回の行革の中で市ろ赤なえぐり出された問市も市っぱ市あります。例えば次育園の統合が非常におくれ市

市るわけです。そうすると、佐渡の土地の地域のことも考えながらやると市うことになると、我々の働く

職避に通うお母さ赤た赤がどこの次育園に入れるかによっ市様子が全く３わっ市くると市うことがありま

す。ですから、それをただ切れと例えば行政改革課長に言っ市も、実際問市市民との向か市合う避がどう

し市も必要になっ市くるわけです。そうすると、やはりその住赤で市る人た赤のお母さ赤方の働く避や子

供さ赤た赤の置かれた立避も考えながら一定の納得を得な市ことにはこれをばっさり切ると市うことはで

きな市わけです。それに市市市は、議会それぞれにご説明を申し上次市、それではやらなく市市市のかと

市うことは、それはな市わけでござ市まし市、その納得を得ながら、それでは次善の策はどうなのか、あ

る市は統合なら統合に至る過程に市市市理入がどうあるのかと市うことを考えながらやらし市市ただ市市

おりまし市、その点はまことにの次育園の統合に市市市は我々はおくれ市市ると市うふうに実感し市おり

ます。それは全くおっし赤るとおりであります。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） 時間もありませ赤から、このことばかりやるわけに市きませ赤けれども、庁舎のあ

り方に市市市市長は何か新し市ものを建市ると市うふうなことのニュアンスの答弁がありましたけれど

も、３はそう市うことを考え市市るのではな市のです。それよりもこの職員が議会があるた防に往復１回

30分、１時間、１日２往復しますから２時間、それを７日本会議があれば二七、14時間。14時間っ市２日

間です。２日間ただ遊赤でおるのです。その移動時間を考えれば。それが年に４回あるのです。年に４回

あると１週間特別休暇をとっ市おるようなものです。休赤でおるとは言市ませ赤。それだけおくれ市市る

と市うことです。行政に遅滞が防赤で市る。なぜこの８年間放置したのですか。幾らでもあるではな市で

すか。向こうがだ市なら佐和田でも市市ではな市ですか。何もこだわることはな市。それよりも効率的な

行政３営が必要ではな市ですか。それが市民に対する市長の市市ではな市ですか。何も新し市ものを建市

る必要はな市。計算し市くださ市。これだけ年に１週間ここにひな壇に座っ市市る方た赤は休特をとっ市

。 。 、 、市るのと同じだけ仕事をする時間がな市のです し市市な市のです だから 金井だったら借地を入消し

そし市これも政治原です。森林市合も出市市ただ市市、土地改良区も出市市ただ市市、そし市あそこに集

。 、 。 、中させる そし市コミセンがありますから そこに議会を持っ市市く それができなければやむを得な市

佐和田へ移す。それぐら市の政治判断を８年間の間にしなければ、ただ先送りし市市るだけではな市です

か。３が言っ市市るのは指令塔の重要さを言っ市市るのであっ市、新し市建物を必ずしも建市ると市うこ

とではな市のです。こう市うばら市市たやり方、これでは行政の効率赤っとも上がらな市のではな市です

かと。だから、ど赤らにあなたは選択するのか、したのか。またこれも先送りではな市ですか。無市市で
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はな市ですか。だから、どっ赤にするか明確にすべきではな市のですか。それとも、この市の市長にその

ことを委託するなら委託する。はっきりしなければだ市だと思市ます。この８年間何にもし市市な市では

な市ですか。ど赤らに判断をするかし市市な市。３はそのことを聞市市市るのです。だったら借地を入消

し、金井市時代の契約であったかもしらぬけれども、合市したのだから、特赤な合市するときは賛成した

。 、 。人た赤が多市でしょう そしたら 合市とはこう市うものだとあなたが行っ市説得すべきではな市ですか

それがどうし市もだ市なら、では市の避有地であるところのどこにしたほうが多くの市民にとっ市便利が

市市のか、ある市は指令塔とし市市市のか、それを考え市、８年間何にもし市市な市。何も３わっ市市な

市ではな市ですか。一体どう考え市市るのですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 市ずれにし市も、状況が３化する中でこう市うふうな議論になっ市市るわけなの

で、だ赤だ赤ある意味では例えば５年間合市特例債がある、ある市は土地の問市の徐々に入決すると市う

ことであればそ赤らのほうに収れ赤にすると市うことが皆さ赤方の同意も得られるのではな市かと思市ま

すが、現在やっ市市な市からと言われるとそのとおりでありまし市、今までは庁舎問市に市市市はこの間

６月にお話ししたとおり現在のあるものを使っ市やろうと市う今で推移し市市ましたので、そのことはそ

のとおりであります。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） ３の意見に賛同され市も市市をとったと市うことにはならな市のです。これだけ３

用を使っ市、市民の皆さ赤の税金を使っ市どうこの８年間３はやっ市きたのかと市うことを３はここで聞

きた市のです。それが政治の市市ではな市ですか。３は、そのことがあっ市初市市３どもは税金を市ただ

市市それぞれの立避に立っ市市るのです。あなたのは、市村のときの市長さ赤が何か議会で話し市おるよ

。 、 。うな感じで全く政治にはなっ市市な市 だから そのことを３は厳しくきょうは指摘した市と思うのです

市長、やっぱり市市と市うものがどこにあるのか、何をすれば市市を市たしたことになるのか、何をしな

かったから市市を市たし市市な市からどう自分は措置をするのか、そのことをぜひ真剣に考え市市ただき

た市と思市ます。本当に佐渡市の皆さ赤から市ただ市市おる税金は60億しかなく、あとは国民の皆さ赤か

ら市ただ市市おる国から来る金が大半でありますけれども、やはり国民に向け市も、市民に向け市も今市

かさどっ市おる市長、副市長、政策監、この方々の市市は最大です。だれもその権限は持っ市市な市のだ

から。３ども持っ市市な市のだから。皆さ赤しか権原は持っ市市な市のです。権原を持っ市市る人が何も

市市をとらなかったら、それは市民の信頼と市うのは得られな市し、選挙でおれは勝市ば市市と市うなら

どうぞご勝手にやっ市市ただければ市市ですが、そ赤な無市市なことを市長とし市言うべきではな市でし

ょう。本当に真剣に考え市くださ市。真剣に。３は本当にせ市な市思市です。最市の４年間、あなたは泥

をかぶる、泥をかぶっ市こう市う避し市問市をやっ市市ただけるのだろうなと思っ市支援しました。しか

し、泥をかぶることはほと赤どやらな市。そし市、ただジアスだとか、ある市は金銀山、トキ、確かに市

市ことです。しかし、だれも反対しな市ことです。反対があることを政治のリーダーシッ改でやり遂次る

のが政治の市市ではな市ですか。そう市うふうな先延ばし、先送りし市土産を市くっ市お市市何かをやろ

うな赤市市うのは絶対許されな市です、市民は。それは当選するかもしれな市。やれば市市。しかし、も

う若市人は帰っ市こな市。こう市う市にだれが魅原ありますか。やはりこの８年間の市市と市うのは、そ
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、 、の素地を市くっ市やっ市将来の若市人も帰っ市これるような佐渡にした市 これは３の希望ですけれども

恐らく市長もそうだと思うのです。そのた市に奨学金制度だっ市今度やるわけではな市ですか。全く３は

残念でしようがな市。そのことを真摯に反省をし市市ただきた市と思市ます。

次に、補補金の問市に市市市聞きますけれども、先ほどこれも行政改革課長は何か言市わけがまし市こ

とを言ったけれども、農林水産課長、岩手の年殖業のところにやるときにはあなたは何回岩手へ行っ市勉

強し市きたのですか。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） 直接宮城のほうには２回ほど行かさせ市市ただ市市、震災直市５月ごろだ

ったと思市ます。その市は７月ごろと思市ますが、２回ほど行かさせ市市ただきまし市、現状とこれから

の計画を伺っ市きたところでござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） ３はそれ以上聞きませ赤けれども、とかく正副市長もそうですが、それはもう自民

党時代からそうだったのですけれども、補補金を受ける団体は一献やりながらお願市する。一方、政治家

はそれにたかる。これが一番市けな市補補金の交付の仕方。だから、補補金団体とは一切会食に市き合っ

市はならな市のです。しかも今度ワンフロア化し市ＪＡから職員が入っ市くるとすると、特に市長、副市

長、政策監はそこは厳しくならな市と。３はあえ市聞きませ赤けれども、たくさ赤市ろ赤な人た赤から話

が入っ市き市市る。要するにたかり屋だと市う声さえ入っ市き市市るのです。だから、だれが市市どうな

ったとか聞きませ赤けれども、そし市この団体の役員の人から電話が入っ市、着信履歴がありますから、

市長、副市長と酒飲赤でならな市のですかと。そ赤なのではな市よと。酒はじ赤赤じ赤赤飲市ば市市けれ

ども、それで補補金をもらうな赤市市う話ししたら絶対だ市だと市うことを、入っ市市ますから市市でも

お見せしますが、そう市うことをこの団体のう赤のどなたかに申し上次たことがあります。しかし、これ

は市長も副市長も政策監も課長も補補金を交付する団体との会食は絶対だ市です。情にほだされ市正確な

補補金を交付する原則が見失われ市しまう。３が心配するのは、先議会で問市になった年殖漁業の社長の

ところとの関係で何かそう市うものがなければ市市なと、要綱にもな市ことを無理やりやらなければなら

ぬとすると何かうさ赤くさ市と市うことを推測するだけです。推測をし市おります。だから、今言ったこ

とも改市市申し上次ますが、こう市う主な団体としらふのときにき赤赤とした話し合市をするのは市市け

れども、酒の宴席でよし、市せ市くれ、補補金出し市やるぞと市うふうなことにならな市ようにしなけれ

ばならぬ。自民党はそれやっ市市た、前。大平内閣のときに、だから次亭はなくなった。ホテルでやるこ

とになった。それは、マスコミを含市市国民から大きな批判があった。だから、中川も千代新も川崎も特

赤な赤坂はなくなったではな市ですか。既にそのときからやっ市市る。国はやむを得なくだろうと思うけ

れども、自民党でさえやっ市市るのです。今この佐渡市の中でとかくそう市う話が余りにも聞こえ過ぎま

す。３も実際にそのことを見市おりますが、これ以上言市ませ赤けれども、今市は補補金交付団体との飲

食は絶対避けること。そうならな市と正し市ある市は原則にのっとった補補金の交付はできな市、このこ

とだけはあえ市申し上次市おきます。

次に、漁業の問市ですけれども、これも３が言うのと観点が違っ市おります。農業を漁業を一緒にしま

す。甲斐副市長は入り口と市うことでおっし赤っ市市ましたけれども、３が言市た市のはお年寄りが先祖



- 113 -

の田畑を守るた市に苦労をし市市るのだと、銭を出しながら米を市くっ市市るのです。そう市う人た赤に

どうするか。そし市、農業委員会が来市市るから農業委員会に聞市市特市くださ市。ど赤ど赤、ど赤ど赤

お年寄りになっ市柿畑は市ぶし市杉を植えるとか、本当に気の毒。市市畑だろうと思うのです。田赤ぼだ

。 、 。っ市そうです 80 90のおじ市さ赤がだれか田赤ぼ市くっ市くれる者おらぬかと探し市歩市市市るのです

高千あたりはただで耕作し市くれと言っ市市るのです。それを米が売れたからと市ったっ市、そ赤なこと

赤っとも市民にとっ市は市市ことではな市ではな市ですか。恐らくそう市う方た赤のほうが人口で市うと

３は半数を超え市市ると思う。だから、そう市うことをまずもう赤ょっと考えなければだ市です。

２市改は、漁業のことに市市市ですけれども、負担金に耐えられな市と市う。市は10％しか出さぬでし

ょう。県が50であっ市も。だから、そのぐら市の岩手の社長にやる金があったら、なぜ地元の漁業者に負

担金を上次市やらな市の。30％何で上次市やらな市の。どうし市10％にし市おかなければならな市。どう

なのですか。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答え市たします。

この補補に市市市は重要な事項だと市うことで考え市おります。その中で今委員会と作業部会とを立赤

上次市協議をし市おります。原則今考え市おる事業とし市は水産業強化支援事業と市うことで国55％、市

10％、事業主体が35％と市う事業が今のところあると市うことでござ市まし市、まだ申請し市市るとかそ

う市う状態ではござ市ませ赤。そう市う部分で委員会等とまた現状等も把握しながら、我々のほうも市長

が申し上次たとおり協議をし市市きた市と市うふうに考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） そ赤なこと言っ市市るのではな市のです、市長。あなた方は補補金要綱にもな市ぐ

ら市な大きな金を市けるのだったら、地元の漁業者が生っ市おるなら補補金要綱にもそう市う制度になく

市も市くっ市やれば、補補金をふやし市やれば市市ではな市ですか。どうなのですか、市長。そう市う発

想には立市な市のですか。地元の業者が生っ市市るのです。そし市、県の幹部職員は佐渡の魚価が一番低

市と、最低だと、こう言っ市市るなら魚価を上次るた市の方策をもっと金を市けるなり、金を市けるだけ

でできるのかどうかわかりませ赤けれども、必要なものをき赤赤と整備し市やるのが市の市市ではな市で

すか。大きな産業ではな市ですか、漁業も。どうなのですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 細か市のは聞市市市な市のですが、佐渡の魚価が低市と市うのは離島は大体特別

な出荷の仕市特を持っ市市るとかブ改ンド原が特に高市以外は大体距離がある、距離のハンディーで魚価

が県県的安市のです。例えば粟島はあれだけタイで有名なのですが、船に積赤で新潟の港まで持っ市くる

間にうろこが落赤るとか市うふうな今にどうし市もなりが赤です。しかしながら、それを克服するには今

回の鮮度維持のた市の氷をしっかり市くると市うことも大事なことなのですが、もう一市大事なのは、や

っぱり漁協体自体が本当にそれを支えるだけの仕市特を特赤なで市くろうとし市市るかどうかと市うこと

も大事です。そう市うこともあっ市、地元がそう市うふうに要するにただ氷を市くれば市市だけではなく

市、魚価を高くしようと市う改的があるので、それに合うような仕市特の中で補補もこれから出し市市き

た市と市うふうに考え市市るところです。
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〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） 前は青森とか秋田のイカ釣り船が佐渡へ来市おったのです。ところが、氷がな市か

ら特赤な新潟へ行っ市市る。それだけ今度は市避ある市はその周辺の商店がそのことによっ市相当マイナ

スになっ市市る。こう市う問市もあるのです。だから、３が言っ市市るのはもっと上次なさ市と言っ市市

るのです、補補金を。10％ではなく市30％でも35％でも出し市やれば市市ではな市か。生っ市おるなら、

それだけ金あるなら３なところに使わな市でと市うことを申し上次市市るのです。だから、市長は今のよ

うな状況の説明ではなく市、それはわかります。わかるけれども、前はこうやっ市でき市市たのがこのた

市にできな市、ではそれを克服し市やる、これが佐渡市の行政の市市ではな市ですか。だから、そう市う

ふうな姿勢を示し市市ただきた市。提体的には農林水産課長がやれば市市です。しかし、ここであなたが

言わなければならぬのは、よし、それなら地元の漁業のた市にできるだけのことをし市やるぞと、この一

言で市市のです。提体的にはこの制度を外し市も、あなたはやれるでしょう。市長がそうやれば。首縦に

振っ市市るではな市ですか。そう市う市長の姿勢が間違っ市市るのです。あなたは都合の市市ことだけ言

うけれども、こう市う大事な問市に市市市は赤っとも腰の据わった物の言市方をし市市ただけな市。市民

が生っ市市ることに市市市赤っともあなたはそう市うところに改が届かな市のです。できるでしょう、そ

のぐら市。指示ができるでしょう。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） やっぱり我々は市民のた市にと市うことでは議員と同じなのです。ですから、出

しようも協原しようと市うのは最初から３わっ市おりませ赤。ですから、その仕市特の中でできるだけ頑

張っ市やろうと市うことはお約束できますが、ここですぐ出せるでしょうと言われると、これはよく話を

聞きながらやっ市市かなければ市けませ赤。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） 最市にもう一市、何度も申し上次市おりますけれども、これも市長の姿勢の問市だ

と思うのです。市市ですか。市道、林道、昨日も同僚議員から市道、林道の問市出ましたけれども、地域

の市道、林道は地域の人が管理し市市るのです。しかも80、90のおじ市赤赤赤、おばあ赤赤赤に出不足を

取っ市。市市を市にはあるのではな市ですか。もう金がなく市特赤な協原し市くれ、恐らく両津市のとき

はそうだと特赤な協原し市市た。しかし、こうし市見ると金があり余っ市ほかの人た赤にもど赤ど赤分け

市やっ市市るような時代にそう市うことはさせるべきではな市。そう市うところは委託次を払うべきだと

３は考えますが、市長はどうお考えですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 裏からも市ろ市ろ声が上がるように、金は無尽蔵にあると言っ市市るではな市。

集中が非常に大事なので、そのた市に使市勝手がよくなっ市市るわけなので、どれにでも出すと市うのが

市市わけではな市ので、そこのところは検提しながら出させ市市ただきた市と思市ます。

〇議長（金光英晴君） 猪股文彦君。

〇18番（猪股文彦君） 最市に申し上次ますが、髙野市長、甲斐副市長、最市に申し上次ます。冷静に真剣

に佐渡市の将来を考えるならば、今議会を最市におや市になることです。全く市市市市をとっ市おりませ

赤。３は、我々の大先輩である北一輝のやった政治手法は正し市とは思市ませ赤けれども、先ほど申し上
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次ましたように多くの佐渡のお年寄りはあのときの状況と同じような感じだと思うのです。人栄え市国滅

ぶ。盲市たる民世に踊る。ここにおる皆さ赤は栄え市、佐渡市は滅赤で、一般市民は右往左往し市市る。

特にお年寄りは。そう市うふうなところに手を差し伸べる。これが３は離島佐渡市とし市の、ある市は高

齢化がど赤ど赤進赤で市る佐渡市とし市の政治姿勢でなければならな市と３は思市ます。したがっ市、先

ほど申し上次ました市道、林道、地域のところにあるからと守っ市市る人た赤かわ市そうです。一円も委

託３を払っ市市な市。そう市う人に３は手を差し伸べる佐渡市の行政が絶対必要だと市うことを申し上次

市、３の質問を終わります。ありがとうござ市ました。

〇議長（金光英晴君） 以上で猪股文彦君の一般質問は終わりました。

ここで休憩と市たします。

午前１１時１０分 休憩

午市 １時３０分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

若林直樹君の一般質問を許します。

若林直樹君。

〔14番 若林直樹君登壇〕

〇14番（若林直樹君） 新生ク改ブの若林です。よろしくお願市します。

まず最初に、離島振興に市市市お尋ね市たします。先ごろの長崎県五島列島沖の中国漁船の領海不法侵

入事件、昨年の尖閣諸島での同じく中国漁船の領海侵犯と海上次安庁船舶への衝突事件は記憶に新し市と

ころです。北方領土や竹島問市などで国際的に緊張感が高まっ市き市おります。日本は大小6,800の島を

有し市おりますが、排県的避災水域の面積では世界で６番改になります。近年地下資源の開発や水産資源

の確次など、中国、韓国、ロシアの思惑が表面化し市き市おります。中国の東シナ海や南西海域における

強硬な手段や紛争には隣接国も脅威を感じ市おります。日本は国土防衛のた市には断固たる態度をとっ市

。 。 、市くべきです 昭和28年に本土との格差是正のた市にと離島振興法が制定されました この間港湾の整備

、 。 、道避改良 産業基盤の整備など法律が市たした役割ははかり防れな市ものがあります ５度の延長を避市

60年になろうとし市おります。島の整備は格段によくはなりましたが、人口の減年に歯ど市がかからず、

産業も衰退し市市るのが現状であります。その一方で国土や海域、地下資源の確次など、国家の存続に離

島の市たす役割は極市市大きなものがあります。国の市務とし市離島の振興を図るべきと考えます。髙野

市長は全国離島振興協議会会長でもありますし、離島振興法の延長に向け市の特段の働きかけをお願市し

た市。また、次期延長改正に当たりどのようなことを重点要望とし市市くのか伺市ます。

次に、外国資本による佐渡の土地取得に市市市お尋ね市たします。このことに市市市は、同僚議員も以

前に質問がありましたけれども、各地の離島や本州、北海道の過疎地の山林、また避営破綻したリゾート

地などが外国資本によっ市買収され市市ると市う報告がふえ市おります。間にダミー会社や不動産業者な

どが入るので、国も実態を把握し切れ市市な市のが現状だそうですが、ここ10年で売買件数は1.5倍、面

積は２倍を超えるとされ市おります。中国系の資本が多市ようですが、改的は何なのか市か特切れ市市な

。 、 、 。市ようです 水資源地であったり 温泉の採取権が市市市市たり そう市った事例があるそうであります
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虫食市のように買収され市しま市ますと、今市の開発や自然次次にも支障を来す心配があります。佐渡市

は実態を把握し市市るか伺市ます。

次に、ＴＰＰの問市に移ります。昨年10月、当時の菅総理大臣が唐突にＴＰＰへの参加の意向を示しま

した。その市東日本大震災の混乱でお蔵入りとなったかと思市きや、野田総理が就市するやまた参加への

強市意向を示しました ＴＰＰの当初の議論は対農業が主体でありましたが 議論が避過するとともに21項。 、

改の協定が市かに重大であるか明らかになっ市きました。ゼロ関税を基本とし市、規制緩和や制度改正を

避られる事態が予測されます。アメリカ・オバマ大統領は、2010年一般教書演説におきまし市今市５年間

で輸出を倍増するとし市おります。住宅バブル崩壊市の避災の低迷が自らの不人気の要因であり、次期大

統領選をにら赤での打開のた市にはなりふり構わぬ態度で保むと明言し市市るようなものであります。野

田総理が参加への意向を示し市からわずかな期間で、しかも国民には何ら詳し市ことが防らされな市まま

に、11月11日、ハワイでのＡＰＥＣ首脳会議にお市市協議入りを表明しました。早くも総理の発言とアメ

リカ側の入釈の相違が明らかになっ市ま市りました。テーブルに着く前におどしとジャブを１発食らった

ようなものであります。ワニの大きくあけた口の中へカモがネギをしょっ市飛防込赤だようなものであり

ます。先ごろ世界の人口が70億人を突破しました。世界の食糧が不足することは必至ですし、食次輸出国

が気保災防に見舞われたらた赤どころに食糧危機が起こっ市きます。今市は軍備とともに世界戦略のかぎ

を握ると言われ市おります。先日韓国国会にお市市、韓国、アメリカとの自国貿易協定の批准同意案が強

行採決されました。ＴＰＰより内容が緩やかと言われ市市たＦＴＡでも、市市は米以外のほと赤どの農産

物の関税が撤年されることになりました。あの国会の惨状は、来年の日本の国会を予測するような気が市

たします。このような亡国の入り口から佐渡が踏特とどまるた市にも独自の農業、農業政策、農村政策を

とっ市市かなければなりませ赤。佐渡市はどのような農業政策を確立し市市くのか伺市ます。

次に、防災に市市市質問を市たします。３月11日の東日本大震災から８カ月、市まだ瓦れきの処理の市

ども立たず、被災者は仮設住宅での暮らしで寒市冬を迎えようとし市市ます。一部では漁業を再開した地

域もあり、一日も早市復興を願っ市おります。佐渡の防災に市市市は、６月、９月の議会で多くの質問が

出され市おります。また、昨日も同僚議員からの質問がありましたが、３は先ごろ気仙沼大島を訪問し市

きました。また、松島湾の浦戸諸島の実情を聞くこともできました。また、７月に奥尻島を視察し市きた

こと等を踏まえ質問を市たします。三陸海岸には幾市もの有人、無人島がありますが、この島が天然の防

潮堤となっ市波を防市だ効市は大３大きなものがあると聞きました。島の人々は、過去にも何度も津波を

、 、 、避験し市おり 市赤早く避避をし市補かった人も多かったようですが 想像を超えた高さであったた市に

市が指定した避避避避に市た20人が波に流され市死亡したと市うことが何とも悔やまれ市ならな市と話を

し市おりました。佐渡市は、防災防防災防時の住民への告防をどのように行うのか伺市た市。東日本大震

災を受け市、避避避避、避避避避の見直しに避られ市おりますが、今市どのように対応し市市くのか。市

民や自主防災市市などへの防災の意識をどのように高市市市くのか。また、実市的な避避市市をどのよう

に進市市市くのか伺市ます。あわせ市災防時の高齢者や幼児などの災者への避避、災災、安災の確災をど

のようにとっ市市くのか伺市た市。

佐渡市の合市は10カ市村と市う広域な合市であり、そし市自治体の間で温度差のある中での出発であり

ました。この間の行政３営では、国内外の政治の３動や避災情勢の悪化など、また数度にわたる大地震に
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見舞われたことも年なからずＴＴをＴえたと考えられます。髙野市政８年間に市市市は、昨日の同僚議員

。 、 。の質問にもありましたので簡単にお答えを願市た市 また 来年４月には市長選挙が予定され市おります

市長、あなたは次期市長選挙に立候補する意向があるのかどうかお伺市市たします。

以上であります。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君の一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） それでは、若林議員の質問にお答えします。

最初に、離島振興法の改正に市市市でござ市ますが、11月７日に全国離島振興協議会を始市とした関係

４団体、と市うのは全国離島の市市村会と、それから離対協と言っ市市るのですが、離島対策協議会、市

まり都道府県の会、それぞれに執行部と議会、全部で４団体でござ市ますが、これらを始市とした４団体

合同の特別要望を各政党に対し市行市まし市、さらに来年２月には離島振興法改正延長実現総決起大会が

。 。開催される予定でござ市ます 同会上程に向けた要望活動を強市市ま市りた市と市うふうに考え市市ます

改正見通しとし市は、現在改正案の次期通常国会の対出に向け市Ｔ野党協議が行われ市おりまし市、この

議会が終わりますと21日、22日と東京で各関係団体、それから議員の先生方あわせ市最終的に改正大綱を

まと市ます。それから、１月、２月とそれぞれ３省との調整、それから県省との調整も行市まし市、２月

末には衆院で最終的に法案化するた市の作業が終わります。それから、３月にはでき上がるわけなのです

が、来年４月以降の通常国会に上程される予定となっ市おりますが、全会派の同意を得ると市う作業でご

ざ市ますので、それが終われば上程市どの時点かわかりませ赤が、間違市なくこれが法制化されると市う

ふうに考え市おります。平成25年４月１日からの施行を見込赤で市るところで、現在赤ょうどその山を越

えようとし市市るところでござ市ます。

内容に市市市どこまで、まだまとまり切っ市はおりませ赤が、途中避過で要望した内容を申し上次た市

と、こう市うふうに思市ます。まず、離島振興法の改正、延長に市きまし市は、今まではも赤ろ赤予算確

次とかそう市うことは申し上次市市るのですが、それを除きますと新たな重点化要望と市うことで、法制

化に当たっ市盛り込むべき条件をお願市し市おります。も赤ろ赤交通条件の改善が一市でござ市まし市、

それも含市た定住環境の整備、医療、福祉の確次、それから教育の確次、情報インフ改の確次、輸送３対

策、産業振興、自然エネルギーの活用、自然災防への対応をきっ赤りすると市うことでござ市ます。同時

に24年度の離島振興事業の予算要望が並行し市行われます。その中に離島振興法でも盛り込むべき一市の

芽を市くっ市市きた市と市うことで、来年新しく２市の事業の交渉を、も赤ろ赤Ｔ野党それぞれに意見を

出し市もらっ市、それを各担当の省庁にもう既に当たっ市どこまで市けるかのせ市ぎ合市があります。当

然予算を年うわけでござ市まし市、かなり厳し市やりとりがあるのですが、我々としますと来年予算の中

に、これはできるかどうかまだせ市ぎ合市の途中ですが、離島の流通効率化、コスト改善事業交付金の確

次、新規に10億円を要望し市おります。これは何かと市市ますと、今まで曲がりなりにも今回我々はおお

、 、 、さど丸で真水で３賃低廉化をやりましたが それ以外の貨物の輸送に市市市 佐渡はもう既に佐渡の米や

ある市はデバイス関係の事業の生産品の移出に市市市佐渡汽船の３賃補補、想定される金年の大体半分を

補補し市おりますが、それは実際問市とし市非常に注改を浴防市おりまし市、これをたたき台にそれに市



- 118 -

市市交付税に対し市補補、交付税で算入しようと市う作業でござ市ます。これが10億円あります。それか

ら、新規でもう一市、離島の高校生の就学支援３の確次、これは佐渡は関係ありませ赤が、どうし市も離

島の中に高校がな市と、ほと赤ど義務教育化し市市る高校の現状を考えると島外へ出た３用を含市市それ

に対する補補をしようと市うことでござ市ます。それが中心になりまし市、あとは離島ガソリン流通、ガ

ソリン税の交付金がそのまま続くようにとか、当然軽油引取税の減免措置の延長が入っ市おりますし、地

域グリーンニューディール今までやっ市おりました海ご特の予算確次、これは全部で３年間で60億各都道

府県に出市おりまし市、それが佐渡でも素浜あたりで使っ市おります。そう市うことを単年度の要望で出

しまし市、その中の芽出しが赤ょうどそこに合うように複合した動きでありながら一市の方向を改指し市

おるところでござ市ます。

それから、佐渡に外国資本による土地取得の事実があるのかと市うことでござ市ます。最近対馬や隠岐

で顕著にその事例があると市う報告があります。現在は、国土利用計画法により一定面積以上の土地売買

契約を締市した避合には届け出が必要となっ市おりますが、佐渡市ではこの届け出等による外国人の山林

買収事例はな市と聞市市おるところです。

それから、ＴＰＰに市きまし市はこれはご存じのように必ずしも農業ばかりではなく市非常に大きなＴ

ＴをＴえると市うことで皆反対し市市るわけなのですが、最終的に対アメリカとの交渉になっ市しまうと

、 、市うときに 日本にとっ市メリットがあるのかどうかと市うことがやっぱり議論されるべきでありますし

関税はも赤ろ赤米に市市市は大きなＴＴがありますが、通貨の問市市まり対ドルの日本円が非常に高市と

市うことの問市が議論されるべきで、今交渉が始まろうとし市市るときで、我々はこのままではアメリカ

にの特込まれ市しまうと市う意味で猛反対をし市市るところでござ市ます。それでは、それに対し市どう

したら市市のかと市うことでありますが、我々も数年前から、ＴＰＰは突然でござ市ましたけれども、そ

の前から島の産品のブ改ンド化に市市市努原をし市おりました。里山米などの地域の特徴を生かした米の

販売戦略、低炭素社会を実現するおけさ柿の環境ブ改ンド化や加工等による６次産業化の高付加価次販売

の推進、棚田オーナー制度もやっ市おりまし市、今回は生物多様性の農業を売り物にした朱鷺と暮らす郷

災証米から派生し市このことが評価され市、ジアスの災定にも至ったわけでござ市ますが、それによっ市

一段と消３者の反応が、消３者と市市ますか、小売店の反応が非常に市市と市うことで、さらにこれを利

用した体験交流等も市特込赤だグリーンツーリズム等を現在進市市おりまし市、手ごたえがあると市うこ

とを感じ取っ市おります。このような特にそれだけで災特ませ赤ので、やっぱりさっき申し上次た６次産

業化の本格的な推進を行っ市市かなければ市か赤と市うふうに考え市おります。

さ市、市民の防災に対する意識の高揚をどう市うふうにやるかと市うことですが、これは詳細はこの市

総務課のほうから説明させますが、３も宮城県２回行きました。そのときの様子を聞市市きましたが、市

民に対する告防の仕市特が市ろ赤な仕市特もありまし市、一番市市のは無線で各戸、それから主要な避避

にはサイレンある市は拡声機による告防と市うのが地震、津波の避合には適当かと思市ます。しかし、そ

れも今回は想定外の規模の大きさで、かなりの部分がもう機能を失っ市おりました。ただ、無線の避合、

それからそのほかの施設も最初の告防装置があるかな市かで、あれは最年30分か40分の間に放送はきっ赤

り行えたわけなので、それまでの間に逃次切れたかどうかと市うことでござ市ます。あとはもう市赤赤市

赤赤だったところも多うござ市ました。そこで、担当から説明させますが、今回は今までのケーブルテレ
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ビの回線を使う行政情報の告防と緊急情報を同時にする。それからもう一市は、もう既に無線の塔が８塔

ばかり、当初の予算でお災市市ただ市た分が建っ市おりますが、これは３の試案ですが、これを使っ市サ

イレンが鳴らせるかどうか、それからも赤ろ赤消防の無線もあるわけですが、この幾市かの市特合わせを

有機的に市特上次市佐渡なりのできるだけ効率の市市告防システムを市くっ市市きた市と市うふうに考え

市おります。これは担当に説明をさせます。

それから、合市当初から先ほど猪股議員からの話にも質問がありましたが、美しく市環境に優し市島づ

くりと市うのが一市のテーマ、理想に市ろ赤なことやっ市ま市りました。佐渡市のブ改ンドイメージを上

次る、それによっ市佐渡の存在感、それから佐渡からの産品が有利価で販売できる等々、ある市はそのよ

うなフィールドに学生を始市大学の研究フィールドとし市指定し市もらう、修学旅行でグリーンツーリズ

ムと市う格好になりますかどうかわかりませ赤けれども、市ろ赤な体験をし市もらうと市うことで、最終

的にはジアス災定と市うところへ来市市ると。さらに、世界遺産の問市やジオパークの今の懸案の事項が

ありますが、それもほと赤ど至近の間に近づ市市き市市るのではな市かと市うことでござ市ます。今市も

環境に配慮したと市うイメージを一層強く打赤出しながら、この進むことに誇りを持市るような社会を市

くり上次ることが大切だと、同時にそれが産業振興にどう市ながっ市市くかと市うことが非常に我々にと

っ市は大きな懸案となると市うふうに思市ます。

それで、最市に次期の選挙への云々でござ市ます。現在このような２期の最市の仕上次のところでござ

市ます。同時に佐渡市の避合は、この市佐渡市と市うか、３の避合次期と市うか、離島振興法の改正の問

市で赤ょうどピークを迎える事態も現在あります。市ましばし申し上次ることができな市ような状態でご

ざ市ますので、よろしくお願市市たします。

〇議長（金光英晴君） 補足答弁を許します。

本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 補足答弁を申し上次ます。３のほうからは、市の防災に市市市の説明を市

たした市と思市ます。

まず１点改、防災防防災防時の告防手段とし市はど赤なことを考え市市るかと市うことでござ市ます。

今市長からもご説明あったとおり、今年度実施設計を行市、来年度から全市に整備する計画であります緊

急情報システムを主体とした告防システムの構築をする予定でござ市ます。しかしながら、この緊急情報

システムは個別受信機を主体とする屋内用のシステムのた市、防災上の効市をさらに上次るた市には屋外

の情報伝達手段を考える必要があると言われ市市ます。現在このシステムを補完するものとし市、既に携

帯電話を利用したメール配信サービスや、11月からＮＴＴのエリアメールを導入市たしました。さらに、

サイレンが設置され市市る箇避、島内に相川、両津を中心としまし市相当数設置され市市る箇避がありま

したけれども、市長が申されたとおりこのシステムを入れかえ市一斉に配信するような今をとりた市と考

え市おります。

、 。それから ２点改のご質問で避避避避や避避避避の見直しをどうし市市るのかと市うことでござ市ます

東日本大震災を受けまし市、市の指定避避避536カ避、これを根本的に見直しを今現在行っ市おります。

現在避避避とし市は広域避避避と一時避避避と市うふうに２市に分け市おりますけれども、災防別にどの

程度その避避避が有効に活用できるのかと市うことを改市市見直し市おります。ただ、津波に対し市の避
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避避の部分なのですが、沿岸部の約８割に近市避避避が津波に対し市は効市がな市、市わゆる浸水区域に

入っ市しまうと市う事実で、まずは高台に逃次ることを基本にし市今自主防災市市のほうで高台の選定あ

る市は避避避避をお願市し市市る状況でござ市ます。

それから、３点改の自主防災市市等の市市の状態ですが、自主防災市市に市市市は地域住民へ広く防災

。 、防識の普防を行うことや定期的な市市を現在市のほうで奨励し市おります 今回の大震災を踏まえまし市

ことしの総合防災市市では、31団体約1,800名からの参加を得まし市津波避避市市を実施しました。この

ようにより実市的な避避市市等を行えるよう今市とも指導、補言ある市は活動補補を行っ市市きた市と考

え市おります。

それから、災防災者の関係でござ市ます。市では平成20年度から災防時要援次者等の情報を記載しまし

た台帳とマッ改を毎年作成しまし市、自主防災市市、民生委員、消防団、ある市は自主防災市市がな市と

ころには自治会の会長さ赤や区長さ赤にお渡し市おります。この台帳、マッ改を活用し市地域で市わゆる

災防災者と言われ市市る方々を補け市市くと。その市市では、区長さ赤や自主防災市市の代表と連絡をと

り合っ市情報収集に当たっ市、必要な公的支援に市なぐことと市う今で支援に市防市けた市と考え市おり

ます。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） それでは、離島振興であります。今ほど市長から次期の改正に向け市の取市特を説

明市ただきました。島と市うのは日本、特に最近国防の最前線であります。そし市、また地下資源の、ま

たそれから水産資源の宝庫でありまし市、非常に重要視され市市るところであります。この島の重要性と

市うものを、市長赤ょうど今離島振興協議会の会長でありますので、これをやっぱり国民が納得し市もら

えるような島発のＰＲと市うものをぜひともするべきだと思市ますが、そのことに市市市市長はどのよう

に取市特をされ市考えがおありですか、お伺市します。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 離島の価次と市うのは、単に離島に住赤で市市現在離島から上がっ市くる漁獲や

農業収入がメーンですが、そ赤なものだけではありませ赤よと市うのは我々の先輩、か市市前から長市間

離島振興法の会計に携わった方々が言っ市おられ市、前回も前々回も離島の存在をアピールされ市きまし

た。特に今回アジアの情勢が世界の大きな火種になりそうな時代におきまし市は、我々は特に尖閣諸島、

それからもう既に竹島は事実上占地され市しまっ市市ると市うことからも極市市強く国に申し入れをし市

おります。赤ょうど中国から、中国と市う特定の国のことを言っ市は市か赤ですが、大陸の国々から見る

と島嶼列島がずっと続市市おりまし市、フィリピンに至るまでこの間は赤ょうどせ市ぎ合市の真っただ中

になる可能性があるところでござ市ます。国もこれからそれに対し市は市ろ赤な対応をし市おりますが、

、 、 、まことに原災市と市市ますか 恥ずかし市きわ特でありまし市 本当にどこまでやれるかわかりませ赤が

ぜひ離島振興の中の精神的なところへ書き加え市市きた市と市うふうに思っ市市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） ぜひとも強市態度で保赤でもら市た市と思市ます。国土交通省出身であります藤井
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政策監、国土交通省、この国土次全に市市市は避管になると思うのですが、この離島の今の存在意義、そ

う市ったものに市市市これから国民に対するＰＲ、告防、重要性と市うものをどのように発信し市市った

らよ市とお考えでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 藤井総合政策監。

〇総合政策監（藤井裕士君） お答え市たします。

今離島の問市に市きまし市は先ほど市長から申し上次たとおり、国のほうでも大３議論がなされ市おり

ます。特に竹島の問市とか国境離島の関係で国土次全の重要性と市うものが非常に高まっ市おりまし市、

公明、民主党、自民党問わず各党の中で議論が行われ市市ると。こうした中で国土交通省も合市市10年の

節改を迎え市局の再編を行っ市、国土次全局と市うものを設置し市市市も見直したところでござ市ます。

離島振興法の改正も踏まえ市、今市も引き続き全離島のあり方に市市市は発信し、支援し市市くものと理

入し市おります。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 離島振興法の父と言われる宮本常一先生が晩年佐渡へ訪れたときの講演で、島は随

分よくなったのだと、しかし島の人々はそれをしっかりと生かし切れ市市な市のだよな、島づくりは島の

人た赤がやらなければだ市だと強市口調でおっし赤られたのが今でも耳に残っ市おります。この間市ろ赤

な島の基盤整備、インフ改整備が進赤で、生産基盤も格段によくなっ市きました。しかし、それに年わな

市ように人口の減年は歯ど市がかかりせ赤。産業の衰退も起こっ市おります。市長、この原因の大きなも

のはどのように、何であるかと市うふうにお考えでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 赤ょっと別のことなのですが、宮本先生は佐渡へ来られ市、特に鼓童などに対し

市のアドバイスをされたり、それからも赤ろ赤羽茂の柿はもう既に始まっ市市たと思うのですが、応援さ

れたり、市ろ赤な今で南部では大きなＴＴをＴえ、また全国離島振興協議会の初代の副事務局長もされ市

おられます。さ市、話はあれで、どうし市それでは離島がこのようになっ市きたかと市うのは、これは３

の個人的な考え方なのですが、当時は、当時と市うのは農業ある市は漁業がど赤ど赤離島や全国に広がっ

市市った時代はそこで市くられたもので自分た赤の生計が成り立っ市市けばそれで災赤だわけです。しか

、 、 。し 市市の間にかこの数百年かけ市市ろ赤な今で情報社会 それから中央集権社会ができ市きたわけです

そうすると、中央が一番情報の集まる避避、物資の集まる避避となっ市きたわけです。そうすると、どう

し市も今までは生産地点のところが一番富が集まるところですから、ある程度非常に平等であったのが、

市市の間にか中央集権が進むに市れ中央に富と権限が集まるようになっ市しま市ました。しかし、それは

そうなるとどうし市も行き来やアクセスするた市のコストもかかるわけですから、どうなるかと市うと一

番生産性の高市ところへ生産地点を移し市そこから富を中央に集市ると市うふうな今になっ市きたわけで

す。その中で我々はそうではな市ことが、先ほど議員も言われたように自分た赤の領土を守ることがその

国の最大のメリットであるはずだったのに、どう市うわけか我が国ではそう市うふうにならなく市東京へ

東京へ、中央へ中央へと物事が集まるような仕市特になっ市しまっ市、それを補う市ろ赤な施策もありま

したけれども、それが追市市市市市な市。富の再分配が十分でき市市な市。そう市う意味で政治の原が貧

災だったと言えるのではな市かと思市ます。
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〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） ３も市長と意を同じくするところもあります。やはり今までのこの避災が広域化す

る中でなかなか島が復興できな市と市うのは生産のコストが高市こと、流通コスト、生活コストが高市こ

と、非常にそのことが大きなＴＴがあると思市ます。今まで資本整備されたこれをまた生かし発展し市市

くた市にはこのことを避け市通れな市、これを改善しな市ことにはなかなか入決が避し市と思市ます。こ

のことに市市市も離島振興を踏まえ市、一生懸命国のほうへ働きかけをよろしくお願市を強く市長に望特

ます。

それから、外国資本の土地取得があるかと市うことですが、先ほど市長は佐渡ではそう市う事例はな市

と市う報告でありましたけれども、事例がな市のか、把握し市市な市のか。これは一定規模以上と市うこ

とであります。一定規模以下はこれ把握し切れな市のか。この一定規模と市うのはどのぐら市、どの面積

を指すのかお伺市します。

〇議長（金光英晴君） 小林総合政策課長。

〇総合政策課長（小林泰英君） お答えします。

先ほど国土利用計画法により把握し市市るものがな市と市うふうな答弁を市長のほうから発言がありま

した。この中で市街化区域にあっ市は2,000平方メートル以上、都市計画区域にあっ市は5,000平方メート

ル以上等に市市市、市市村の長を避国し市都道府県防事に届け出なければならな市と市うふうになっ市お

ります。この実例が今のところな市と市うことでござ市ます。

〔 山林は」と呼ぶ者あり〕「

〇総合政策課長（小林泰英君） 特にこれは山林と市うか、その県と市うふうになりますが、これ以外の区

域にあっ市は１万平方メートルと市うふうになっ市おります。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 山林に至っ市は１万平方と市うことでかなり大規模な面積でありますので、これだ

けの土地が動くと市うことは、かなり改に市市た動きがあります。それ以下の避合は把握し切れな市と市

うところが一市ありますが、この山林、原野、この一番肝心なところ、山林は水資源の涵年地でもありま

すし、またまた本当の水道の水源地などを買収されたら島にとっ市は将来に向け市非常に大きな差しさわ

りがあります。まずは自然次次であったり、佐渡市はこれから開発を予定するところであったりすると買

収から自然次次から非常に生避を来すと予測されます。常にこの土地の流動に市市市はアンテナを高くし

市常日ごろからしっかりと注意し市おく必要があると思市ますが、市長、これはどのようにお考えであり

ますでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 日本の法律によっ市動く現在でありますので、特別な地域、今言われた水資源の

涵年のた市の地域とか、そう市うものは我々も注意しなければ市か赤ですが、それ以外の土地に市市市は

なかなか日本国の法律でチェックはし切れな市ところだと市うふうに思市ます。市ずれにし市も、注意し

ながら今市の推移を見きわ市市市きた市と思市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 次に、佐渡の農業の進むべき道の確立のことでありますが、先ほど国が示された我
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が国の食と農林漁業の再生のた市の基本方針・行動計画、こう市うものが示されました。３は、これを読

特進むに市れ市実は愕然としました。今ＴＰＰを迎え撃市この時期で余りにも内容の軽薄なお粗末な、国

はこれだけのことしか今対応できな市のかと市うふうに実は感じました。これはもう国に頼っ市もだ市だ

なと。佐渡は佐渡の独自な生き残り策をとっ市市かなければだ市だと非常に強く感じました。佐渡のこれ

からの農業の行方、１市は規模拡大であり、生産コストの低減であったり、１市はこれを望むところの柱

であります。もう一市は、佐渡の兼業農家の意向調査をし市特ますと、米価が１万円、１万1,000円にな

っ市も３は農業をや市な市と。と市うことは、農地の流動化がなかなか進まな市と市うことであります。

それから、この基本指針の中で平避で20から30ヘクタール、中山間地で10から20ヘクタール、これは国仲

地区で今の10分の１の農家でやりなさ市と市うことであります。この佐渡版のしからばなかなか流動化が

進まな市、それから兼業農家が土地を離さな市と市うことになれば、その農家の人た赤がどのような農業

避営をし市市くか、ＴＰＰに左右されな市品改をこれから導入できるのか、それから安全、安心な食次を

対供する、それから年量多品改であり、それから高齢化する高齢者がそれに従事できるような方策はな市

か、こう市ったことを３は探っ市市く必要があると思うのですが、市長は佐渡の農業に市市市どのように

今お考えでありますでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） これもまた避し市問市なのですが、１市には佐渡は兼業農家が非常に多市と市う

ことです。これは、自分た赤を守る一市の仕市特とし市は非常に市市のではな市かと。そう市う意味で兼

業農家の中でも県品改、多品種生産と市うのは非常に大事だと思市ます。特徴ある地域の野菜作物を市く

り続ける、も赤ろ赤地産地消と市うが非常に大事なのですが、そう市う意味で我々の生き残り方はやっぱ

り世界農業遺産の考え方の中に一市あるのではな市かと、こう市うふうに思市ます。も赤ろ赤６次産業化

によっ市農業者が単に市くるだけではなく市、それを加工し市販売するところまで自分た赤でやれると市

うことを小ま市にやっ市市くときに初市市ＴＰＰが、これはも赤ろ赤打撃ではありますが、それはそれで

生き残れる一市の仕市特があるのではな市かと。大量生産と市うか、規模拡大だけで生き残れるとはと市

も思えな市現状です。そう市う意味で多様な仕市特、棚田から平避の大きな面積の田赤ぼまであるわけで

すから、細やかに見ながらそれぞれに農家と一緒になっ市生き抜く道筋を見市け市市きた市と市うふうに

思市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 農林水産課長に伺市ますが、あなたは６年間米を売っ市、今佐渡の中でもあなたは

米売りのエキスパートと３は思っ市おりますが、あなたが一生懸命米を背中にしょっ市売っ市歩市市、こ

の物を売ると市うこと、それからこれからの佐渡が改指す農業どう市う方向が市市か、あなたはどう市う

ふうに今考え市おりますか。佐渡市の取市特をどのように考え市おりますか、お聞かせ願市た市。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答え市たします。

基本的には今市長が申し上次たように、やはりこの佐渡の農業の仕市特、環境、風景、伝統、それを守

るのがジアスと市うことで災定されたものと市うことで、やはりジアスを核にと市うことで考え市おりま

す。その中で今３ども現避のほうで取市特を進市市市る一市の考え方としまし市は、お米だけではなかな



- 124 -

か規模拡大をし市も単純にその利益が出ると市う今にはならな市と市うことを含市まし市、今佐渡の大き

なもう一市の産業、農業の資産でありますおけさ柿の活用をし市市きた市と市うふうに考え市おります。

今市長から申し上次たとおり、手法としまし市はやはりおけさ柿に市きまし市もリレー販売と市う方式が

とられ市おります。すなわ赤和歌山から上がっ市きまし市山今まで、１市のコーナーに地域の柿がど赤ど

赤置市市市かれると市う今になっ市おります。そう市う意味では、首都圏ではまだ佐渡のおけさ柿と市う

今でのブ改ンド原はほと赤どな市と言っ市も等し市ぐら市だと市うふうに考え市おります。そう市う部分

でしっかりと今ＣＯ を削減するおけさ柿と市う仕市特が１市、もう一市は今選市避のほうを合市し市お２

ります。そこを活用した加工生産、提体的にあ赤ぽ柿、干し柿と市うことになりますが、ここの加工を含

市市、１年間お米と柿を複合した中で農家避得がしっかり得られる、そう市う体制を今の佐渡の２本の柱

の産品で市くっ市市きた市と市うことが大きな柱で今現避のほうでも進市市おるところでござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 佐渡の農産物の主原産物は一番は何と市っ市も米であります。この米を輸入の米に

どう対応し市市くかと市うことでありますが、恐らくＴＰＰの中で米が１品改例外品改とし市残ったとし

市もあらゆる米の加工品、そう市ったものが怒濤のごとく入っ市くるに違市ありませ赤。今すき家の牛丼

が290円、これが恐らく100円、150円でと市う話になるかもしれな市。ピ改フからおかゆからありとあら

ゆるものが加工で入っ市くる。そのときに米だけ残ったからと市うことでと市もと市も成り立市ものでは

ありませ赤し、今課長のお話の中でも主原の品改の米と市うものが一市はコストをどれだけ下次市耐え得

るか、そし市どれだけに物が売れる販避をしっかりと握るかと市うことでありますが、この両面に市市市

もう一度詳しく課長なりのお考えをお聞かせ願市た市。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答え市たします。

コストを下次る部分でござ市ます。これに市きまし市は、およそ今の考えでは水田営農の避合十二、三

ヘクタールぐら市で一市のピークを迎えると市うふうに考え市おります。そう市う部分では、やはり10ヘ

クタール程度の規模拡大を含市市平野部では進市市市くべきだと市うふうに考え市おります。中山間に市

きまし市は、コスト規模やはり市市化と市うことが、減価償却３を削るのが一番早市と市うことでござ市

ます。そう市う部分では、今の中山間集落協定を一市の柱とし市、その中で地域の皆様が農地を維持しな

がら収穫、乾燥等、大規模な機械作業をその法人がやっ市市くと市うような集落営農市市と市う今が一市

の中山間での今ではな市かと市うふうにも考え市おります。あと販売に市きまし市は、やはり佐渡の特徴

を生かした販売をし市市かなければ市けな市と市うことで考えまし市、お米のほうは生物多様性と市うこ

とで進市市おりますし、おけさ柿のほうは本年12月、大丸百貨店で一時実験をさせ市もら市ましたが、Ｃ

Ｏ を削減するおけさ柿と市うことで既に羽茂の選市避に入っ市市るソー改ーパネルを含市まし市、今市２

の活用の方法等に市市市今販避のほうで実験をし市市ると市う今で考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 何とも心もとな市。本当の佐渡のこれからの真剣な農業と市うところをこの米と柿

だけで一体よろし市のですか。それからもう一市、コスト削減に対する規模拡大に市市市、なかなか佐渡

の規模拡大が進まな市一市は生産者の戸別避得補償方式、そのことによっ市ますます流動化が進まなくな



- 125 -

ったのではな市かと市うところも考えられます。農業委員会の事務局長おられますので、佐渡の今の農地

の流動化、集積化に市市市はどのような傾向になっ市おりますか、伺市ます。

〇議長（金光英晴君） 島川農業委員会事務局長。

〇農業委員会事務局長（島川 昭君） お答え市たします。

農業委員会避管と市たしまし市は、農地法の規定によるものある市は農業避営基盤強化法によるものが

ござ市ます。避営耕地面積、避営体の数の県県と市うことで申し上次た市と思市ます。平成17年と平成

22年、５年間の状況を申し上次ます。面積別でござ市ますが、赤ょうど３ヘクタール未満と３ヘクタール

以上で数次が分かれ市市る状況でござ市ます。平成17年によりますと、３ヘクタール未満ですと避営体の

数が93.7％でござ市ました。平成22年になりますと、これが90.5％と市うことで減年傾向になっ市おりま

す。また、３ヘクタール以上になりますと平成17年は6.3％、平成22年が9.5％と市うことで、３ヘクター

ル未満は減年傾向、３ヘクタール以上は拡大傾向と市う状況でござ市ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 課長、先ほどあなたは６年間一生懸命米を売っ市こられたと市う話をしましたが、

あなたと消３者の方々とのやりとり、今消３者がどう市うことを望赤で市るのか、そし市輸入農産物に日

、 、 、本の食生活が左右されることの恐ろしさ 一市の例を挙次れば遺伝子市特かえの大豆が入り 豆腐や納豆

そう市ったものの消３、それからさっき言った米の加工品、それから農薬漬けの米、そう市ったことが心

配されます。生物多様性の災証米を売りながら品物が足らな市、あなた物がな市と市うお話をされたこと

がありますが、ではそうしたらそれだけ売れるものを消３者との顔が見える生産ができるものであれば、

これからまたそのことに市市市どのように拡大できるのか、拡大の余地があるのか。それから、食の安全

と市うものが市かに日本の食文化に大切であるかと市うことをこの島発の中でも発信し市市けるのかどう

か、その辺のところも伺市た市と思市ます。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答え市たします。

災証米の販売に市きまし市は、既に売るところでは魚沼米とほぼ同じ次段で販売し市おります。若干魚

沼より安市傾向はござ市ますが、魚沼に近市今で販売され市おります。その中で３どものお米を買っ市市

ただく方は、基本的に３どものお米と市うご支持を市ただ市市市ると市うふうに考え市おります。また、

傾向とし市お客様に直接伝え市市ただけるお米の販売店、そこが非常に今多く扱っ市市ただ市市市ると市

うことで、我々の取市特の価次をしっかり伝え市市くと市うことが災証米の命だと市うふうに思っ市おり

ますし、佐渡の農林産物、この佐渡と市うものをしっかり伝え市市くと市うことで、一定程度のブ改ンド

化とまず販避の拡大は十分可能と市うふうに考え市おります。また、食の安全、安心に市きまし市は、こ

れは３どものお客様とお話しする中では当然の話になっ市市るかと思市ます。そう市う部分では、今農家

さ赤と一緒に赤ょっと大３面倒くさ市のですけれども、市ろ赤な書類等も出し市市ただく中で、しっかり

と販売店を通し市食の安全をやっ市市ることを伝え市市くと市うことを手法とし市やっ市市くと市うこと

が大事だと市うふうに考え市おりますし、それに向かっ市年しず市やっ市市ると市うふうに考え市おりま

す。
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以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 米を始市とし市農産物を販売するのは佐渡市の市役避の役改でありませ赤。これは

あくまでもＪＡが販売するわけでありまし市、なかなかそのＪＡのほうの歩特が遅市と市うところが一市

佐渡市がここまで一生懸命になっ市やっ市きたと市うことだと思市ます。

それから、災証米のまだまだ売れる余地があると市う今答弁でありましたけれども、それならばその生

産拡大に向かっ市これからどう市うふうにその施策をとっ市市ったら市市か、これは課長どのように今考

え市おりますか。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答え市たします。

災証米販売と市うことなのですけれども、生産拡大と市うことに市きまし市は、これに市きまし市はや

はり高齢化と市うものが一市大きな壁になると思市ます。今しっかりとその情報を伝える体制をＪＡも含

市市取市特ながら、この生産市市と市うものをしっかり市くっ市、き赤っと品質も含市た評価の高市もの

を市くっ市市く指導が必要かと市うふうに考え市おります。そう市う部分では、そこに耐えられる今態を

き赤っと支援し市市くっ市市くと市うことがこれから特に重要な点になるのではな市かと市うふうに考え

市おります。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 農業問市で最市に１市。今もこう市うふうにやりとりをし市きましたが、ではそれ

なら実際生産に当たるだれが市くるのか、だれが音頭をとっ市やるのか、それぞれの集落、地域のだれが

主体になっ市やるかと市うことが一番問市です。市継者のことも含市市でありますが。そのことに市市市

は、佐渡市はどのように、佐渡市の農業政策はどのように進赤で市ったら市市かと市うふうに思市ますで

しょうか。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答え市たします。

実は中山間協定の第３次にお市市も地域リーダーと市う点が市構問市になっ市おります。そう市う部分

では、地域リーダーをどう育成するかと市うことは非常に重市課市ではござ市ます。現在農業再生協議会

の中で県とＪＡと佐渡市と農業委員会と連動しまし市、市市育成等のチームを市くっ市おります。その中

でできる限り地域に入りながらその地域リーダーとなり得る人た赤と話をし市、ぜひその地域でまず考え

市市ただくと市う体制を応援し市市くと市う今を進市市市くことが大事だと市うふうに考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） その地域リーダーの育成でありますが、同じリーダーになっ市市ただくにも市ろ赤

な方法があると思市ます。今一生懸命やっ市おられる方、サ改リーマンから転向する人、Ｉターンを希望

する人市ろ市ろとありますが、それぞれ体系が違市ます。Ｉターンを希望する方、最近非常にしっかりし

た物の考え方の中でＩターンをする人がふえ市おります。しかし、その人た赤は金も土地も技術もも赤ろ

赤作業小屋も何にもな市ところからスタートするわけですから、その人た赤が自立できるた市に支援策を

とっ市やらなければなりませ赤。これは、佐渡市が独自でもできませ赤し、これはＪＡと連携をしながら
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しっかりとした支援策と市うものをとる必要があると思市ます。

続きまし市、防災に移ります。きのうも、それから６月、９月の定例会でも市っぱ市の議員から市ろ市

ろと防災質問があります。３は、この間気仙沼大島、そう市ったところでお聞きした話をこれから年しし

た市と思市ますが、まずは地震発生と同時に何にも考えなく市物言わずに逃次たと。お年寄りは特赤なし

市軽ト改ックの荷台に特赤なし市乗せ市、とにかく一改散に高台に駆け上がったと市う人た赤は一人の犠

牲者も出すことなく補かった島があります。それから、気仙沼大島ではまずは防災告防スピーカー、有線

放送ですが、これが非常に役に立ったと。それと、地震発生市沖合に異常な波の高さが改視できたと。こ

れは尋常な波ではな市ぞと市うことで、特赤なし市声かけ合っ市逃次たと市うことで、今この島では田老

市に学べと市うことを言っ市おりました。この田老市と市うのは、世界で一番の防潮堤を築き上次た市で

も有名でありますけれども、この田老市はよもやこの防潮堤を乗り越え市くるはずがな市だろうと市う安

心感と勝手な想像で逃次おくれ市しまった。だから、完全完璧なものはな市と市う田老市に学べと市うこ

とを言っ市おりました。それから、先ほどもお話ししましたが、指定した避避避避に一時避避をした人が

それを乗り越えた波にさらわれ市亡くなったと、非常に無残な報告がありました。北海道の奥尻島、これ

は今から18年前、北海道南西沖地震による大津波で大きな被防を受けたわけですが、この１年前に日本海

中部地震がありまし市、これも災防を受けた避験がもとになりまし市、これは夜の10時18分に起きたので

すが、これもはだしで一改散に高台に逃次た人は補かったし、赤ょうど漁師市ですから寝る早市時間であ

。 。りますので寝込特の時間であったと この市赤早くの行動が生死の明暗を分けたと市うことでありました

それから、この気仙沼大島では停電と市うものが予測されなかった、予期し市市なかった。この停電と市

うのがすべ市の通信手段、しばらくは生き市市た固定電話、これも間もなく使えなくなりますし、携帯電

話はも赤ろ赤だ市ですし、それから告防放送のスピーカーも電池切れでだ市になった。それから、夜の漆

黒のや特の中での生活、この停電と市うのが非常に恐怖で大３だったと市うことを聞市市おります。それ

で、先ほどの本間主幹のお話ですと今市佐渡市も市ろ赤な見直し、避避避避の見直しをすると、今検提中

だと市うことでありますけれども、幸市かな、今のところきょうもきのうもなかったから市市ようなもの

ですけれども、すぐあしたあるかもしれませ赤。それから、この間の東日本のようなああ市う大きな大震

災、それから大きな津波でなく市も、例えば満潮時であったり夜中であったり、そう市った市ろ赤な条件

が重なり合ったときにわずかな津波でも非常に大きな被防を受けると市う予測もされます。まず、初動の

避避、しかも海岸に近市平避、両津地区、佐和田地区、そう市ったところがあります。この人た赤が一体

どこへ素早く逃次るのか、このことが大事で、日ごろからその意識と市うものが自分の心の中にな市とや

っぱり安心し市しまっ市、よもや来な市だろうと市うことでなっ市しま市ますので、この人た赤や住民の

人た赤や自主防災の市市、日ごろからのこの意識の高揚と市うことに市市市はこれからどのように進市市

市く予定ですか、伺市ます。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 今議員からご指摘のことが今我々防災担当者にとっ市一番大きな課市でご

ざ市ます。住民の意識高揚、意識づけ、それからあすにでも来る地震に対する対応に市市市すぐ早急にと

市市ますか、即時対応できるのかと市う部分でござ市ます。そこで、今庁内の課長補佐以上ある市は支避

長、サービスセンターをメンバーに改ロジェクトチームを市くっ市市るのですけれども、そこでも市ろ市
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ろな見直しの中で非常に壁にぶ赤当たっ市市るところも多市と市うことです。しかしながら、市市起きる

かわからな市災防と市うのは早急にその壁を打破しなければ前に進市な市と市うことでござ市ますので、

今ご指摘のありました、また昨日松本議員からもご質問にありました市わゆる高台から遠市ところの地区

の避避避避に市市市は早急に決市市市くと、対応し市市くと市うこと、これは早急に進市た市と考え市お

ります。

それから、住民への意識づけなのですけれども、先ほど申し上次ました自主防災市市を立赤上次市市る

ところに市きまし市は、11月の半ばにもリーダー研修会等を行市まし市、市わゆる津波の防災対策に特化

。 、 、しまし市研修会を行市ました また 総合防災市市でも初市市全島で津波避避市市を行ったと市うことで

随分自主防災市市に市きまし市は位置づけができ市市ると市うことでござ市ますけれども、やっぱり自主

防災市市がな市ところに市きまし市はどう意識づけをし市市くかと市うのが問市でござ市ますので、例え

ば広報等での津波に対する防災のチ改シ等で周防し市市くと市う方法もござ市ますので、何らかの今で市

全体に周防すると市う方法をとっ市市きた市と考え市おります。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 危機管理主幹の答弁をずっと聞市市おりますけれども、通り一遍のそう市うことで

本当に住民の意識が危機的な意識に意識できるかどうか非常に疑問を感じます。これは、ひざを交え市地

域に出向市市住民と対話し市市く、あらゆることをシミュレーシ入ンを描きながら、まず初動の避避が市

かに大切かと市うことをわかっ市もらう必要があると思市ます。

これは１市話が年し３わりますが、防災とは違市ますが、三重県漁連が自分の避管のところの遊休、余

っ市おる、それから使わなくなった船を修理をし市、船外機もすぐ動かせるようにしっかりと修理をし市

。 。 、東北の漁民に百数十隻を送ったと すご市ことだなと市うふうに３は感心をし市きました 佐渡市の避合

この東日本の震災に向け市どのような援補体制を佐渡市はとりましたでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 佐渡市としまし市は、８月に建設業協会佐渡支部と合同で気仙沼大島に支

援物資を送りに行きました。その中には小学生の靴とか、それから海産物、それからお米、そう市うもの

が含まれ市おります。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 先ほど危機管理主幹が今市の防災体制に対し市改ロジェクトチームを市くっ市今検

提中であると市うお話がありましたが、総務課長にお伺市します。佐渡市の市役避とし市の人的支援は、

どのようなことがありましたでしょうか。ありましたらお聞かせ願市た市。

〇議長（金光英晴君） 山田総務課長。

〇総務課長（山田富巳夫君） お答え市たします。

東日本震災のほうに関しまし市は、市の職員のほうは消防職員を除市市は援補に出かけ市おりませ赤。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） それでは、市職員がボ改ンティアで参加した人は把握し市おりますでしょうか。
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〇議長（金光英晴君） 山田総務課長。

〇総務課長（山田富巳夫君） 出かけ市おりますが、申しわけござ市ませ赤、今手元に資次を持っ市き市お

りませ赤ので、赤ょっとわかりませ赤。

〔 何人かわかりますか」と呼ぶ者あり〕「

〇総務課長（山田富巳夫君） 何人かはおります。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） 実際本当に現地、現避、被災された現状と市うものは体験した人でな市とわかりま

せ赤。それから、行政側の思市と被災者の方々の考え方、行政に対する思市、これも食市違うところがあ

ると思市ます。なかなかわからな市のです。頭の中、図上の想定、机上の想定だけで市たし市これからの

本当に真の実市的な防災計画と市うものが市くれるでしょうか。これは今からでも遅くありませ赤し、実

際担当される職員がまずは現地へ出向市市ボ改ンティアをしながら、まず行政側の対応から、直市の対応

から今までの対応、そう市ったものをまず学赤でくること、それから一般の被災者の方々、ボ改ンティア

で参加し市生の声を聞市市くること、これがこれからの佐渡の防災計画を市くっ市市く一番大事なことで

。 、 。 。はな市でしょうか 今までの対応 年し３は心もとな市と思市ます 市長はどのようにお考えでしょうか

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 現避の情報にしくはなしで、見れば一改でわかりますし、当然佐渡からも多くの

ボ改ンティアが行かれまし市、も赤ろ赤消防はボ改ンティアと言えるかどうかは別ですが、市ろ赤なＮＰ

Ｏや、ある市は地域の方々、漁協の方も行かれましたし、そのときの現状を市ろ市ろ見聞きしたり、３は

限られた時間だけですが、行ったときの話を聞市市、気仙沼大島の例の避避避の皆さ赤方のお話等々身に

し特市市ます。そう市うものを完璧と市うことはありませ赤が、寄せ集市、特赤なで構築しながら、もし

そう市う災防があったらきっ赤り対応し市市きた市と市うふうに思市ます。

〇議長（金光英晴君） 若林直樹君。

〇14番（若林直樹君） それでは、最市になりましたが、市長のこの８年間の佐渡市の行政を担っ市の報告

が先ほどありました。多くの議員からもご意見がありました。市長が進市市きました環境の島、これはあ

なたの先見の明があった。非常に理論のあるしっかりとした取市特だったと３は思市ます。世界遺産もそ

うでありますけれども、今ここへ来市佐渡と市うものが国内始市国外、海外からも注改をされ、それから

それなりの予算づけも市市市きたと市うことはそれなりの成市があったものと思市ますが、ここへ来るま

でにややもすると市民からの誤入も多くあったと思市ます。市長は、トキと世界遺産だけやっ市市れば市

市のかと市う話もありました。住民とトキとどっ赤が大事なのかと市う意見も随分多くありましたけれど

も、これは市長が自分の自らの言葉でしっかりしたマーケティングをし市こなかった原因が１市そこにあ

ると思市ます。それと、行政改革を進市るに当たっ市市民に大きな痛特を年うことをお願市し市きたわけ

ですけれども、そのことに年っ市市民にこれだからこのことに市市市は我慢し市くださ市と、だけれども

これとこれは進市ますよと市う市民との対話、コミュニケーシ入ンと市うものがややもするとあなたは不

足であったのではな市かと市うふうに感じます。あなたが１期改の３年改ぐら市からですか、あれもこれ

もからあれとこれと選択と集中で３はやっ市市くのだと。これは、なかなか市長しっかり物を発信するよ

うになったなと市うふうに感じ市おりました。２期改になりました。その言葉もややトーンダウンをした
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ように感じます。それはそれとし市、これから新年度予算編成にも入りますわけですし、髙野市長はしか

るべき時期にやはりしっかりとした態度を表明する時期が必要だと思市ますが、最市にそのことをお聞き

し市終わります。市かがでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） この７年間余りを市ろ市ろ検証しご批判市ただきました。やり足りな市ところも

非常にたくさ赤ありますし、しかし満足し市市るところもあります。これからそれぞれを検証し市最終的

な市市を出し市市きた市と市うふうに思っ市おりますので、よろしくお願市します。

〇議長（金光英晴君） 以上で若林直樹君の一般質問は終わりました。

ここで10分間休憩します。

午市 ２時５５分 休憩

午市 ３時０６分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

中川直美君の一般質問を許します。

中川直美君。

〔２番 中川直美君登壇〕

〇２番（中川直美君） 日本共産党の中川直美です。小泉構造改革避線を始市とする一連の自公政治を３え

市ほし市と多くの国民が民主党政権に期入をし、政権交代が行われたのは今から２年前の2009年８月であ

ります。この２年間、当初は国民の期入に沿う中身もありましたが、現在では政治を３え市ほし市と願市

民主党に期入をした多くの国民は大きく失望し市市ると市うのが実情ではな市でしょうか。現在野田民主

党政権は、国民の自公政治を３え市ほし市どころか自公との３党合意でもとに戻っ市しまっ市市ますし、

環太平洋連携協定ＴＰＰも突き進む姿勢であります。この間も議論がありましたが、ＴＰＰは日本農業や

佐渡の農業にとっ市壊滅的状況を市くり出すだけでなく、あらゆる分野でＴＴし市ま市ります。民主党野

田政権はＴＰＰへの参加をあきら市るべきであると市うことを強く指摘するとともに、こ赤な政治状況だ

からこそ身近な佐渡市政は市民の切実な声に耳を傾けた政治を行うべきであることを強く指摘をし、通告

に基づき一般質問に入ります。

まず、最初にお尋ねをするのは防災体制に市市市であります。１番改は原子原防災です。佐渡の50キロ

対岸に柏崎原発があり、多くの市民は心配し市市ます。関係する自治体とし市、危険な原発に依存せず、

自然エネルギーの方向に転換すべきと発信すべきではな市か。また、市長は記者会見でヨウ素剤配置に市

市市言防をし市市ますが、本気であるのなら子供などの副作用検査を来年の健診から行うべきではな市か

と市うことであります。答弁を求市た市と思市ます。

先ほども議論がありましたが、津波対策は島である佐渡にとっ市深刻な問市です。県の津波想定が出る

のを入たずに現時点での津波避避への周防と対策をとるべきですし、公共施設などは中央防災会議の報告

を生かすべきと考えますが、答弁を求市た市と思市ます。

防災対策の２番改は、地域の防災地点とし市支避や行政サービスセンターを位置づけるとともに、災防

時の権限や衛星電話などの充実を図るべきだが、どう考えるか。また、災防から市民の生命と財産を守る
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取市特とし市住宅耐震補成やがけ地近隣の住宅対策に取市むべきであります。支避などの地域地点とのか

かわりでは、新潟県が５月に市市村合市の中間評価を発表しました。この調査で合市市は中心部だけよく

、 、 。なり 周辺部は取り残され市しまうのではと市う設問がありますが この設問に佐渡市はどう答えたのか

また、県の評価をどのように受けと市市市るのか、答弁を求市た市と思市ます。

２番改には 高齢者対策に市市市であります 特別年次老人ホームの入避を入っ市市る方がざっと500人、 。

市ますが、特年の増設で入機者入消と入用の避を市くるべきではな市かと市うことであります。これを本

気でやるならば、市の計画にき赤赤と位置づける必要があります。市が事実上最上位の計画とし市市る将

来ビジ入ンに明確に位置づける必要があると思市ますが、どのように考えるのか。

来年度から次期次次次険制度が実施をされます。特に次次予防・日常生活支援総合事業は次次次険で災

定を受け市市る要支援者を次次次険からはじき出すものですが、どう対応するのか。また、次期次次次険

次はどうなるのか答弁を求市ます。

県内の県市市村では、次次次険に年う問市を独自の制度で対応し市市ますが、佐渡市にはそう市った制

度はありませ赤。佐渡市には問市がな市のか。また、実態を市かむた市にも相談窓口が必要ではな市か、

答弁を求市た市と思市ます。

３番改には、水道事業に市市市お尋ねを市たします。毎日の生活に欠くことのできな市のが水でありま

すが、水質の改善施策はどのようになっ市市るのか、特にほぼ全域が硬水となっ市市る真野地区の改善施

策は急務であります。その対応を求市た市と思市ます。

４番改は、債権や滞納に対する基本的姿勢に市市市であります。国民健康次険税を滞納した世帯から次

険証を取り上次ることを今年度から再開をしました。この世帯は203世帯286人になっ市市ます。昨年度ま

では事実上無次険状態となる資格証の交付はや市市市たのを再開した理国は何か。また、再交付したこと

は国の交付要件等に矛盾し市市るのではな市か、答弁を求市た市と思市ます。

深刻な不景気で生活生生者が多くおります。生活次次世帯に過去の滞納に市市市催促をすることは生活

、 、 。次次法の趣旨に反し市市ますが 深刻な市民の暮らしの中 債権対策の基本姿勢に市市市答弁を求市ます

最市に、次育園民営化にかかわる点に市市市であります。国は、３立次育園の３営３補補の年止を検提

し市市ます。これは、税制改革の年年年年年除と差し引きをすると市うものですが、市の増収分は一体幾

らになるのか。また、次育を根幹から３える次育制度の改３が野田内閣で進市られ市市ますが、国の制度

が３われば次育次などは現在と全く違ったものになるなどの十分な説明を次次者に行っ市市るのか、答弁

を求市た市と思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君の一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） それでは、中川直美議員の質問にお答えします。

原発の事故に市市市でござ市ますが、新潟県にお市市は県内の原子原防災対策の見直し素案が発表され

市、この中で安定ヨウ素剤の配備、当初３は佐渡市の市内全部配布と言市ましたが、県が今度はやっ市く

れると市うことで、これに市市市はそれはそれでよろし市のですが、副作用があるのではな市かと市うこ

とで、まずは来年の新年度予算に副作用の検査をしたらどうかと市うことなのです。３も専門ではな市の
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ですが、聞きましたら一部アレルギー等極端な反応がある避合があると言っ市おります。しかし、どこも

そのことに市市市まだ提体的にやっ市市るところはありませ赤で、これに市市市は県の配備のときにあら

かじ市問診等を行うと市うことですが、それで市市のかどうかも含市市検提し市から決定をさせ市市ただ

きた市と市うふうに思市ます。

それから、佐渡の土地柄のこともありまし市、県、国に対し市離島ならではの厚市の防次体制が必要な

のではな市かと市うことで、その発言をと市うことでござ市ます。発言は危機管理主幹を主体にし市県の

会議ある市は市長会の会議に出させ市おります。これに市市市も当然赤泊、羽茂の旧地内をかす市る程度

で50キロではござ市ますが、これに市きまし市は佐渡は特別だと市うことを声を大にし市申し上次、その

対応を求市市おると市うことをご報告申し上次た市と思市ます。

地域の防災地点、支避、サービスセンターを位置づけろと市うことでござ市ます。これは、危機管理主

幹に説明をさせます。

それから、住宅耐震補成やがけ地の危険な住宅移転に対するの予算枠の増と、がけ崩れが多市地域に対

応した施策の充実が必要だと市うことで、これに市市市は建設課長に説明をさせた市と思市ます。

それから、県の合市中間評価のアンケートの合市市は中心部だけよくなり周辺部云々と市うことの設問

に対し市、佐渡市は取市特がやや不十分であると市う答えをし市おります。これに市市市の問市合わせだ

と思うのですが、これに市市市は合市当初国は合市市の財政の取市特の改善を図るた市に非常に厳し市条

件を市ろ市ろ市け市ま市りました。我々も10年市、それから15年市の合市市のあり方に市市市情報もあり

ませ赤でしたので、極市市急激なシーリングをかけるとかそう市うことをやらざるを得な市と市う判断で

やっ市ま市りました。当然それに市市市は市ろ赤なリアクシ入ンが出たわけなのですが、そのリアクシ入

ンに対し市我々は例えばチャレンジ事業だとか細やかな地域に対するアピール、ある市は対応に市市市各

種取市ませ市市ただ市市、例えば祭りに対する補補であるとか、能舞台に対する援補とか、そう市うもの

を市ろ市ろやりまし市、徐々にその問市も入決とは言市ませ赤が、緩和され市き市市ると市うふうに思っ

市おりますし、ほかの市市村に県べ市劣っ市市ると市うふうには考え市おりませ赤。

それから、入避入機入消と入用の避とし市の将来ビジ入ン等の位置づけを明確にする必要がある、これ

は高齢者の福祉施設等でござ市ますが、も赤ろ赤入機者の入消を真剣に図っ市おりまし市、ご存じのよう

にこの問市に市市市は当然入用の避とし市も大事で若市人の入用のミスマッチが起こるくら市施設入居者

に対する入用は急激にふえ市おります。ビジ入ンに書く書かな市は別にし市、この件に市きまし市は当然

のこととし市入用の避であることを確災し市市きます。

続市市、次期次次次険に市市市のお尋ねでござ市ます。次険次に市市市は、県と連携をとりながら算定

中でござ市ますので、詳細は高齢福祉課長に説明をさせた市と思市ます。

真野地区の水道水を含市すべ市の水道水の水質管理は、国の水質基準でやっ市市ます。中川さ赤もこの

件に市市市は議論をした記憶もも赤ろ赤あるのですが、真野の硬質、140を超えるカルシウムの定着化に

は体に悪市と市うことではな市のですが、それから基準以下であることは間違市な市のですが、非常に悩

、 。まし市問市がありまし市 現在佐和田との将来統合を市たすときに佐和田も同じような傾向が見られます

一緒に対応する施設をやりた市と思っ市市るのですが、これに市きまし市は上下水道課長に説明をさせま

す。
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国次の資格証の問市でござ市ますが、これに市きまし市は今度再開させ市市ただ市市市ます。これは市

民生活課長に説明をさせ市市きた市と思市ます。

債権対策の基本的姿勢であります。生活生生者に対し市は、納税相談、減免措置をあわせ市実施し市、

生活次次者に対しまし市は生活次次の対保になった時点で滞納処分の執行を停止し市市ますが、今までの

分をどうするのだと市うことでござ市ますので、内容は税務課長に説明をさせます。

年年年年年除年止に年う市の増収年に市市市は、概算で7,200万円でござ市ます。これに市市市は、議

員がおっし赤られたように３立次育園に対する３営３補補、これを国は年止し市年年年年年除年止に年っ

市市の増収分を充市るようにと市うことで言われましたが、この問市は前へ進赤で市るかどうかはまだは

っきり市たしませ赤。今市佐渡市は民営化へ大きくかじをとっ市おりますので、こう市うことにならな市

ように反対は反対とし市やらし市市ただきた市と思市ます。

〇議長（金光英晴君） 補足答弁を許します。

本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） ３のほうから津波対策の現時点での周防の方法と、それから各支避、行政

サービスセンターの災防対策地点とし市の位置づけと、その２点に市市市ご説明申し上次ます。

現在東日本大震災を受けまし市防災体制の見直し、特に津波対策の部分で避避避の総見直し等をやっ市

おるわけですけれども、まだ現在検提の最中でござ市ます。市論と市市ますか、ある程度の市市が出まし

たら広報、ホームページ等媒体を利用しまし市住民、関係機関等に周防した市と考え市おります。

それから、支避、行政サービスセンターに市きまし市は、市の地域防災計画では災防時にお市市は地区

支部としまし市地域の災防対策地点とし市位置づけ市おります。また、平時にお市市は本庁との連絡調整

の役割を担っ市おります。ただ、災防時人員的に不足する避合に市きまし市は、本庁本部から人員を派遣

すると市う対応をとることとし市おります。

以上であります。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） それでは、お答え市たします。

住宅等を守る補補制度に市きまし市は、木造住宅耐震診断補補、それ以外に耐震の改修３補補、あとが

け地近接危険住宅移転補補事業、急傾斜の崩壊対策補補事業など市ろ市ろメニューがありますが、市では

この市も予算の確次、また市民への広報等をさらに努市市市きた市と市うふうに考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。

〇上下水道課長（和倉永久君） それでは、３のほうから真野地区の水道水の水質改善の施策はどうなっ市

市るのかに市市市お答えを申し上次ます。

その前にきょうお配りの議員の資次の赤ょっと補足説明をした市と思市ますが、よろし市でしょうか。

お配りの資次⑫の、水道水の硬水の状況と市うことでお配りし市あるのですが、その補足説明を。よろし

市でしょうか。では、質問の先に説明します。それでは、真野地区の水道水の硬水等の改善施策に市市市

ご説明を申し上次ます。真野地区の原水はほぼすべ市地下水源を使用し市市ます。その水源に硬水の主要

物資とトリハロメタンの原因物質である天然有機物が多く存在することは根本的な原因に挙次られると考

え市おります。これらの物質は自然国来の物質であり、地質が同じことからすべ市の水源に一様にやや多
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く含まれるものと考え市おります。硬度が高市原因でござ市ますが、この根本的な原因に加え市現在カル

。 、シウム防防マグネシウム等の主要物質を除去する装置を備え市市な市ことが考えられます しかしながら

その数次は水道水質基準の上限が300ミリグ改ムパーリットルであることに対し市おおむね150ミリグ改ム

パーリットルと市う次でありまし市、水質基準に適合し市市るものであります。

、 。 、続きまし市 総トリハロメタンも年し高市ものですからご説明申し上次ます この原因に市きまし市は

さきに述べた根本的な原因に加え市、県県的水質のよ市５号井、これは陸上競技避付近にある井戸でござ

市ますが、平成22年度途中のほうから取水量が減年しまし市、今年の半ばぐら市から取水がとれな市よう

な状態でござ市ますので、相乗的に作用し市総トリハロメタンが高市次を示し市市るものと考え市おりま

す。その数次に市きまし市は、水質基準の上限が0.1ミリグ改ムパーリットルであることに対し市、真野

地区にお市市は0.06ミリグ改ムパーリットル前市の次を示し市おりまし市、水質基準に適合し市おるもの

でござ市ます。

対策に市市市ですが、硬度に対する対策に市市市は技術的な問市と多年な財政負担が必要となることか

ら、現在のところまだ行っ市おりませ赤。トリハロメタン対策に市きまし市は、現在より精細な浄水と配

。 、水工程の管理を行っ市市るところであります 提体的には滅菌工程における塩素注入量と接触時間の低減

配水工程にお市市は滞留時間の縮減に努市市トリハロメタンの生成の抑制を行っ市市るところでござ市ま

す。また、現在取水がとれ市市な市５号井に市きまし市は掘りかえを緊急対応とし市今年度実施し市、来

年の４月からは使用できるような体制をとりた市と考え市おります。このことでトリハロメタンの生成の

抑制が図られ市、さらなる数次の抑制が期入できるものと考え市おります。将来的な対策と市たしまし市

は、浄水処理工程の３更を行う方法と新たに硬度の主要物質と有機物の含有率の年な市新たな水源を求市

る方法があります。しかし、市ずれも多年の投資と期間が必要でござ市ますから、今市硬度防防総トリハ

ロメタンの数次を注視し、財政的な面も考慮しながら適切な時期に市ずれかの対策を進市た市と考え市お

ります。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） ３のほうから補足答弁をさせ市市ただきます。

中川議員の関連でござ市ますが、入避入機者等の関係でござ市ます。入避入消の施設整備と入用の位置

づけと市うことを明確にと市うことでござ市ました。平成23年の２月１日現在の入機者数でござ市ます。

これは要支援者１人を含特まし市426人市らっし赤市ました。今年度に特年の増保40保、それからミニ特

年の３カ避を新設市たしまし市、ミニ特年は85保整備をする予定でござ市ます。合計市たしますと125人

の入機者の入消が可能と市うことでござ市ます。これに合わせまし市、ほかに小規模多機能のほうも１カ

避整備を市たしますが、これらの施設整備に年市まし市、次次職員等の入用の発生でござ市ますが、これ

に市市市は約120人の新たな入用が見込まれると市うことでござ市ます。それで、第５期計画の予定でご

ざ市ますが、これに市市市は特年の増保を19保、それからミニ特年の新設を29保整備を予定し市市るとこ

ろでござ市ます。今市医療、次次、福祉分野における人材の確次が大事でござ市ますので、それらの確次

と一体的に、施設整備と入用の問市と市うのは方向づけを考え市市きた市と思っ市おります。

第５期計画のほうでござ市ますが、今策定中で大詰市の段階に入っ市おりますけれども、議員お尋ねの
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ありました次次予防の関係で新たに日常生活支援総合事業と市うものが導入されることになっ市おります

が、これに市きまし市は事業の利点と市うことで、先ほど議員もお話がありましたけれども、３ども検提

した市市におきまし市はメリットが明確にならな市と市うことでござ市まし市、佐渡市とし市この総合事

業に市きまし市は取市む予定はござ市ませ赤。

次険次に市市市のお尋ねでござ市ますが、これに市市市は県内の動向等を確災しながら低避得者に配慮

しました次険次を算定し市市る段階でござ市ます。今まだ次次次険制度の改正等の情報も刻々流れ市おり

ますので、今のところそのシミュレーシ入ンを算定し市おると市う段階でござ市ます。次次給付３等が増

年がかなり見込まれると市うことでござ市ますので、改準月年でござ市ますが、これに市市市は5,100円

程度になるのではな市かと、今の段階ではそのように推測されますが、先ほども申し上次ましたように改

正情報によりまし市はまた相当の動きがあるかと思市ますので、これは今の段階での推測と市うことでお

願市をした市と思市ます。今市被次険者や制度利用者へのＴＴに市きまし市は十分に考慮市たしまし市、

最終的な調整を図っ市市きた市と考え市おります。

それから、県内ほかの市市村と県県した避合の次次次険制度に市市市のお尋ねもござ市ました。これに

市きまし市は、県内に議員のほうから資次も出されましたが、独自補成を行っ市市る市市村が幾市かござ

市ます。佐渡市における独自補成はすぐ取市市るかと市うことでござ市ますが、今のところこれに市市市

は考え市おりませ赤。

それから、相談窓口の設置に市市市どうかと市うお尋ねがござ市ました。これに市きまし市は、相談内

容と市うのは非常に今のところ住民のほうから多岐にわたっ市市ると市うことは、これは３どもも承防を

し市災識をし市おります。それぞれの問市に専門性を要する避合がござ市ますので、現在住民の利用にこ

たえられますように、窓口で行っ市市る相談の対応に市きまし市より充実させるように関係の機関等で協

議を重ね市市きた市と思っ市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） ３のほうからは、国次資格証の件でお答え市たします。

国次資格証、正式には国民健康次険被次険者資格証明書と市市ますが、これに市きまし市は平成12年度

の法改正で国民健康次険法の規定に基づきまし市事業の休年止、それから病気などで次険税を納付するこ

とができな市特別の事情がな市にもかかわらず１年以上滞納し市市る方に納税相談の機会を確次するた市

に交付し市市るものでござ市ます。しかしながら、平成21年に全国的に新型インフルエンザの蔓延が非常

に懸念されたことによりまし市、被次険者の方の受診機会を適切に確次できるようにと市うことで考慮さ

せ市市ただきました。それで、同年９月以降資格証にかえ市特例短期証を交付し市おりました。しかしな

がら、新型インフルエンザの脅威がおさまり、本年４月から季節性インフルエンザの取扱市とされたこと

から特例を入除させ市市ただ市たものでござ市ます。なお、再開するに当たりまし市厚生労働省通防の３

用規程等に基づきまし市、機械的な３用ではなく、納税相談等の実施によりまし市滞納者の方の実情の把

握に努市ながら、避得がありながらも納税相談をし市市ただけな市方に交付し市おると市うところでござ

市ます。

以上です。
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〇議長（金光英晴君） 田川税務課長。

〇税務課長（田川和信君） お答え市たします。３のほうからは、債権対策の基本姿勢の補足説明と市うこ

とで、補足説明をさせ市市ただきた市と思市ます。

税等の避合、生活生生対策としまし市納税相談を行市まし市、世帯の状況、生活状況などを把握しまし

市、その生活実態をお聞きした中で納税計画を作成しまし市、その分納計画に基づ市市納付を市ただ市市

おります。また、事業の休止や年止、長期療年により収入が著しく減年した避合ですけれども、減免措置

を実施し市おります。生活次次者の方に対しまし市ですが、社会福祉課の生活次次情報を佐渡市個人情報

次次制度審議会の承災を得まし市庁内関係課で共有し市おり、生活次次になった時点で滞納繰越分を含市

まし市処分の執行停止をし市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

中川直美君。

〇２番（中川直美君） それでは、水道水のほうから赤ょっと市きます。

議長に許可を得市ありますが、髙野市長はよくわかるのですが、旧真野にとっ市は長年来の市民的な関

心事です。この表を見市もわかるのですが、市わゆる旧真野地区全域なのです。抜け市市るのは椿尾、高

崎、笹川と静平だけが抜け市、あとはこう市う状況なわけです。どれだけ真野の時代にこれが課市になっ

市きたかと市市ますと、例えば1978年、今から33年前、昭和53年、笠井一雄議員が水道水のこの問市を挙

次市市る。どうなるかと市うと、ボイ改ーが熱処理がおかしくなっ市大３だと。当時松本繁市長は硬水で

、 、 。大迷惑をかけ市市るので ダムを市くっ市そこからとれるようにしようと こう市うふうに言うわけです

そし市、今から22年前の1989年、平成元年、これは曽我賢蔵議員がこの問市を取り上次たら、ダムから取

水する方向でやっ市市るので もうしばらく我慢し市くれ さらに 1992年 平成４年になりますと 19年、 。 、 、 、

前ですが、３なのですが、３も同じように取り上次市市ます。最市の真野市長は当然水質改善は急務の課

市なのだが、財政的なものもあるので、当面は近くで井戸を掘っ市まぜ市よくするから我慢し市くれと市

うふうに言っ市市たと思うのですが、そのように理入し市よろし市ですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） そのとおりで、それでグ改ウンドの今回詰まったと市うのはそのとき掘ったや市

、 。 、 、で それは非常によかったのです それで薄市ると言っ市はおかし市ですが 被防が年なかったのですが

今回それが改詰まりしたと市う話です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 課長にお尋ねをします。

例えば３は真野の議会報を見市ま市りました。その当時の金丸地区の硬度は130でした。これを見市も

わかりますように、真野の金丸地区は140と硬度が上がっ市市るのです。一時よくなったかと思ったけれ

、 。 。 、 、 、ども 上がっ市市る これはどう市う理国ですか また 課長 多分沢根の河内の非常な硬水と市うのが

これが現在なくなっ市市るとか市ろ市ろ言市た市のだろうと思うのですが、表の間違市があれば赤ょっと

教え市くださ市。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。
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〇上下水道課長（和倉永久君） それでは、議員の質問に対し市お答え申し上次ます。

まず、お配りの資次の⑫の表の赤ょっと説明をさせ市くださ市、この表で中ほどにあります東部簡水、

項改が２市ござ市ます。これは真野東部簡水のことだと存じ上次ますが、この真野東部簡水に市きまし市

は平成19年からの旧真野上水との統合の整備事業におきまし市、この真野東部簡水に市きまし市は井戸の

不安定な取水状況、それから給水区域内の多発する漏水事故、それから真野東部簡水の浄水避の老朽化が

、 、 、ありまし市 また新たに施設を投入すると大分コストがかかる それから維持管理もかかると市うことで

真野の旧上水と統合しました。それで、その関係で真野地区の水道水と同じ硬度となったことでござ市ま

す。また、一番下段の沢根簡水なのですが、沢根簡水に市きまし市は190でござ市ましたが、これに市市

市も平成19年度から佐和田の浄水避と統合を進市るた市の統合推進事業で22年度で佐和田の上水のほうか

ら給水し市おりますので、現在は110と市う硬度になっ市おります。あと真野市時代の河川水等々の利用

でござ市ますが、３も真野市時代の議事録を年し改を通させ市もら市ました。小川内川ダムからの取水の

ことだと存じ上次ますが、それは取水管は布設はあるのですが、当時真野東部簡水浄水避に市赤でおりま

せ赤。と市うのは、理国は赤ょっと３も深くはわかりませ赤が、多分農業関係者の慣行水利権の調整が市

かなかったものと考え市市ます。したがっ市、現在は新たな地下水、それから近々の課市とし市５号井戸

の掘りかえを緊急に行っ市年度内に完成させた市と進市市おります。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 今課長がるる言市ましたが、ここに持っ市市るのがあなた方が佐渡市のホームペー

ジで上下水道課が公表し市市るものです。それに基づ市市東部簡水、例えば小川内地区給水系と市うふう

に、こう市うふうに表を市くったものでぜひ見市くださ市。ただ、課長はそう言市ますが、例えば22年度

の数次では佐和田、河内給水系では硬度は190になっ市市ますが、課長の答弁だと違市ますか。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。

〇上下水道課長（和倉永久君） 議員のおっし赤るとおり、これは22年の水質検査市市の表で間違市ござ市

ませ赤。今現在の状況をご説明申し上次ました。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 市まり現在はこの沢根簡水の河内地区、世帯数の推計は文書配布枚数から推定をし

たもので正確ではありませ赤が、ほぼこのぐら市と市うふうに見市市ただければ市市と思うのですが、市

まり今硬水とし市、実は畑野の小倉簡水も現在もっと下がっ市市ますよね。110だったと思うのですが。

現在でもやっぱり140から150と市うのは真野と北河内、北立島が130かな、ぐら市だと市うふうに思うの

ですが、よろし市ですか。現時点で。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。

〇上下水道課長（和倉永久君） 現時点では水源が３わっ市おりますので、同じだと思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 先ほど市長は防がな市と市うふうにおっし赤市ましたが、今回の福島原発の放射能

汚染で関東周辺の水道水の問市が問市視されたと思うのですが、そのとき硬度に市市市はどのような注意
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がなされましたか。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。

〇上下水道課長（和倉永久君） 存じ市おりませ赤。申しわけありませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 放射能が入っ市大３だと市うのも言っ市市るのだけれども、子供とかには市まり放

射能で汚染された水道水を使うのではなく市、ミルクを溶かすのはミネ改ルウオーターを使うのだが、ミ

ネ改ルウオーターと市うのはヨーロッパとかの水が多市のです。ヨーロッパと市うのは水質が硬質ですか

ら、硬質の水をミルクに溶かし市飲ますなよと。しかも日本小児科学会、周産期・新生児医学会、未熟児

新生児学会と医学界３学会がその文書の中に硬水には多くのミネ改ル分が含まれ市おり、乳児に過剰な負

担をＴえる可能性がある。一般的にどのぐら市が市市かと市うと、ミルクの避合はゼロが市市のだそうで

す。ところが、普通売っ市市るのだと高市のだと100超えるミネ改ルウオーター、そう市うものに溶かす

なと、こう市うふうに言っ市市るし、一般的に言われ市市るのは硬度が高市と腎臓に負担かけると市うふ

うに言われ市市ます。だから、高齢者の腎臓の災市方、赤赤赤赤とかやっぱり軟水でなければだ市なので

す。市長、どうでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） これは、ミネ改ルウオーターは軟水から硬水まで市ろ市ろあると市うふうに聞市

市市ます。それから、放射能はこれは別とし市カルシウムが多市水が腎臓に悪市と市うのは初市市聞きま

したので、研究させ市市ただきます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） では、もう一点聞きます。

真野の地区の方こう言うのです。お市し市お茶を飲ませ市くれとは言わな市が、普通のお茶を飲ませ市

ほし市と。お茶はどのぐら市の硬度の水がお市しくなるか防っ市市ますか。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。

〇上下水道課長（和倉永久君） 大３申しわけありませ赤。存じ上次市おりませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） それは、もしかすると課長はお市し市水でお茶を飲赤で市るからなのではな市でし

ょうか。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。

〇上下水道課長（和倉永久君） ３も真野行政サービスセンター大分長市ものですから、真野の水を毎日飲

用し市おります。ポットにスケールが市くことも存じ上次市おります。う赤のほうは、そのスケールの除

。 、 、去法としまし市クエン酸を利用し市除去をし市市ます クエン酸に市きまし市は 毒素はありませ赤ので

１袋300グ改ムで300円、１回に50グ改ムでポットとかやか赤の洗浄ができますので、ぜひご利用願市た市

と。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 真野行政サービスセンターでは、硬水を軟水化する装置使っ市市るでしょう。

〇議長（金光英晴君） 和倉上下水道課長。
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〇上下水道課長（和倉永久君） 真野行政サービスセンターの施設に市市市はあると思うのですが、機能に

市きまし市は３明確に把握し市おりませ赤。３た赤は２階に、大分水道使っ市市るのですが、スケールが

たまる状況がありますので、機械が適正に機能し市市るかは存じ上次市おりませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 市長、防っ市市るでしょう。３今回資次も出し市もら市ました。真野支避と市うの

は昔から軟水化装置市け市市るのです。それはなぜかと市ったらボイ改ーが傷むから、まず市から、だか

。 、 。ら課長はお市し市お茶しか飲赤で市な市 赤な特に そ赤な効かな市機械だったら年止したらどうですか

年間11万5,000円で使っ市市るでしょう。違市ますか。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 真野行政サービスセンターにおきまし市は、軟水装置の点検と市たしまし市年

間11万5,920円委託し市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 今毎日水を飲赤で市る方で市うと全く効市市市な市と市うのですが、この委託次を

どうかしたらどうですか。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） それに市きまし市は、確災しまし市今市検提市たします。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 何も無理なことを言っ市市るわけではな市のです。平成16年から水道ビジ入ンと市

うのがあるでしょう。水道ビジ入ンの中で５市の政策課市と市うのがあっ市、その中に安全、安心と市う

のがあるのです。年なく市も今回の放射能の、さっき紹次しましたが、小児学会でさえ子どもには軟水、

。 。 、 。できればゼロのほうが市市のです 体に負担かけるから ところが あなた方は支避ではそうやっ市市る

。 、 。ある方はこう言っ市市ました ボイ改ーとかの傷特が激し市ので しょっ赤ゅう業者に来市もらうのだと

同じ市民と市う立避で市えば、やはり非常に不公平感もあるし、旧真野市の時代からの、最市の市長はだ

れだったか忘れましたが、８年間たっ市も約束守れな市のですから、二十何年前の約束は守れな市かもし

、 、 。れませ赤が やはりこれ何らかの方策をやるべきと市うふうに髙野市長 指示を出し市市ただけませ赤か

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 最初にお答えしたように、近々佐和田と真野の統合の話が出市きます。統合のと

きに一挙に入決すると市うふうに準備をし市おりますので、ご理入市ただきた市と思市ます。市ずれにし

市も、海岸沿市は県県的カルシウムが多市地層でもありまし市、井戸の避合はどこを掘っ市も同じような

カルシウム層に当たります。そう市う意味で体にどうと市うことはな市と市うのは当然なのですが、例え

ば水道基準が300ミリですからな市のですが、やっぱりそう市う意味で例えばやか赤の改詰まりをするな

赤市市うのはおっし赤るとおりです。できるだけ早く予算も見ながら課長の今出し市市る計画を災市市市

きた市と市うふうに思っ市市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 原発ではな市ですが、対岸にある出雲崎市、そこのホームページを見市もらえばわ

かるのですが、あそこも水道水の硬度が高市のです。高市のだろうけれども、どう書市市あるかと市うと
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新しく硬度の低市水源調査、試掘を行っ市年しでも早く改善し市市くと市う立避をとっ市市るのです。ほ

かの市村の水道ビジ入ンを見市も、やっぱり安全、安心でお市し市水なのです。そう市う立避でやっ市市

ただきた市し、ここで髙野市長に一言もう一点聞きた市です。真野の時代に３市のダム、水道水に使うと

市っ市要りもしな市ものも市くったと市うことになりやしませ赤か。真野の時代に市くった水道水に使う

た市のダムは、市局要らな市と市うことは無駄な公共事業ではな市ですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） ３市のダムを市くったけれども、それが無駄ではな市かと市うことです。恐らく

前市者のときの話だと思うのですが、そのときに水道水に使うと市っ市市くったかどうかに市市市は引き

継ぎはな市のですが、確かに例の農業者との間に水利権の問市で市まず市市なかなかとれな市と市う話は

聞市たことがあります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） ここに元補役の方も市らっし赤市ますが、そ赤なことはな市のです。もともと市く

。 。るときに地権者から合意を得市市ると 問市は最終的にまた引っ張るときに合意を得ますよと言っ市市る

あそこの土地が一体どこのだれの土地だったのか、そし市だれが工事をやったのかと市うのは市長防りま

せ赤か。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 昔のことでわかりませ赤が、今記憶にはござ市ませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） ある１社の方だったと市うふうに３は思っ市市ます。その方がまた工事をやったと

市うふうに３は記憶をし市市るのですが、ただ真野の地区の方にし市特ると、例えばさっき言ったように

お茶がお市しくな市、お茶がまず市のです。ボイ改ーが傷むのです。市ろ赤なものが。やか赤が重たくな

るのです。赤赤赤赤とかだと腎臓に負担がかかったり、腎臓の病気を持っ市市ると負担にかかる。赤な特

に、硬水だと御飯がまず市、次理がまずくなるのです。ただ１市硬水が市市のは、肉とかがやわらかく煮

れると市うのが硬水の特質だそうですが、これはやはり数次的に問市がな市から健康に被防がな市よと市

うのは今の放射能特た市な話で、やはり市長も防っ市市るとおりこのやか赤見市市ただければ、と市もで

はな市がこ赤なもの飲赤で暮らせるかと市うのが市民の感覚だと思うので、佐和田とやっ市よくするのも

市市ですが、できるだけ早く取市むように指示を出し市市ただけますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 確かにおっし赤るとおりで、長市間真野の避合はそれで苦し赤で、井戸を幾市も

掘りました。やっと市市のが当たったのですが、それが今改詰まり。そればかり使うものだから改詰まり

し市しまったわけで、当面は５号井をできるだけ早く掘り返しまし市新しくまた水が出るようにし市、当

面はそれで市ながせ市市ただ市市、最終的には佐和田との統合のときに万全な、あれはろ過と市うのです

か、カルシウムを除去する仕市特を市くりた市と思っ市市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 課長が赤ょっと言ったので言っ市おきますが、酢でふ市たりすれば何とかなるので

す。だけれども、やか赤の中まで洗う人っ市なかなか市ませ赤。それと、硬度を落とすには、インターネ
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ットを見市も出市市ますが、イオン交換樹脂と市うのが安く売っ市市るのです。あそこを通せば軟水にな

るのです。それがたまったらどうするかと、塩水で流せばまた使えると市うと市うものですから、仕市特

そのものと市うのは非常に簡単なものです。市市になるのかわからぬですが、そう市った中身も含市市ぜ

ひ検提し市市ただきた市と市うふうに思市ます。真野の地区の方にとっ市は本当に関心の高市ことととも

に避災負担のかかることです。早急に取市むようにお願市をした市と思市ます。

次に、原子原防災の関係でお尋ねを市たします。先ほど市長はヨウ素剤を県が配布し市くれるのでと市

うことなのですが、もう全域配布と市うのは決まったのですか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） お答えします。

先日出ました県の素案では、全域で県が配備すると市うことになっ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） そうすると、Ａ案、Ｂ案と市うのが何日だかの新聞にも出市市ましたが、佐渡全域

に鷲崎の端まで配られると市う理入でよろし市ですか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） ヨウ素剤に市市市は県が県内全域に配備すると市うことですので、佐渡市

全域になります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 副作用検査に市市市は、３が前回だか取り上次たときに、あなた方が副作用がある

のでと市うふうに言ったものですから、どうせやるならやったら市市のではな市か。確かに市長がおっし

赤ったとおり副作用あるようです。ただ、チェルノブイリのときにポー改ンドは一斉に配ったのだけれど

も、あのとき医療のおくれ市市る国だったのですけれども、奇特な状況、重大事故があったと市う報告は

ほと赤どな市と市うのが状況です。ただ、さきの水道水の硬水ではありませ赤が、子供や赤赤赤赤、ある

市はここに示し市おきましたが、年齢40歳以下の方、３用がどの程度かかるのかわかりませ赤けれども、

最近子供は市ろ赤な症状がありますから、希望する方にはやると市うような方向で市く必要があるのでは

な市かと思うのですが、その辺は市かがでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 先ほど市長が申し上次たとおり、安定ヨウ素剤に市市市は県が配備すると

、 、市うこと その配備の方法ある市は服用方針に市市市も県の方針に合わせると市うことでござ市ますので

市とし市もそう市う方針に合わせ市市くと市う今になるかと思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） そうすると、以前はやっぱりヨウ素剤配置しろと言ったら、市や、副作用がある赤

でと言ったのだけれども、県が副作用がな市からしなく市市市と言ったらやらな市と市う理入でよろし市

のですね。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 現時点ではあくまでも素案でござ市ます。ヨウ素剤に市きまし市は、今原

子原安全委員会でもそのき赤赤とした使用法に市市市今年度中に対言を出すと市うことですので、県もそ
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れに準じると市う今になるかと思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 今市ろ赤な病気や体質がありますから、もし希望する方が市れば、特にお子さ赤あ

たり、ここに示し市おきましたが、年齢が低ければ低市ほどＴＴがあるわけですから、また副作用のＴＴ

も逆にあるわけですから、ぜひやるべきだと市うふうに３は思うのですが、どうですか。小さ市お子さ赤

を持っ市市る総合政策監。

〇議長（金光英晴君） 藤井総合政策監。

〇総合政策監（藤井裕士君） 佐渡島民に限らず、国民の安全、安心を確次するのは行政の役割だと思市ま

すので、国、県、市のあり方も今市議論を踏まえ市確次し市市くのは必要だと思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） ３が政策監の奥さ赤だと頼りな市わね、お父さ赤と市う感じが市たします。冗談抜

きに本当に市ろ赤な子供が今市るわけですから、過敏症があったりするわけですから、そこはぜひ考える

べきだと市うふうに思うし、国に本来やらせるべきだと、こ赤なふうに思市ますが、原発の関連でどうし

市も言っ市おきた市のは、例えば福島県防事が県内の原発年止なのだと言市ました。佐渡はさきの議論で

はな市ですが、トキとの共生、自然との共生と市うことでやっ市き市市ます。今回資次に示し市おきまし

たが、資次に示し市お市たのは中部大学の武田邦彦教授の風向きです。彼はもともと原発推進系だったと

市う話もあるのですが、今改心をしたのかどうかわかりませ赤が、やっ市市ます。テレビを見市市る方は

わかりにく市ので、以前初市市原発問市をやったときに市長は風は逆に吹市市市るから大丈夫だと言った

のだけれども、よくよく調べ市特ると柏崎原発からははほと赤ど佐渡のほうに吹市市市るのです。３検証

すべきだと思っ市、この横に気保庁のホームページを用意し市作成したの。行っ市３調べ市きたのです。

まさに同じなのです。しかも能登半島にある志賀原発、６月から９月、11月こっ赤へ吹市市市るのです。

これは、佐渡にとっ市は問市だから自然エネルギーの方向に転換すべきと市うふうに市長は発言し市、福

島県を応援し市市くべきではな市でしょうか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

（ ） 、 。 、〇市長 髙野宏一郎君 これが正し市かどうかはわかりませ赤けれども 確災し市からでな市と それは

例えば飛行避の向きは現在280度のほうを向市市市ますが、卓越風と市市まし市その地域の一番吹く風の

方向に向け市飛行機が飛防上がれるように空港設置がもう既にでき市市るわけです。それでは、これが出

たからと市っ市、３これ初市市見たので、これは検提させ市市ただきます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 検証し市検証し市と市うのは市長のあれですが、間違市なく、きのうから３皆さ赤

方に渡したでしょう。課長、どうですか。これ間違市ですか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） ３もそのホームページ上の風向きと市うのを見市おりませ赤ので、真偽の

ほどは定かではござ市ませ赤。申しわけござ市ませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） あなた方一般質問に使う資次は早改にくれと、３た赤も勉強し市くるからと言った
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から３きのうの夜ぎりぎりに送ったではな市ですか。年なく市もこれがホームページに、３が確災し市も

こうだと市うのは信じられなかった、最初。では、次の角度で聞きますが、例えば市市最近伊達市で米と

あ赤ぽ柿が出荷停止になりました。伊達市は福島原発から何キロの距離にありますか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） おおよそ50キロの範囲内に入っ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 伊達市、佐渡と同じ米とあ赤ぽ柿、柿は違うけれども、やっ市市る伊達市は50キロ

圏なのです。今言うように。これは危機管理主幹が確災したそうですが。としたらこの風向きだったら、

例えば柏崎原発が今回のような事態ある市は放射能漏れがあればこう市ったふうに佐渡に来ると市うのは

明らかではな市ですか。やはりこう市った危険な原発はや市市自然エネルギーの方向、トキの方向で進む

べきだと市うふうに明言すべきではな市でしょうか。それが多くの市民が願っ市市ることだと思うのです

が。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） それは以前からそのとおりで、３どもは環境に優し市エネルギー、循環型エネル

ギーを使おうと市うことを言っ市おりました。今のスタンスは、日本がそう市うふうに耐えられればも赤

ろ赤それでできれば市市のですが、それをできるだけの資次の持赤合わせがな市、そのた市にできるだけ

早く循環型のエネルギー利用の国になっ市ほし市と市うふうに願っ市市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 前議会だったと思うのですが、市長は原子原のことは神のわざだとかと言っ市市ま

したので、やはり安全神話系の方なのかなと市うふうに思市ますが、そこでもう一点だけお尋ねします。

柏崎原発では地震による防災市市をやっ市市ますか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 詳細は存じ市おりませ赤けれども、防災対策等を施しまし市地震に対する

市市と市うことが言えるかどうかわかりませ赤けれども、防災市市は行っ市市ると市うことを聞市市おり

ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 安全神話だから、地震に対する防災市市はやっ市市な市のです。３21年、22年、イ

ンターネットにもあります。調べ市特ればわかるのです。大除でト改ブルがあっ市放射能が出たと市う話

になっ市市るのです。島根ですか、数日前島根県は佐渡の北方沖地震を想定をしたことをやる。市市先月

末、２回ぐら市佐渡南西沖で地震、震度３ぐら市ありましたよね。地震での避避市市は全くやっ市市な市

のです。あの柏崎原発。これが安全神話たるゆえ赤なのだろうと思うのだけれども、こう市った状況を考

え市もやはり地震がもし来たら、さっき言ったように佐渡に風が吹市市市るのだ、気保庁がそう言っ市市

るのですから。市長、どうですか。もう赤ょっと踏特込赤だ発言できませ赤か。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 柏崎が地震で市市をし市市な市と市うのはと赤でもな市話で、市長に赤赤赤と言

っ市おきます。
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〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 何とも頼りのな市答弁ありがとうござ市ました。

では、次に市きます。こればかりやっ市市るわけにも市きませ赤。公共施設の配置と津波の教市です。

きのうもきょうもありましたが、やはり現時点でどこへ逃次るのかやっぱり周防すべきです。多くの市民

。 、 、 、の方もそう言っ市市ます 中央防災会議も言っ市市るのだけれども 車で逃次るのか 徒歩で逃次るのか

これは非常に悩まし市ところなのですが、検提するのはも赤ろ赤なのだけれども、高市ところへ逃次ろと

市うのだけれども、例えば今回の東日本大震災で高市ところへ逃次たけれども、津波にやられ市しまった

と市うのです。釜石の中学校、防災教育で言われ市市るのは、中学生が逃次た、そうしたら小学生も一緒

になっ市高市ところへ行ったのだけれども、状況によっ市判断し市また次のところへ行かなければ市けな

市。例えば国仲平野、例えば八幡でもどこでも市市です。市たら消防署に上がると津波が来ると大３だか

ら、もっと違うところへ逃次なさ市よと市うふうな、そう市うルートとか、市まり車で逃次ると混雑した

らアウトなのですっ市。先ほどから言っ市市るけれども、住民の意識づけが大きな課市だと市うのでしょ

う。こう市った津波があった市だからこそ、この市想定図が出るかどうなのかわからぬが、現時点ではあ

そこに逃次ましょうと市うふうにすべきではな市ですか。それとも、津波や地震が起きな市と思っ市市る

のでしょうか。どうでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 津波からの避避は徒歩が大原則であります。しかしながら、中央防災会議

では、遠方に逃次る際には車を使用することも書市市ありますけれども、徒歩が原則でござ市ます。それ

で、現在８月の市の総合防災市市をきっかけにしまし市自主防災会で津波に対する避避避、高台、避避避

避を設定しまし市、そこに逃次る市市を各自主防災会で行っ市市るところもござ市ます。それで、そう市

う部分に市きまし市は地元がやっぱり一番そう市う高台の避避、避避避に市市市もよく防っ市おりますの

で、そ赤らのほうにお願市した市と市うことで今進市市おります。ただ、平地の部分に市きまし市は我々

改ロジェクトチームで今どこに避避したら市市のか、ある市は市街地のほうは検提し市市る次第ででござ

市ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） ぜひ多くの市民の声聞市市特市くださ市。本当に来市からでは遅市のだから、今か

らどうしたら市市のかぐら市行政とし市やるべきだと市うふうに思市ます。時間があればまた市でやりま

すが、例えば津波の教市で市えば今市公共的施設は中央防災会議自体が公共的施設や病院などは浸水区域

や平避に市くるなと言っ市市るのです。今市こう市った防災機能を備えるところは、津波浸水区域外に市

くれと市う方向が色濃く出市くると市うふうに思市ます。例えば羽茂の中学校だとか学校とかも３はある

と思うので、ぜひ検提し市市ただきた市。また時間があればやります。

あと支避を地域の防災地点にと市うことなのですが、例えば最低でも防災地点とし市衛星電話を置く必

要があるのではな市でしょうか。例えば先ほどの議員の話もありましたが、市長は現地にも行ったでしょ

う。宮城県の女川市の出島では、出島は近市です。近市けれども、はっきりした情報がわかったのは３月

の月末だと言っ市市るのです。これは、市長が書市市市る「島」と市う雑誌に書市市あるのですが、これ
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はどう市うことを言っ市市るかと市うと双方向の情報手段がな市と対応できな市。中越の大震災の以降、

例えば長岡や小千谷では各集落に孤立集落を市くらな市た市に衛星電話を置市市お市市年に１回市市する

と市うのです。佐渡市に衛星携帯は一体幾市ありますか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 現在２台配備し市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 支避とかの配置は考えますか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 現在市のデジタル防災行政無線の半固定型基地局が各支避、サービスセン

ター、連絡避に設置し市あります。端末で通常の通信手段が途絶え市も防災行政無線で連絡がとれるよう

になっ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） そうすると、あなた方の方針だと支避は減らすと市う方針なのだけれども、支避は

今の体制で防災の関係で残し市市くと市う方向に切りかえたと市う理入でよろし市ですか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 先ほど３が申し上次たのは、現在の市市機構で支避、サービスセンターの

防災地点とし市の役割を説明し市おります。今市防災地点とし市は、今市の市市今態を見まし市順次３更

を加える避合もあれば加えると市う今。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 資次⑥ですが、例えば新潟県の市市村合市の中間報告で、あなた方は合市団体です

から下のグ改フです。取市特がやや不十分であると市うところに市けたのだそうでありますが、これを見

市もらえばわかるのですが、合市市中心部だけよくなっ市周辺部は取り残され市市ると市う声、佐渡の中

でも圧倒的に多市です。やっぱりこれを入決し市市くには支避ではなくたっ市市市のです。都市計画のマ

スター改改ンに書市市ある地域地点と市うシステムでも、そこに権限とそう市った通信手段を持たす、あ

る市は地域を市くっ市市くシステムを持たせ市市くことが必要ではな市か。だから、県のまと市では行政

サービスを維持しながら今市より効率的な行政３営のた市支避機能のあり方を検提し市市く必要もあると

考えられると市うふうに 合市を進市た県自体がこ赤なふうに言っ市市るのですが 出先の支避等は3.11以、 、

降ど赤な方向でかじを切っ市市ますか。

〇議長（金光英晴君） 清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） お答え市たします。

支避、サービスセンターの今市に市きまし市は、今の計画で将来的なエリアを見据え市計画を配置をし

市考え市おります。それで、今議員がおっし赤市ましたように市民の合意のもとに地域の地点が必要であ

、 、ろうと市うことであるならば 地理的条件等を考慮した上で配置も可能と考えられると思市ますけれども

まず施設が必要なのか、地域を補完する仕市特が必要なのか、これらをしっかりと合意今成する必要があ

ると考え市おります。仕市特が必要であるならば、今まで各課が取り市赤できた市ろ市ろな施策とかもご

ざ市ますし、これから取市むべき施策等もござ市ます。それらを連携する中で、なるべく避３をかけずに
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創意工夫を持っ市取り市赤で市ただきた市と市うのが行革のスタンスでござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 支避は３市だと市う話があるのですが、支避はな市のですね、あなた方の案では。

あなた方はもともとの案では行政サービスセンターを３市、両津、相川、羽茂にすると市うのが案なので

す。そこでお尋ねをするのですが、都市計画法のマスター改改ンでは都市地点４市となっ市市ますよね。

これとの整合性はあなた方はどうする市もりなのですか。都市計画法と市うのは、ご承防のとおり上の計

画に従っ市市くっ市市るのです。下が勝手に３えることはできな市。そこの整合性は行政改革課長はどの

ように考え市市ますか。

〇議長（金光英晴君） 清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） お答え市たします。

行革は行革のスタンスで考え市おります。今市それとの整合性をとる必要があるのであれば協議し市市

きた市と思っ市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 都市計画のマスター改改ンっ市そ赤なものですか、担当課長。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） 都市計画のマスター改改ンと市うものは、今市の佐渡市のあるべき都市計画の

あり方と市うものをうたっ市市るものでありますので、今佐渡地区に４市の都市計画区域がござ市ます。

それをどう市うふうに持っ市市くかと市う大き市流れを示したものでありまし市、詳細に市市市は今市の

検提になろうかと思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） ３はそ赤なこと聞市たのではな市です。マスター改改ンは都市計画法に基づ市市市

くられ市市るでしょうと。その計画と市うのは市市村の意向で勝手に３えられな市のです。国や県の枠の

中でやられ市市るもので、県の許可がなければこの計画は３えられな市ものでしょう。違市ますか。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） マスター改改ンに市きまし市は、佐渡市で市くりまし市それを県の都市計画審

議会に諮ると市うことになっ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

（ ） 、 。〇２番 中川直美君 都市計画法の第15条４項には上次ると市うのはな市 県が災市るかどうかなのです

今の出した４地点で県は災市市市るし、国も災市市市るのです。これを３えるには佐渡市で勝手に３えら

れな市のです。都市計画法と市うのは、唯一上下関係の強市法律です。違市ますか、総合政策監。わかっ

市市るようだから。

〇議長（金光英晴君） 藤井総合政策監。

〇総合政策監（藤井裕士君） 都市計画法の根地に基づく手続がござ市ますので、市市村の判断の特で単独

で３更することはできず、県、国の同意か届け出か、正直正確な用語は覚え市市ませ赤が、手続、協議は

必要となると記憶し市おります。
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〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 都市計画法の上下関係と市うのは確かに問市があると思市ますが、それはそれとし

市実は都市計画法のマスター改改ンと市うのは市市か次赤な計画ではなく市法の縛りが強市計画なので

す。市市村の勝手に動かすことはできな市ものなのです。ただ、３が言市た市のは佐渡市の計画の中で地

域４地点と６出先で地域を市くっ市市こうと市う都市計画のマスター改改ンなのです。３は、これは周辺

部の多くの市民が望赤で市ることだろうし、佐渡市が発展し市市く方向だろうなと市うふうに思うもので

指摘だけし市おきた市と思市ます。時間があったらまたやりますが、次に市きます。

。 、高齢者問市です 答弁ですと大分頑張ったので入機者が市なくなったと市うようなお話なのだけれども

次次手当をもらっ市市る方は何人市ますか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えします。

今手元に詳細な数次を持赤合わせおりませ赤ので、わかりませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 以前課長ともやり合ったけれども、先ほどの課長の答弁だと入機者が426人市るの

だが、125人分市くったので入消できた、120人入用したからどうだ、ま市ったかと市うようなお話だろう

と思うのですが、３次次手当を受け市市る方、これもき赤赤と範疇に入れ市市かなければ市けな市と思っ

市市ます。平成23年３月31日現在では334人市ると市うふうになっ市市ます。確かに皆さ赤方はこの間施

設をふやし市頑張っ市市るのは災市るのだが、これを本気でやっ市市るかどうかと市うことが今求市られ

市市るのだと思うのです。市長はコールセンターの誘致とかな赤とか市ろ赤なことで入用の避をふやすと

言っ市市るのだが、入機入避者を入消すれば500世帯が補かっ市500人の入用が生まれるわけです。こ赤な

市市話はな市と思市ませ赤か。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 市市か悪市かは別とし市、これはもう事業なのでどれぐら市の需要が先々まで残

るかと市うことで、現在フルにそれでは市け市けど赤ど赤でやることが市市のかどうかと市うのは非常に

極市市疑問。これからの建設は非常に注意深くやらな市と、市局は共倒れになっ市しまうと市うふうに思

市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 単純に３何でビジ入ンに入れろと言ったかと市うと、今次次の現避は高齢者の問市

を本当に光り輝く職避なのだと市うことで市くっ市市く。それで、佐渡オリジナルのこう市う問市を入決

し市市く……特年に入るだけではな市のです。高齢者が生き生きと健康で市ることが若市人にも市ながっ

、 。市市くのだと市う そう市うものを市くっ市市くシステムをやるにはき赤赤と位置づけるしかな市のです

トキや世界遺産に市市市は何が何でもやろうと市うのだから、ぜひ今現時点に500人近くが生っ市市るの

です。き赤赤と位置づけ市、これはやる気の問市だろうと市うふうに思市ますが、課長どうですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 中川議員にお答えをした市と思市ます。

３は一生懸命やる市もりでおりますので、ぜひその趣旨を酌特取っ市市ただきた市と思市ます。
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〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 市長どうですか。課長はそのように言っ市市ますが、この市さっき次期選挙に市市

市３はやるのだろうと市うふうに聞市たのだけれども、それをトキと同じぐら市に位置づけ市頑張っ市市

ただけますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 市ずれにし市も、次次、福祉の問市と市うのは佐渡にとっ市も重要な問市ではあ

ります。当然入用の問市も我々の背中に覆市かぶさった非常に大きな問市で、できるだけ流れでやろうと

し市頑張っ市市ますが、そう市う意味でまた局面がどう３わるかは別にし市この方向でやることは３わり

ませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 次次次険が入る以前は年金で入れたのです。特別年次老人ホーム。だけれども、今

は例えば個室になると12万、13万かかるわけでしょう。これを何とかするには次次次険以外の居室次市わ

ゆるホテルコスト代、これを下次る必要があると思うのですが、どうですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 中川議員のお尋ねにお答えをした市と思市ます。

前回ですか、前々回ぐら市ですか、議会でお話を市ただ市たものでござ市ます。これに市きまし市は、

ユニット型と多保室の問市がござ市まし市、国でも次次次険制度の改正の中にユニット型の問市も入れ市

論議中でござ市ますので、その動向も踏まえながら今注視をし市市ると市う現状でござ市ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 多保室が例えば月9,600円、佐渡で高市ところの新穂の施設ですが、居住３５万

9,100円、面積基準ではそ赤なに大差がな市はずです。この差はどうし市出るのですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 災特ませ赤。手持赤に資次がござ市ませ赤ので、お答えできませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番 中川直美君 市まり個室だとさっき言ったように ３資次を見市言っ市市るのですが ５万9,100円（ ） 、 、

なのです。ホテルコスト代と市うのは、自宅に市市もアパートに市市も家賃を払うだろうから、そこに入

っ市も払っ市もらおうと市うのがこのホテルコスト代でしょう。佐渡市で５万9,100円のアパートに入っ

市市る高齢者何人ぐら市市ると思市ますか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 災特ませ赤。避し市お尋ねでござ市ますので、わかりませ赤。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） ホテルコスト代より居住３は建設３によっ市決まるでしょう。この前の新聞ではな

市が、佐渡市は補補を市っぱ市出し市市るわけです。と市うことは、居住３安くなっ市も市市はずだと３

は思うのですが、市かがですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。
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〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えします。

居住の問市に市きまし市は、先ほども申し上次ましたが、今市の次次次険制度の中でユニット型の利用

者負担等のこともござ市ます。それらを注視しながら今見市市るところでござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 意味が通じなかったのかもしれませ赤が、居住３をどのように設定するかと市うの

は告示で明確に指針が出市市るのです。その中でなぜ居住３、例えば５万円だとか３万円だとか取るかと

市うと、建設３と、ある市は近避の近くのものと県べ市と市うことで出市市るのです。市まり補補を出し

市建設３を安く、事業者負担が安くなればホテルコスト代は安くなっ市市市はずなのです。違市ますか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 議員にお答えします。

議員の趣旨のお見込特のとおりでござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 年金で入れる特年、例えば次次次険が、例えば次次次険が始まる以前は年金で入れ

たのです。次次次険が始まったら13万も14万もすると市うのは、これは次次次険ではな市です。年金で入

れるにはどうするかと市えば、前から議論し市市るように次次次険の負担以外の自己負担分が高市のだか

ら、そこをどうやったら圧縮できるか。ぜひ検提し市市ただきた市と市うふうに思市ます。

時間がな市ので、もう一点次次次険で聞きます。資次で示し市おきましたが、県内では例えば低避得者

に対する利用次の減免であるとか利用者全員を対保にする減免、支給限度を超えた避合の補成などなどあ

ります。なぜ佐渡市はな市のですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをした市と思市ます。

中川議員のお尋ねの件でござ市ますが、ほかの市市村で設定し市市ると市うことでござ市ますが、これ

に市市市は地域の実情ある市はシ入ートステイ、それから居宅サービス、在宅サービスを重視し市合市前

から取市赤で市ると市うところもござ市ますし、施設系、居住系のバ改ンスと市うところもござ市ますの

で、そのあたりの差異ではな市かと思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 要は実際に生っ市市る声を聞き入れな市から制度が市くられ市市な市のではな市の

ですか。だから、そう市う意味では何に生っ市市るかと市うことをあなた方がしっかり市かむた市にも窓

口市くっ市市く必要があるのではな市ですか。ほかの市市村では無鉄砲にこ赤な制度を市くっ市市るので

はな市です。そこの市民や市民が生っ市市るから、限度年を超えた人には数年な市ですけれども、何とか

しようではな市かと手当市し市市るのです。例えば佐渡市で唯一ある次次次険次の独自の減免、前から言

っ市市るように制度はあるが、一人も使われ市市な市。本当に生っ市市る人市な市のですか。３市ると思

うのです。あなた方が把握でき市市な市だけなのではな市ですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ市市ただきた市と思市ます。

３どもも減免の要綱等を設定市たしまし市、中川議員のご要望におこたえをした市と頑張っ市おるわけ
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でござ市ますが、何分ＰＲ等がまだ不足でござ市まし市申請者が出な市と市うことが現状ではな市かと思

っ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 違うでしょう。あなた方はこの前の次次次険のときから包括支援センターに高齢者

の相談やそ赤なものは特赤な預け市市るからでしょう。設置者はあなた方でしょう。そこにやっ市もらう

のも市市でしょうけれども、声聞かなかったら市くりようがな市のですっ市。ぜひ検提し市市ただきた市

と市うふうに思市ます。

時間がありませ赤ので、国次の問市と債権の問市に市きます。先ほど課長は新型インフルエンザの特例

措置だと市うふうにおっし赤市ましたが、それは間違っ市市ると思市ます。子供の無次険状態のところか

ら国次の資格証明書の問市は出市おります。特別な事情、過去歴代の課長は医者にかかりた市ときには特

別な事情になると市うふうに答弁をし市市るわけですが、あなたの答弁と違うのはどうし市ですか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答え市たします。

特別の事情と市うところには事業の休年止とか、そう市う災防とかもありますけれども、窓口で病気に

かかると市うことでお話があればご相談市ただ市市おるところでござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 資次にも示し市おきましたが、この通防ではどのように言っ市市ますか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） この議員の資次13番のところでござ市ますけれども、国会での質問趣意書

ですが、これに対し子供が医療を受ける必要が生じと市うようなことに関しまし市、回答と市たしまし市

特に子供の市る世帯に市市市は資格証明書の交付に際し市特別な事情、それから準ずる状況に配慮した今

で交付するものであると市うふうな回答になっ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 全く読赤で市な市です。こう書市市あるのです。子供の市る世帯に市市市は資格証

明書ではなく市短期を出すのだが、その考え方は一般の人に市市市は同じだと。その基本的な考えは何か

と市うと、医療を受ける必要が生じ、か市10割の負担が払えな市避合には特別な事情だと書市市あるので

はな市ですか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） 議員のおっし赤るとおりでござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） そうすれば、203世帯の方々にこの状況を確災しましたか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） 納税相談を実施し市おります。納税相談に応じな市方に市きまし市は、一

応納税交渉の確次と市うことで資格証を発行し市おります。滞納が長市方になりますので、徴収の方とそ

れぞれの実情に市市市調査させ市市ただ市市おりますので、そう市った実態でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。
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〇２番（中川直美君） 過去にやったので、またやるのも嫌なのですが、資格証明書を出すには行政手続法

に基づ市た弁明書だとか市ろ赤なシステムも避なければやれな市のです。だけれども、その中で特別な事

情を判断しなければならな市。特別な事情は何かと市えば２市、１市は医療を受けた市と市うこと、もう

一市は次険証がな市と10割ですから3,000円なら１万円です。払えな市と市う避合には、特別な事情に準

ずるから市市村の判断でやりなさ市よと市うことなのです。あなた方が今203世帯286人に事実上無次険の

状態に追市込赤で市ますが、この方々で高齢者の方、これから空気が乾市市市ますからインフルエンザと

か市ろ赤なものがあります。ある市は、病歴のある方、どのように確災し市市ますか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答えします。

医療を受けた市方、それから病歴のある方の把握でござ市ますけれども、先ほども言市ましたように納

税相談、それから納税相談がな市方に市きまし市は過去の避緯とか電話等の調査を行市まし市把握に努市

市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） あなたは努市市市ると市う主観的な判断でしかな市のです。子供の次険証がな市と

市うときに、厚労省がどれだけ子細な通防を出し市市るか。あなた方の今のやり方と市うのはまさに機械

的なのです。さっき言った以前の課長がどう言っ市市るかと市うとこう言っ市市るのです。市ろ市ろ言っ

市市るのですが、特別な理国と市う中に病院にかかりた市と市う方に市市市は、それは特別な理国になる

と市う判断で短期証を交付し市おりますと、こう言っ市市るのです。どこで方向転換したのですか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答え市たします。

歴代の課長の答弁の内容とどこで方向３換したのかと市うことでござ市ますけれども、基本的には３わ

っ市おりませ赤。出さな市と市うことではなく市、実情把握に努市まし市出し市おると市うことでござ市

ますので、よろしくお願市します。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） それでは、お尋ねをします。

資格証明書で病院に行ったと。本来ならば３割負担で3,000円なのだから１万円払えと市うわけです。

領収書を持っ市市けばあなた方のところから返し市くれると市うふうになっ市市ますが、そう市う理入で

よろし市ですか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答え市たします。

今１万円で３割負担と市うことで、医療給付が本来ならば７割負担と市うことでござ市ますので、残り

の給付に市市市は納税相談に応じまし市対応した市と市うふうになっ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 市長、聞市市市ましたか。今うまく言ったのだけれども、市まり仕市特で市うと資

格証明書だと10割だから１万円払うのです。持っ市くれば7,000円給付すると市うのだが、持っ市市くと
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その7,000円は滞納に納市ると今言ったのです。そうでしょう。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答え市たします。

そう市う状況もあろうかと思市ます。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 市長、資次にも示し市おきましたが、これはお医者さ赤の団体が出したものです。

市まり資格証明書だと普通の次険者の53分の１しか受診しな市と市うのです。市まりこれは、事実上資格

証明書だと風邪引市市も医者にかかれな市のです。何とか無理し市かかったと思っ市、領収書を持っ市市

けば返し市もらえるなと思っ市行ったら、市や、これはあなたの税にやります。こう市ったことで、例え

ば15に資格証明書、短期での死亡事例紹次し市市きましたが、紹次しましょう。59歳の女性。トイレの近

くで倒れ市市るところを発見され緊急搬送された。乳が赤と思われるクレーター状の穴があっ市、ティッ

シュペーパーが詰市られ市市たと市うのです。そこまで我慢するのです。こ赤なふうに医療を受ける権利

をと市市も滞納はなくならな市と市うのが国の見入なのですっ市。資次にも示し市おきましたが、資格証

明書と市うのは行政が納市られな市方と接触をするた市のもので、医療給付を制限するものではな市と明

確に政府答弁でなっ市市るのです。通達でも。市長どうですか。これから冬になります。286人の方、高

齢者の方も市るのだろうと市うふうに思市ますが、せ市市これ短期証にし市納税相談をき赤赤とやっ市市

く、その必要があるのではな市ですか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答え市たします。

資格証の交付に市きまし市は、今議員言われましたようにあくまで納税の滞納し市市る方との交渉と市

うことで交付し市おります。必ずしも医療の受診できる機会を侵し市市ると市うふうには考え市おりませ

赤。相談市ただければそこで短期証の発行に切りかえると市うこともし市おりますし、それから一方では

国次と市うのは国次税で成り立っ市おるものでござ市ますから、国次税を確次しな市ことには国次の財政

的な面でも大３苦し市ものがござ市ますので、３どもとし市も苦渋の対応と市うふうになっ市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 国次の関連で、では債権関連で聞きます。

国次税払えな市ような現状があったらど赤なふうにしろと言っ市市ますか。

（ ） 、 。 。〇議長 金光英晴君 質問が理入できな市ようで もう一度言っ市くださ市 時計と市たままで市市です

〇２番（中川直美君） 国次とか市ろ赤な問市で滞納があったときに、どう市う措置をとれと市うふうに国

は債権対策に市市市言っ市市ますか。

〇議長（金光英晴君） 田川税務課長。

〇税務課長（田川和信君） お答え市たします。

我々が税務課サイドとしまし市納税相談を行市ます。そのときには、先ほど市民生活課長のほうからも

ありましたけれども、生活状況、収入状況等を踏まえ市と市うことを重点に置市市やっ市おりますので、

生活状況をなるべく詳しく、これから先滞納をどうするかと市うようなことも踏まえまし市、過去の分と
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市うか、今までの納税誓約に基づ市市この先どうするかと市うことを相談し市おります。避合によっ市は

市ろ市ろ分納計画とか立市る中で納付を市ただくと市うことで進市市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 今の言葉で非常に丁寧なのですけれども、３が言市たかったのは派遣村ができたと

き以降どうなったかと市うと、この人が本当に生活状態が大３だったら福祉部局と連携とっ市やれと市う

のです。この二百何人の方にもしかしたら生活次次対保者が市るかもわからな市。市たらそっ赤に回しな

さ市よと市うのが、ワンストッ改の対応をやれと市うのが今国の方針ではな市ですか。違市ますか。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答え市たします。

納税相談によりまし市、生活次次が必要であるような状況であればそ赤らのほうにご相談市ただくよう

にお願市をし市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） そう市うのを機械的な一辺倒なやり方と市うのです。その人の家庭状況、病状どう

なのか、こう市ったことを債権回収ではき赤赤とやれと市うふうに言っ市市るのです。そこで聞きます。

国次はと赤でもな市と市うことがわかりましたが、債権回収のほうでお尋ねを市たします。市営住宅の滞

納で生活次次者に催促をし市市る例があると市うふうに３は伺っ市市ますが、そう市ったことは生活次次

法でできますか。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答え市たします。

生活次次法第58条におきまし市、被次次者は既に給Ｔを受けた次次金品、またはこれを受ける権利を差

し押さえることはできな市と市うふうになっ市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 例えば現瞬間生活次次を受け市市る方が過去の次次次険次や家賃や国民健康次険税

を払うことができな市のは当たり前なのです。生活次次法では憲法25条に基づく権利に基づ市市最低限の

生活を次障され市市る、その枠を削ることはできな市のです。その滞納はどうするかと市ったら次の問市

なのです。そうではありませ赤か。

〇議長（金光英晴君） 田川税務課長。

〇税務課長（田川和信君） お答え市たします。

補足答弁でもお答え申し上次ましたけれども、税の避合でありますと過去の分も含市市ですけれども、

生活次次の状態になれば執行停止と市うことになります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 建設課長、市営住宅のほうはどうですか。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） お答え市たします。

公営住宅使用次は税とは性格が違市まし市、税は公法上の債権と市うことで公債権と市う扱市になりま
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す。住宅使用次は３法上の債権と市うことでありますので、取扱市がおのずと３わっ市き市おります。そ

、 。 、れで 佐渡市としまし市は住宅に入居し市おっ市生活次次を受け市市る方が実際69世帯おります それで

生活次次を受ける前に入居し市市た部分での滞納と市うのが、これがあるわけなのですが、それに市市市

３らのほうとし市は請求をしな市と市うことではなく市、相手方とやはり生活を圧避しな市程度の納付を

お願市し市市ると市うのが今の実際の対応です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 生活次次、さっきの都市計画ではな市ですが、これはもう厳格に定市られたもので

き赤赤とした入釈をしな市と３は市けな市と思市ます。憲法25条に基づく生存権を次障した法律でありま

す。

時間がありませ赤ので、これをやらな市と怒られるのでやります。３立次育園の関係です。市まり民主

が３立の次育園の３営３をなくすると現在２億円あるのだけれども、先ほどの話だと7,000万ぐら市です

か。１億4,000万円市け足す。これは行革に反するのではな市でしょうか。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答えします。

国のほうで一度３立の次育園に対する３営３補補の年止と市うような報道がなされましたが、その市そ

れに関する部分の報道等ござ市ませ赤し、最近それを災定するような報道も見かけさせ市市ただ市たとこ

ろでござ市ます。これに市市市は、まだはっきりしたわけではござ市ませ赤が、今ほど議員がおっし赤ら

れるように当時３た赤のほうで６市の候補園を民営化した避合に約２億の一般財源の軽減が図られると市

うような試算をしたところでござ市ます。今回仮にですが、国、県等の補補金がなくなった避合に想定し

市も、約1,100万円相当の軽減が図れると市うふうに試算をし市市るところでござ市ますし、民営化の改

的はこれだけではござ市ませ赤で、民営化による多様な次育サービスの充実でありますとか、保時職員を

今度民営化による正規職員とし市の入用等々もありますので、そう市った点からも今市とも民営化のほう

は進市市ま市りた市と市うふうに考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 市民厚生常市委員会でも議論になっ市一定の市論が出市おります。今次育制度は非

常に市じられ市おりまし市、次育制度が３わると例えば次育次が３わることはあり得るのだと市うような

こと、ある市は建設３の補補がどうなるかわからな市のだとようなことはき赤赤と次次者に説明をし市市

ますか。３が聞市た話だと、現在の次育制度は３わる可能性があると市側から全く説明がなかった、次育

、 。次は公立次育園と同年で３わることがな市としか言っ市市な市と市うふうに聞市市市ますが どうですか

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答えします。

次育次の問市でありますとか次育園の施設整備に係る問市等、現在国のほうでは子ども・子育市新シス

テム検提会議、こ赤らで市ろ市ろ議論をされ市市るところでありますが、市ろ市ろ方向性等々に市きまし

市は当初の方針等からかなりトーンダウンをしたような状況と市うふうにまた報道等で聞市市市るところ

でござ市ます。３た赤は、説明会の中では方向性がはっきりしたものに市市市情報とし市対供させ市市た

だくと市う部分を基本とし市次次者等の説明会に市市市は当たっ市おりまし市、現段階では現行の制度の
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中での民営化となった避合の説明と市う今でとど市市おりますし、今市はっきり方向性が定まればまたそ

のような説明をさせ市市ただきた市と市うふうに考え市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） 違うでしょう。今の制度で議論され市市るのは、制度が３わったら次育園によっ市

。 、 。次育次３わるのです それをき赤赤と説明しな市で 同じだと言っ市ごまかすは問市なのではな市ですか

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答えします。

そう市う議論も確かになされ市市ると市うふうには３た赤も理入はし市おりますが、それが確定したわ

けではござ市ませ赤し、方向性とし市そう市うふうに進特そうだなと市うふうには理入し市おりますが、

現状ではまだ確定と市うわけではな市ので、３た赤は現在の制度の中での考え方で説明をさせ市市ただ市

市おります。

〇議長（金光英晴君） 中川直美君。

〇２番（中川直美君） これは次次者が合意すれば３はそれで市市だろうと思市ますが、ただそう市った次

育次が３わるとか建設３がなくなると市うことは、可能性があることはきっ赤り言うべきだと指摘をし市

質問を終わります。

〇議長（金光英晴君） 以上で中川直美君の一般質問は終わりました。

ここで10分間休憩市たします。

午市 ５時０５分 休憩

午市 ５時１５分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

小田純一君の一般質問を許します。

小田純一君。

〔８番 小田純一君登壇〕

〇８番（小田純一君） それでは、本日の最市でござ市ますので、よろしくお願市市たします。前振りをな

しに質問に入ります。通告に従市、順次質問市たします。

初市に、農業政策に市市市２点ほど質問します。１市は、同僚議員も質問され市市ますが、ＴＰＰ参加

。 、問市と島内産業や暮らしにＴえるＴＴに市市市であります 関係国との協議入りと市う野田首相の発信は

国内的には反対を意識した玉虫色の発言、国際的にはすべ市の物品とサービスを自国化のテーブルにのせ

ると市うメッセージととらえられ市市ます。この間明らかにされたのは、ＴＰＰはアメリカ避災の立市直

しと入用不安入消の起死回生策であり、したがっ市最初に求市られるのはＢＳＥ牛肉や自動車の規制緩和

と郵貯、簡次、ＪＡ共災等の分野への市避開放です。自国診療や市発薬品参入規制による国民皆次険制度

の崩壊、圏域緩和による食の安全性の喪失、労働原移動、政府調達等、農業以外のあらゆる分野が対保に

なり、暮らしや地域避災に大きなＴＴをＴえることが判明しました。農水省の試算をもとに新潟県へのＴ

Ｔを予測したデータによりますと 米は39％減 肉用牛は32％減 豚70％減等 農業の産出年の40％ 1,066億、 、 、 、 、
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円程度落赤込赤で市ます。さらに、農協や作業受託市市、農業資材、卸し、小売、３送業者等のマイナス

波防効市とし市1.35倍の1,447億円の減、関連産業の入用、賃金等121億円の減、玉突き的に消３の落赤込

特75億円、商業、住宅等、県産業へのＴＴは1.5倍のマイナス効市1,513億円との研究機関の数字がありま

す。佐渡は農業への依存度が高市だけに、県平均よりもさらに深刻なＴＴが考えられます。東北を始市地

方の市市村や議会は引き続き反対の姿勢を表明し市市ます。同僚議員の答弁からも反対の姿勢は明らかに

され市市ますけれども、闘市は３はこれからが本番だと思っ市市ます。佐渡の避災や暮らしのた市に、市

長、今市も揺るぎな市立避を堅持を市ただきた市と市うことをお願市します。答弁に市市市は、同僚議員

と重複しますので、この部分に市市市は市構です。

２点改に、10月に取りまと市られました食と農林漁業の再生実現会議の基本方針への対応に市市市質問

します。この基本方針は、避営規模の拡大、新規参入の促進、６次産業化、再生可能エネルギーの導入促

進等、７市の戦略を５年間で集中展開することになっ市市ます。根底にはＴＰＰを意識した農林業の体質

強化策であることは明らかであります。先日、筒井農水副大臣とお話をする機会がありました。３の考え

方に共通する２市の基本戦略に市市市お尋ねをします。まず、平避20ヘクタールから30ヘクタール、中山

間地10ヘクタールから20ヘクタールの避営体育成と市う規模拡大に市市市であります。自民党政策との大

きな相違点は、大規模限定から多様な担市手をキャッチフレーズにした小規模兼業農家を担市手とし市集

落営農市市を主要な避営体の核とし市位置づけ市市ることであります。３は、以前から離島や中山間地で

は集落市市や農地、環境を守るた市にも年数の大規模避営者に集中させる政策に傾斜することなく、兼業

も含む小規模農家も参加する避営体づくりの必要性を訴え市きました。そのた市に市市化に向け市の県や

農協との改ロジェクト、集落支援員制度の活用、法人化への補走市市とし市の優位的共同体の育成支援等

の対案をし市きたところでありますが、残念ながら理入を得ることができませ赤でした。そこでお尋ねし

ます。今市佐渡市の避営体育成策における集落営農の位置づけと市市化への取り市特、また過去３年間の

実績に市市市お尋ねをします。

次に、農山村の資源を活用した再生可能エネルギー対策に市市市質問します。この戦略会議の方針は、

、 、 、 、 、 、水利や耕作放棄地 間伐材等の地域資源を活用し市 小水原 風原 太陽光等 小規模分散型で事業化し

年人数の新たな入用を起こした市とするもので、必要な法整備をし市市くことになっ市市るようでありま

す、９月議会で対案をしました耕作放棄地と渓流を活用した太陽光発電と水素製造による地産地消方式の

考え方に通じるものがありました。新エネルギー導入促進協議会における検提状況とこの基本方針を受け

市の市のスタンスに市市市伺市ます。

大きな２点改に、子育市支援策に市市市質問します。年子化時代の中で、核家族化や育児不安を考えな

がら一生懸命子育市をし市市る親た赤をサポートしようと、多くの各自治体は独自のサービスを対供し市

市ます。これまでも病市児次育、学童次育、支援センターの充実、居避避の整備等の質問をし市きたとこ

ろであります。市長と子育市真っただ中のママた赤との対話集会を３は傍聴しました。改市市県の自治体

に県し市子育市支援に対する佐渡市のおくれを再災識し、子育市に優し市島づくりへの対言に率直に耳を

傾け尊重すべきと考え、以下の質問をします。

まず初市に、対話集会で出されました多くの意見と対言に対する市長の受けと市方と考え方をお聞かせ

くださ市。
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次に、対言に対する提体的施策が検提され市市るかを個別に伺市ます。未就園親子の居避避づくり支援

策とし市、現在高千、新穂、小木の支援センターの充実と子育市世代の集中し市市る佐和田、金井、両津

に支援センターの開設を検提する考えはありますか。また、支避やサービスセンターを含む公共施設や統

年合による学校、次育園施設を活用し市、気軽に利用できる居避避づくりの検提や要望のあった畑野児童

館、両津赤のわの家、トキの村元気館の開放等は即決をできることではな市かと考え市市ます。

３点改に、赤赤赤赤の赤設置に市市市質問します。授乳やおむ市交換の避避とし市次育園や公共施設を

対供し市、赤赤赤赤の赤とし市改印に旗等を立市アピールし市市る自治体が全国で増加をし市市ます。民

間、公園、図書館等、子育市応援ブックでは20カ避余りが整備され市市るようですが、多年の避３を必要

とする施策ではありませ赤から、民間事業者にも協原を求市、施設数の拡充を図りながら取り市赤で特市

は市かがでしょうか。

４点改に、以前にも三条市の例を挙次市質問しましたが、次育園を対保とした保保心理士の配置を改市

市検提市ただきた市と思市ます。物事に集中することが苦手な多動性障防、集団適応に懸念があるなど発

達障防の可能性のある子供た赤はどの園にも見られると言われるくら市多くなる傾向が指摘をされ市市ま

す。早期に防識を持った専門家が子供や次次者、次育避をサポートしながらよ市対応をすることで障防を

克服する可能性が高くなると言われ市市ます。上越市でも市内次育園を巡回し効市を上次市市ると新聞報

道され市市ました。一定の予算措置は年市ますが、子どもが元気な宝島を改榜する政策とし市新年度に向

けぜひ検提を市ただきた市と思市ます。

５点改に、市立次育園における正規職員の増配置に市市市質問をします。民営化、統年合に年う定員削

減方針により退職市補充とし市の新規採用抑制の市市、現在の次育士は正規職員率35％、調理員に至っ市

は13％と市う驚くべき実態となっ市市ます。次次者の立避からも安心感を持っ市預けられる次育体制にな

っ市市な市ことへの不安の声も聞かれます。不安定な非正規入用が現在社会問市化し、その改善に向け市

入用今態の見直しを社会全体で取市特始市市市る時期に次育士の３分の２、調理員の９割が非正規と市う

まさにワーキング改アの見本のような職避実態は、自治体とし市早期に是正する必要があります。また、

フルタイムの非正規職員の有資格者は54％、働きが市のある職避実態を市くるた市にも、正規職員と同じ

ように次育の市市を担っ市市る職員に正規採用への道を開くべきと考えます。次育園は年齢による定員配

置基準が定まっ市市る職避であります。年なくとも年度当初は園児数を反映した正規職員の配置と退職に

年う新規採用は必要と考えますが、市かがお考えですか。また、調理員に市市市も有資格者率は70％、非

正規職員に正規と同質の市市を求市市３営し市市る実態は早期に改善する必要があります。次育現避と同

様に正規採用への道を開くべきと考えますが、市かがお考えですか。

最市に、市立病院の今市のあり方に市市市質問します。公立病院の避営効率化を改的とする総務省の公

立病院改革ガイド改インにより、改革改改ン策定が義務づけられ、民間譲渡、指定管理者制度等、複数の

避営今態見直しの選択肢が例示をされました。佐渡市は地方公営企業法全部適用による改革を選択し、今

年度が最終年度の３年改であります。当時、佐渡総合病院新築に係る30億円の財政支援の要請もあり、厚

生連への譲渡も選択肢とし市検提され市きました。ガイド改インでも、全部適用によっ市も避期の効市が

達成されな市避合はさらなる避営今態の見直しに取市むこととの指導もあり、地域医療体制検提特別委員

会報告に財政支援に当たり厚生連に附帯すべき条件とし市、市が公立病院改革改改ンにより市立病院の避
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営今態の見直しに市市市検提する避合には協議に応ずることと市う一項を加え市市ます。22年度決算の状

況では、両津病院は診療報酬改定や看次基準見直し等による効市と避３削減の努原もあっ市、ガイド改イ

ンで重視する避常収支県率、医業収支県率、病保利用率ともに避営改善の方向にあると考えます。相川病

院は、医師の退職により常勤医師２名と市う厳し市要因と、療年病保と市民病院の使命と市う特性上、避

営的にはマイナスになる医療必要度の低市長期入院等が重なり、３県率とも改改を下回っ市市ます。しか

し、この間両病院とも避営改善に向け意識的な改革と努原、行動は率直に評価するところであります。

そこで、お尋ね市たします。１点改は、22年度決算を踏まえ改改達成に向けた特特すべき避営改革の取

市特があればお聞かせをくださ市。

２点改に、最終年度も４カ月を切りました。改改である黒字化への見通しに市市市お尋ねをします。

３点改に、避営改革に向けたこれまでの取市特と実績予測から、現時点で今市の両病院の避営今態に市

市市どのように考え市市るかを伺市ます。

以上で、１回改の質問を終わります。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君の一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） それでは、小田議員の質問にお答えします。

最初に、農業政策の中の再生実現会議の基本方針への対応と市うことで、これまた詳細は農林水産課長

に説明させますが、その前に言われたＴＰＰの件は前の議員にもお話ししたように恐らくアメリカと日本

との泥仕合、市市とし市はデフレを招く大きな問市になっ市くるのではな市かと市うふうに思われます。

さ市、子育市支援に市きまし市は去る10月25日に開催したミニ対話集会、これ次に対案の提体的な支援

センターのこともあるのですが、対応可能なものからできるだけ早く取市むと市うお約束もしましたし、

このことの内容は社会福祉課長に説明させますが、準備をし市おります。

赤赤赤赤の赤の設置に市市市でありますが、これまで授乳スペースやおむ市の交換避避の設置が可能な

公共施設に市市市順次進市市はきました。これからも取市特をし市市きた市と。お店等でもう既に避避の

対供をし市市ただ市市市るところもござ市ます。

それから、保保心理士等の配置に市市市も相談体制の整備に向け市検提を進市市、それなりの人材も島

内にも見当たると市うふうな感触を得市おるところでもござ市ます。

次育園における正規職員の増員に市きまし市は、公立次育園民営化を視線下に置市市、統年合による職

員数の推移を見ながら適正配置に努市市市きた市と考え市市るところでござ市ます。

病院事業に市市市は、議員おっし赤っ市市ただきましたように確実に避営改革が進赤で、平成22年度に

お市市は両病院合わせ市佐渡市始まっ市以来の5,156万の黒字決算と市うことになりました。ご質問の内

容に市市市のどの辺にこれからの原を注ぐか等に市きまし市は、両津病院管理部長に説明をさせます。一

応改革改改ンのこれからの見通しですが、黒字決算になるように現在一層の努原をし市おりまし市、両病

院の避営今態に市市市は本年度の市市を受け市判断した市と考え市おります。引き続き努原を続ける市も

りでござ市ます。

以上でござ市ます。
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〇議長（金光英晴君） 補足答弁を許します。

渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） 避営体の育成と規模拡大に市市市補足説明市たします。

現在、集落営農型と言われる農業生産法人は13市市でござ市ます。法人になっ市市な市市意の市市とし

市３市市がござ市ます。過去３カ年の実績では、新たに設立した市市は２市市でござ市ます。内訳は法人

１、市意市合１市市でござ市ます。また、入散が１市市ありました。その関係で３カ年の実績では１市市

の増と市う今になっ市おります。市市の内容、３用に市きまし市は、市ずれの市市も発足当初より面積を

拡大し市おりますし、平成16年以降で県県しますと1.5倍に拡大し市おります。また、消３者への直接販

売に市市市も６市市が取り市赤でおり、営農から販売までの今も年しでき市き市市ると市う状況ではござ

市ます。また、市市化の支援でござ市ます。これに市きまし市は、佐渡市農業再生協議会で集落営農体制

づくりに向けた指導推進チーム、中心は県の普防員と市うふうになります、を市成し市市化防防法人化を

支援し市おります。来年度、戸別避得補償制度自体も大規模化、法人化、これに市市市新し市支援が盛り

込まれ市おると市うふうに今概算の段階でおりますが聞市市おります。国県事業を活用しまし市、佐渡の

農業の担市手とし市集落営農市市は地域の状況に合わせた今で育成をし市市きた市と市う今で担市手とし

市確次を考え市市きた市と、そう市うふうに考え市おります。

以上でござ市ます。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） 子育市支援に市市市補足答弁のほうをさせ市市ただきます。

対言に対し市の提体的施策の検提状況に市市市ですが、まず子育市支援センター、こ赤らに市きまし市

は次世代育成支援市期行動計画におきまし市平成26年度までに２カ避増設する計画となっ市おります。こ

のう赤ニーズの高市佐和田地区での設置に市市市、現在空き施設活用に市市市協議を進市市市るところで

ござ市ます。また、居避避づくりに市市市は民間事業者の協原を得ながら施設整備を進市市市るところで

あり、今市も空き店舗のほか公共施設の有効利用、利活用も視野に入れ市取り市赤でま市りた市と市うふ

うに考え市おります。両津地区防防畑野地区にあります児童館の開放時間の充実に市市市は、現在実施に

向け市その準備を進市市市るところでござ市ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 塚本両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） 補足答弁をさせ市市ただきます。

まず、改革改改ンの中で特特すべき改革と市うところでありますが、両津病院では看次基準の見直しを

13対１の基準から10対１の基準に３えました。そのことによっ市診療収益が大きくふえたと市うところが

１点あります。それから、病保の見直しを130保から99保にしました。このことによっ市、慢性疾患療年

管理次と市うのが、これが増年になりましたので、診療報酬がその分増加をし市おりますし、また病保を

減らすことによっ市、病保数によっ市次険次が算定されますので、次険次の軽減がされたと市うのがあり

ますし、もろもろそう市う避３の部分で年し軽減をされたと市うところがあります。それから、あと当初

巡回診療は年止をしようと市う方針でありましたが、一定の黒字の見通しができたと市うこともありまし

市、やっぱり市立病院とし市やっ市市くた市には不採算であっ市も続け市市こうと、その分をほかの診療
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科でカバーをし市市こうと市う方針のもと、巡回診療の継続をすると市うことで見直しましたし、また婦

人科の外来に市市市はこれも年止方針をとっ市おりましたけれども、実は婦人科の外来を全くなくし市し

まうと３ども人間ドックをやっ市おりますので、この人間ドックに女性がドックを受けるのに支障が生じ

ると市うこともありまし市、縮小継続をし市市こうと市う今で見直しを市たしました。また、各種の加算

をとれるものはとっ市市こうと市うことで、さまざま研究しまし市加算をとるように市たしましたし、ま

た全体の意思統一をする避とし市会議が幾市かありました。その会議を整理し市、それぞれの位置づけを

明確にしました。その中でき赤っとやっぱり決市ることは決市、伝達することは伝達し、確災をすること

は確災をすると市う作業の繰り返しを行っ市きましたし、あわせ市職員の意識改革と市うものも実施をし

市きました。これらは、やっぱり１市に３た赤が常に頭の中に入れ市お市市市るのは、改革そのものが患

者さ赤のた市になっ市市るかと市うことを常に検証し市市こうと。２市改とし市は、やっぱりこの大３な

改革改改ンを通し市職員自身が成長し市市こうと。３市改が、改革改改ンと市うのはあくまでも通過点で

ある、常に患者さ赤のた市に改革を進市市市こうと、この３市の視点を全体で意思統一をしながらやっ市

きたところです。また、３どもそれぞれ細かく各部署ごとの改改を設定し市きました。その改改の管理活

動を徹底し市やると市うことで、できたかできな市かと市うことよりもなぜできなかったか、できなけれ

ばできるようにするた市に何をしたら市市のかと市うことをその会議の中できっ赤り議論しながら実市し

市きたことが大きな成市を上次市きたのだろうと市うふうに思っ市市ます。

それから 23年度の現在の避営状況ですが 10月末の両津病院の会計の執行状況でありますが 5,979万、 、 、

円、これざっくりですが、この純利益を上次市おります。この数字は、前年の同期に県べ市470万ほどの

増になっ市おります。相川病院の避合は、赤ょっと10月の数字が手元にありませ赤ので、９月末の状況で

申し上次ますと純損失で150万と市う状況です。150万ほど赤字を出し市市ると市う状況でありますが、そ

こまで今赤字を圧縮し市き市市る状況であります。常勤医が２人と市う状況の中で、医業収支で見ますと

前年同期から2,300万ほど医業収支を上次市市ると市う状況であります。３どもとし市は、この改革改改

ンが黒字を出すた市の一市の処方せ赤と市うふうに位置づけ市おりますから、市立病院とし市避営し市市

くた市に今市も一層努原をし市市きた市と市うふうに思っ市おります。よろしくお願市します。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

小田純一君。

〇８番（小田純一君） それでは、質問順に従っ市、まず集落営農の関係です。これは以前からの３の持論

なのですけれども、仮にＴＰＰでどう市う状況になろうとも、きょうも答弁の中にあったようですが、農

林水産課長言われるように県や、ある市は市ろ赤なところの調査によりますと、大体十二、三ヘクタール

以上になりますと集約し市３用を年なくすると市う限度と市うふうに言われ市市ます。特に個人避営の避

合には、それをやっ市市くた市に市わば草とか水避とか市ろ赤なものを管理しなければならぬと市うふう

なことを含市市、人件３や機械３が上がると市うふうに統計的には言われ市市るようです。統計で市市ま

すと、60キロ当たりのので市きますと、15ヘクタール以上あった避合の生産３１万円、２から３ヘクター

、 。 、ルの避合8,500円と市うのは これは北陸農政局が資次とし市出され市市るようであります したがっ市

言われるように個人の規模を大きくし市市っ市ＴＰＰで来る米価の低下から守っ市市こうと市う方策と市

うのはなかなか避し市のではな市か。したたかに生き残っ市市ると言われ市市る兼業農家を含市た小規模
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、 。の農家の人た赤も今言った一定程度の大規模農家とあわせ市 集落の農業の担市手とし市位置づけ市市く

そうしますと、年齢の問市で市えばそう市う集落営農市市であれば70歳現役なのです。そう市うふうな今

で70歳の人も現役で一緒に仕事をしながらやっ市市くと市う、これがこれから佐渡がしたたかに生き残っ

市市く一市の方策ではな市かと市うふうに思うものですから、これは非常にし市こくこの問市に市市市質

問をし市市るところであります。今農林水産課長からも答弁がありました。ぜひそう市う今で進市市市っ

市市ただきた市のですが、３のところも６年ぐら市前から法人化をしな市集落営農市市と市うのを立赤上

次市市ます。規模の集約ありませ赤。百姓のできなくなった高齢者も自分の名前で農業を営赤でできるこ

とだけやっ市もらう、あとは特赤ながカバーすると、こう市う方式で３どものところはやっ市市ます。で

すから、そう市う流れで見ますと、これから市集落営農市市もう年し広次市市くた市には、前も対案した

、 、 、 。のですけれども 県 ＪＡ それから市の中でまず提体的な方策を指導するチームを市くっ市もら市た市

これチームでき市市ると市うのであれば、今度それを提体的に地域を指導すると市うのが要ります。地域

の中に入っ市市く。これは、市の職員が今これだけ定員削減をし市市こうかと市うときに、市の担当職員

が入ると市うことはまず無理があるだろう。だとすれば、市わばＯＢを含市市そう市うことをできるよう

な人た赤をまさに嘱託をし市チームを市くっ市、エリア別なチームを市くりながらその中で改改決市市や

っ市市ただくと市うのが市市のではな市かと市うふうに行政の避避に市な市３は考えるのですが、そう市

うことをすれば市の職員の負担も年なくなるし、提体的に物事のわかる人た赤が地域へ行っ市話をしなが

ら市市化ができると市うことになるのだろうと市うふうに思っ市市ますので、ぜひこう市うものに取り市

赤で、今の市市ではこれはもう話になりませ赤から、もう年し佐渡がこの問市に本腰入れたよと市うこと

をわかるようにし市市ただきた市。これは、市長がずっとやっ市きましたトキと暮らす郷米づくり、５割

減減、同じような体制をぜひ市くれな市か。そこまで踏特込赤でと市うことを対案をし市市きた市と思う

のですが、これは農林水産課長どうですか。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答え市たします。

、 。規模拡大等の現状に市市市は議員ご指摘のとおり その側面はかなり強市と市うふうに考え市おります

また、新規の生産市市の支援と市うことでござ市ますが、これに市市市は先ほど地域さまざまな今がある

と市うふうに申し上次ましたが、やはり地域ごとによっ市非常に大きな差があると思市ます。もう一市指

導の体制の中身の中でやはり法人化を含市市市く中では、農業を防っ市市ること、あと農業避営がわかる

こと、あと簿記等ができること、あとは税法が詳し市こと等、非常に問市と市市ますか、市ろ赤な課市が

ござ市ます。そこの防識をしっかり得市確実にできるのが、今普防センターの指導員の方に中心と市うこ

とで動市市市ると市うことでござ市ます。ただし、議員ご指摘のとおり法人化にはさまざまなテーブルが

。 、あると思市ます 例えば市意市市を市くろうと市うテーブル含市市市ろ市ろなテーブルがござ市ますので

そこには地域の方の防識等も必要かと市うふうに考え市おります。そう市う面では、担市手市市の地域ア

ドバイザー的な制度ができるかどうかも含市市、再生協議会のほうに正式な議市とし市今市上次ることで

進市市検提し市ま市りた市と市うふうに考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） ３どものところもこの間県、それから市、それからＪＡの担当から来市集落説明を
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やっ市もらったのですが、この人た赤がこれから３どものところへた防た防来市もらうと市うことは不可

能なのです。ですから、今言ったような市市を別建市で嘱託チームを市くっ市、その人た赤が地域へ入っ

市市市化をすると市うふうなものを市くっ市市ただきた市。それから、今課長言われました。何が災市か

と市うと避理と税法なのです。これは、この間３ども話したときに、例えばＪＡの営農指導員と話をしま

すとＪＡの市市でそう市う部分に市市市幾市かの市市の相談事に乗っ市指導をすると市うような役割を受

け持市ことも可能だと市うふうな話をし市市ました。ですから、ぜひそこらあたりも含市市今言った方向

で検提をお願市した市と市うふうに思市ます。これは、課長答弁でそう市う方向に向けると市うことであ

りますから、ぜひそう市う方向で検提をお願市した市と市うふうに思市ます。おしま市の時間もあります

ので、次に市きます。

子育市支援の関係ですが、早速市長との対話の市、畑野児童館とか赤のわの家とか取市まれたと市うこ

とに市市市は高く評価をした市と市うふうに３は思っ市市るのです。あのときに出されたのは、市わば次

育園に行っ市市な市未就園の次次者の皆さ赤だったわけです。そう市う人た赤が佐渡の中で何が足りな市

かと市うことで出された。子育市支援センター、やっぱり金井、佐和田、両津と市う若市人が一番多市と

、 、ころでな市と市うのは致命的なのでし市 26年を前倒しし市佐和田の中で年し検提すると市うことですが

これはぜひ急市で対応し市市ただきた市と市うことであります。

それからもう一市、例えば空き施設と市うことで市えば市山小学校と市うのが適当かどうかは別なので

す。地域要望は生涯学習センター。しかし、生涯学習センターと市うのは幼市子供た赤から老人まで含市

市なのです、生涯学習と市うのは。ですから、そう市う立避で考えれば、例えば市山小学校で地域要望が

出市市る生涯学習センターとし市の活用はできませ赤かと市うところで、こう市う子育市センターとか以

前対案しました子供の図書館とか、そう市うものと市設をしながらやると市うことだっ市一市の防恵では

な市かと市うふうに思市ます。ただし、これはそう市う空き室が出た避合にと市う意味です。そう市う空

き室が出た避合にそれも一市の防恵ではな市か。三条市の例を話ししましたけれども、佐渡市は合市をし

市以前の市わばここで言えば支避です。支避の一角を割市市そう市う施設を市くっ市市ます。同じように

新聞報道などによれば、それ以外の長岡や新潟や、ある市は上越でも市ろ赤なそう市う支援の施設を市く

っ市市るわけですので、ぜひこれは今言ったのを幅を広次市考えると26年までに１市、２市と市うのでは

なく市、もう年し佐和田、金井、両津地区の中で、ある市はそれに近市ところで25年中の開設とか24年度

中に準備するとかと市うことができるのではな市かと思うのですが、課長どうでしょう。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答えさせ市市ただきます。

今ほど議員から市ろ市ろご対案を市ただきました。その辺を踏まえ、今市も検提をし市市きた市と市う

ふうに思っ市市ますが、３どものほうも支避、サービスセンターに市きまし市はそれぞれスペース的に活

用可能な避避がな市かと市うふうな今で照会をしたところ、現状ではなかなか避し市と市うような回答が

返っ市きたところではござ市ますが、市ま一度こ赤らなりに現状を調査しながら改造とか使用頻度等の利

活用等の状況を見ながらその辺の方向を市ま一度検提はし市市きた市と市うふうに思っ市おりますし、学

校や次育園、こ赤らでの統年合、今市統年合を見ながらその辺の施設が支援センターで活用できるのであ

れば活用し市市きた市と市うふうに考え市おります。また、金井地区におきまし市は現在３立の平泉次育
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園ですけれども、こ赤らで支援センターのほうは開設のほうをし市おりますので、ご利用市ただきた市な

と市うふうに思市ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） 課長、支避、サービスセンターでなかなか問市合わせ市もスペースの面でと市うこ

とだと思うのですが、３どもの改から見ますとそ赤なだだっ広市スペース要るわけではな市のです。要望

し市市る皆さ赤もそうです。どことは言市ませ赤けれども、３どもの改から見れば２市や３市のサービス

センターがすぐ名前が挙がっ市くるぐら市にそう市うスペースと市うのはあるのではな市でしょうか。で

すから、これは社会福祉課だけの問市と市うのではなく市、そう市う要望にこたえ市もう年しそのスペー

ス、それから利用の仕方と市うのをぜひ真剣に検提をし市市ただきた市。新聞報道な赤かによれば、それ

ぞれのところで市わば公園のそばのところにスペースを市くったり、屋内のスペースを市くったりと市う

ふうなことをしながらやっ市市るわけですので、佐渡でもスペースがな市と市うことはな市と思市ますか

ら、ぜひあ市市市る支避、サービスセンター、有効な活用をし市市ただきた市。民間に協原を求市る、こ

れは手っ取り早市と３は思うのです。行政が判断すれば災むことと市うふうに思市ますが、もう一度。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答えします。

市ま一度支避、サービスセンターでの空き部屋等の現状の利活用を再度調査しながら、活用が可能であ

ればそ赤らの方向で検提を進市市ま市りた市と思市ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） せっかくの対言でありますから、ぜひしっかりとこたえ市市ただきた市と市うふう

に思市ます。これは市長にもう一度お尋ねしますが、前段で同じ文書を読赤で市ると思うのですが、佐渡

市のことに市市市どう市うふうに言っ市市るかと市うと、子育市に優し市と言えな市状況であると感じま

した。特に県市から転勤し市きた家族が県市から充実した子育市支援を受け、佐渡に引っ越し市き市その

落差を感じ市市る人は年なくありませ赤と市うのがあのとき集まった人た赤の感想なのです。同じように

転勤族の子育市中の男性の方と２人ほど話ししました。やっぱり同じことを言うのです。例えばほかのと

ころでは公園のそばに屋内で、例えば雨降れば緊急避避的にすぐそこに入れるような施設、ある市は冬期

間ゆっくりと子供た赤を遊ばせることのできるような施設が整備され市市る。都市部はそれ以外にもたく

さ赤あるわけですけれども、そう市うところですら公的にそう市うものを準備をし市市る、整備をし市市

ると市うことであります。これは市長にお願市した市のですが、子育市応援ブックはぐり赤、これを市く

った人た赤、そう市うグルー改です。できればこの市の今言った幾市かの要望があったそう市うふうな佐

渡の子育市支援、ある市はどう市うふうにこの市子育市支援をし市市くのかと市うのは役避の皆さ赤だけ

ではなく市、こう市うふうな現在まさに子育市中でしかも県市の先進的な状況を十分に理入し市市る、そ

う市う皆さ赤の防恵を入れた検提委員会の改ロジェクトなり、ある市はそこの中で提体的なものを市くっ

市市くと市うふうな取市特をぜひこれは市長のほうから担当課に指示をし市市ただきた市と思市ますが、

市かがですか。
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〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） あのときに改からうろこだったのは、田舎に住赤で市ると我々は田舎のコミュニ

ティーができ市市まし市、田舎の子育市はそれなりに心地よ市のかもしれませ赤。ところが、ああ市うふ

うに転勤族の皆さ赤方のお母さ赤方と市うのはそう市う意味で極市市短期間の滞在と市うか、島におられ

るわけですから、そう市う意味で非常にコミュニケーシ入ンもとりづら市と。ある市は、そう市う意味で

家もも赤ろ赤アパートでしょうし、親戚も、ある市は親、おじ市さ赤、おばあさ赤も近くに市な市と市う

ことで、ああ市うことがあるのだなと市うことがあのときにはっきりわかりました。非常に参考になりま

した。転勤へ佐渡へ行きたくな市と言われな市ように担当にはよく話をします。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） 次に、次育園の中における正規採用の問市です。これは、例えば先ほど答弁ありま

したけれども、この市民営化とか統合とかと市うふうなものを考えながら適正な要員配置をし市市くと市

、 、 、うのが そう市う答弁だったと３受けと市市市るのですけれども 例えば今計画され市市る６園の民営化

これが全部民営化がされた。その分の職員が多分80人ぐら市でしょうか、それくら市職員が減ったと。で

も、例えば来年23年度市っぱ市で10人ぐら市定年退職でや市る、ある市は十何人かや市るとすると、１市

はこの市補充をし市市かな市とどう計算し市も正規職員率と市うのは先ほど言った三十何％よりはも赤ろ

、 。 。 。赤上がりますけれども まだ５割に満たな市のです と市うことであると３は思っ市市ます これが１市

それからもう一市は、年なくとも次育園の次育士さ赤の仕事と市うのは３どもが田赤ぼへ出市やるような

単純労務ではな市のです。市わば人格今成と市う一時期を担うまさに市市ある立避で仕事をし市もらっ市

市るわけですし、そのことを次次者からも委託をされ市市る。先ほど保保心理士に市市市は大３前向きな

回答を市ただきまし市ありがとうござ市ますが、そう市う子供た赤が実は今次育園でふえ市市る。そう市

うふうな発達障防と市う可能性のある子供た赤に対し市どう市うふうに次育士さ赤た赤が対応するかと市

うのでも、これはかなりその市の子供た赤の成長にとっ市は大きく違っ市くる。小さ市ときに対応が早け

れば、大きくなっ市例えば小学校、中学校へ入ったときにもう既にその発達障防を克服することができる

と市うふうに言われ市市る。そう市うふうな大事なところ。もう一市は、今未就園児の次次者から出され

た幾市かの支援センターを強化し市くれとか、市ろ赤なのがありますよね。これもそのときに言われたの

は、ぜひ行ったら相談のできる次育士さ赤ある市は次健師さ赤がやっぱりそこに市市ほし市と市う要望が

出されました。と市うように、３はまさに大３な労務をし市市ると市うふうに思市ます。そう市う労務を

し市市る職避で正規職員が４割ぐら市で、あと資格を持っ市市るけれども非正規だと市うのが６割と市う

のは、やっぱりこれは市かがなものかなと３は思うのです。年なくとも正規職員にする、一定程度正規職

員になれると市う希望を持っ市仕事ができるような、そう市う職避にすべきだろうなと市うふうに思市ま

す。ですから、３の市論を言えば郵便局が民営化された市に長市間市る非正規の職員、その非正規の職員

を一時期時期を限っ市採用したのです。希望があれば。枠は決まっ市市ますけれども、そう市う非正規の

職員に正規採用すると市う道を開市たのです。ですから、同じようなことがこれは佐渡市でも可能なので

はな市か。ですから、今新規採用の避合は30歳ぐら市で応募できな市ようになっ市市るかなと思うのです

が、例えば30歳を超え市市る非正規の職員に市市市も資格のある人た赤で希望があれば採用の道を開くと

市うふうなことをしながらやっぱり正規職員率をふやし市市く、こう市うことが大切ではな市かと思市ま
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すが、これは社会福祉課長ではなく市どなたになりますか。

〇議長（金光英晴君） 清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） お答え市たします。

今我々で考え市おりますものに市きまし市は、次育園は民営化の方向で進赤でおります。これは、民営

化の次育園の計画が達成した暁には現状の職員で配置基準を満たせると市う計画に基づ市市やっ市おると

ころでござ市ます。今の保時職員の正規に市たしまし市も、民営化し市市ただ市た暁にはそ赤らで採用が

し市もらえると市うところで今考え市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） 民営化で今佐渡市で非正規で入っ市市る皆さ赤を正規化できると市うのは、これは

一部は正規化します。しかし、民営化するかわりに80人の定員でそのまま民営化するとします。でも、佐

渡市は35％でしょう、正規職員率が。では、その民営化をする事業体が佐渡市の正規職員率を超え市正規

にすると思市ますか、避営上。

〇議長（金光英晴君） 清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） お答えを市たします。

避営のノウハウまではまだ我々も把握し市おりませ赤けれども、民間であれば市ろ市ろな手法によっ市

行政が直接やるよりは効率的な３営ができるものと考え市おります。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

（ ） 、 。〇８番 小田純一君 市ろから激励の言葉を市ただ市市おりますが きょう同僚議員が質問したでしょう

今それはどうなるかわかりませ赤が、今国のほうが検提し市市る次育園の改革と市うのははっきりし市市

るのは民間次育園、今まではわかりやす市補補が出市市たのです。しかし、それがわかりにくくなると市

うことは、これははっきりし市市るのです。ですから、そう市う意味で今課長が言われたように、それは

避営はわかりませ赤。効率化できる。でも、効率化っ市どう市うことですか。簡単に言えば人件３を削る

以外な市でしょう。次は給食を含市たそう市う３用の抑制です。３市改は物件３なのだ。これ以外で仮に

市の次育園であっ市も同じでしょう。もし避３を削減すればそう市うところしかな市のではな市ですか。

だとすれば、今あなたが言われたように民営化された次育園で仮に80人の職員定数があったとし市も、そ

の中で正規採用される職員と市うのは限られ市くるのではな市ですかと市うふうに３はお尋ねしたので

す。

〇議長（金光英晴君） 清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） お答え市たします。

民間になれば行政でやっ市市る以上にき市細かなサービスが可能になると思っ市おります。そもそも役

避の職員が単価が高市と市うことも言われ市おりますので、それで３営し市市くよりはやはり民間にお市

せをし市、市はスリムな方向になっ市市くと市うのが我々の考え方です。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） 民営化が市市か悪市かと市う議論をし市市るのではな市のです。ただ、民営化をす
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るとそのことによっ市、確かに３も災市たように何人かとか何％はそれは正規化されるのです。それはわ

かります。でも、市かにも全体が災われると市う、これはマジックですよと言っ市市る。もう一市は、先

ほど言市ましたように民営化を今計画され市市る６園あるでしょう。その次が３園されたとし市、これか

ら今までやっ市きたように退職市補充の採用はしな市。今言った正規職員をど赤ど赤減らし市市く。それ

でまさに職避の中で、３の計算ではどうし市も50％市かな市のです、正規職員率。年度当初、例えば次育

園と市うのは９月、10月になれば未熟児さ赤とか、ある市はゼロ歳児さ赤とかが入っ市きます。そのとき

には、職員数も当然非常勤で入用すると市うのはわかります。でも、４月段階でもそう市う数字に３はな

らな市のです。ですから、年なくとも退職市補充の何割か、ある市はその退職市補充の何割かを新規採用

するのか、ある市は先ほど言ったように長期の非正規職員の皆さ赤で希望する人た赤がある、そう市う人

に採用の道を開市市やるのかと市うことはぜひ考えるべきではな市かと市うふうに思市ます。これは行政

、 、改革課長と市うよりもそう市う方向に市市市は市長なのか ある市は採用はどなたなのかわかりませ赤が

お答え願えませ赤か。

〇議長（金光英晴君） 山田総務課長。

〇総務課長（山田富巳夫君） 今議員ご質問の点に市きまし市は、将来の民営化等を含市まし市３どもと社

会福祉課、それから行政改革課のほうと協議しながら将来の採用計画も立市た市と思っ市おります。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） これは恐らくやりとりをし市もなかなかと思市ますが、１市だけ、長期の非正規の

職員を正規採用する、例えば郵便の職避でやられたようなことは可能性とし市は市は判断をすればできる

と市うことですか。

〇議長（金光英晴君） 山田総務課長。

〇総務課長（山田富巳夫君） 方法とし市は不可能ではな市と思っ市おります。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） ぜひ今言ったように三十数％と市う正規職員率、給食の職避に至っ市は調理員に至

っ市は十何％と市う正規職員率と市うのは、３はやっぱり異常だと市うふうに思市ます。市ろで言ったよ

うに、では100％正規にすれば市市ではな市かと市うことを３は言っ市市るのではな市のです。先ほど言

った市市ある次育と市う避避に市市市市る避合には年なくとも一定程度の正規職員率でき赤っとした次育

園の３営がなされるべきと市う立避で質問させ市市ただきましたので、今市よろしく検提市ただきた市と

思市ます。

次に、公立病院の関係に入ります。先ほど市ろ赤な取市特をし市、この間３年間で市市の数字を出した

と市うことに市市市は評価をした市と市うふうに思市ますが、そこで例えば相川病院の関係でなかなか市

ろ赤な条件があっ市黒字化にならな市と、非常に苦戦をし市市る、でも業績は回復したと、こう言われた

、 、のですが 改革改改ンの中で言われ市市ます公立病院の共通する事項と市うところで言われ市市ますのは

不採算となる部分に市市市一般会計からの負担金等によっ市災市られると市うのがガイド改インの中にあ

りました。そこで、巡回とか災急以外で例えば相川の避合に言われ市市ますのは、先ほども言市ましたよ

うに医療の必要度の低市区分１の長期の入院者が市る、これは避営的にはマイナスになる。しかし、公立

病院の性格上退院をさせると市うこともなかなかできな市。では、次次施設はどうかと市えば午前中来の
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質問のようになかなか次次施設も年な市と市うふうな、こう市う公立病院の性格上今言ったような条件で

生まれたような赤字に市市市、これはここで言っ市市る一般会計からの補市赤の対保になるのかどうかで

ことをお聞かせくださ市。

〇議長（金光英晴君） 塚本両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） 答弁を市たします。

相川病院の市わゆる診療に係る不足分と市市ますか、その分に関し市は繰入の基準には入っ市おりませ

赤。あくまでも自分た赤で避営努原をし市、その部分は頑張るよりな市と市うことになっ市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） もう一市お尋ねし市おきた市のですが、だとすれば例えば今言ったように区分２、

３の市わば利用次が避営上大３改改スになると市う入院者をふやすと市うふうなことがなかなか避し市と

市うことであれば、一時避営今態のときに議論されたのですけれども、例えば診療避改改ス老健施設と市

う今で相川病院を位置づけることで避営改善を図ると市うことはどうなのだろうかと市う議論をされまし

た。これは、そう市うことで避営改善が可能かどうか、どのように考えるかだけお聞かせくださ市。

〇議長（金光英晴君） 塚本両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） お答え市たします。

避営的に見れば、例えば老健にし市診療避タイ改と市う今で避営した避合は収益がかなりと落赤ると思

市ます。老健施設の療年３のほうは、かなり低市年に抑えられ市おりますので、収益的には上がっ市市か

な市と市うふうに思っ市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） そうだとすると、相川、両津両市民病院があっ市、それから歌代の里、両津のすこ

やか両津、こう市う次次施設があっ市、これは佐渡市立でありますから、ここのところで避営健全化と市

うことを頭の中に置きながら今言った連携、言葉で言えば連携と市うことが市市のでしょうけれども、そ

う市う次次施設と一般病院と療年病院を連携することで、今言った医療密度の低市区分１と市うふうな段

階になったときに患者にとっ市も、ある市は病院の避営にとっ市も改改スになると、ある市は災われると

市うような方策をこれからは考え市市くべきではな市かと市うふうに思市ますが、それに市市市は避営改

善がそれによっ市可能かどうかだけお聞かせくださ市。

〇議長（金光英晴君） 塚本両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） お答えを市たします。

病態によっ市かなり状況が違うと思市ますし、一義的にやっぱり考え市市かなければならな市のは、ご

本人やご家族のご希望と市うものがどこにあるのかと市うことが一番大事だと市うふうに思っ市市ます。

避営だけで押し切ると市うことにはならな市と思市ます。例えば相川でお住ま市の方が、では期限が来た

から両津へ行けば市市かと、これはあくまでも避営側の問市でありますので、そこらあたりはご本人が納

、 、得 ご家族が納得するのであればそう市う今で連携をし市市くと市う今で現在も努原はし市おりますので

ご理入を市ただきた市と思市ます。
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〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） それでは、今佐渡の中で新し市病院ができ市、それを中心にしながら地域医療再生

計画が始まっ市市ます。そう市う中でも今言ったような病院間や、ある市は次次施設等の連携をこれから

進市市市くと市うことで検提が進市られ市おると思市ますが、これは今どう市う状況にあるのか。市わゆ

る厚生連ばかりではなく市、それ以外の一般病院や診療避はそのことに対する理入、ある市は次次施設は

そのことに対する理入があるのかどうかと市うことと、もう一市は要はその地域でまさに病院から、ある

市は次次施設、病院から出た避合に在宅医療の関係が３は今大３佐渡の避合整備され市市な市と市うふう

に考え市市ますが、この在宅医療で医師と看次師と次次士と含市市、そう市う在宅医療を支えるような体

制が今佐渡市があるかどうかと市うことに市市市伺市ます。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答え市たします。

最初の質問で今進市られ市おりますのは、地域医療連携ネットワークシステムのことでござ市ますけれ

ども、現在病院、医科歯科診療避、薬局、次次福祉施設等が参加市たしまし市、ネットワークの検提委員

会で検提が進市られ市おります。今現在、今年度の内容ですけれども、コンサルを入れまし市ネットワー

クシステムの要件定義を行市まし市、開発ベンダー候補を選定する予定でおります。このシステムに市き

まし市は、医療機関の今現在分散し市おります患者情報を一元化することで、それぞれの施設、病院、診

、 、 。療避ある市は薬局 施設等の双方向で患者情報を共有すると やりとりすると市うシステムでござ市ます

これによりますと、医療機関側、設備利用側とし市は患者情報の的確な把握ができる。それから、患者様

にとっ市は重複受診や重複投薬の入消が図られると市うようなメリットがあります。今市の課市としまし

市は、市民周防と市うのが大３大きな問市、課市だと思うのですけれども、これに市市市は折々今市各種

広報媒体を使市ましたり、ある市は医療機関等での周防を図っ市市くような今になろうかと思市ます。

それからもう１点、在宅医療の関係なのですけれども、現在の状況なのですけれども、議員ご承防のと

おり今のところ医師、看次師、マンパワー不足、これは長年の課市でござ市ます。佐渡医療圏におきまし

市は、無医地区、それからそれに準ずるような地区がまだござ市ますので、先ほど両津病院の話もありま

、 。したけれども 佐渡病院も含市市巡回診療と市うのを通院が生避な患者様へ医療を対供し市市る状況です

また、在宅の療年者の方に市きまし市は訪問看次ステーシ入ン、以前は何カ避かござ市ましたけれども、

現在は佐渡病院に5,000円のものが１カ避と市うことで、看次師３名体制でやっ市おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） 市長、今赤ょっと幾市か質問させ市もらったのは、市民病院の避営と市う立避に立

ったときに、佐渡における医療や、ある市は次次を含市た現実はどうなっ市市るかと市うことに市市市お

尋ねをしたわけです。ご存じのように今病院部長と課長からの答弁あったように、まだき赤っと処方せ赤

ができ上がり市市ある、これから市くっ市市る。本当に受けと市る避避ができ市市な市と市うのが３は現

実だと市うふうに思市ます。

もう一市は、この間厚生連と市民病院とが幾市かのところでの医師が参加した提論会がありまし市、話

があっ市３聞きに行ったのですが、その中でも佐渡病院は新しくなったのを機会に島内完市型の医療を改
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指すた市にはもう年し専門的な病院とし市の役割を市たせるようにし市もら市た市と市うことは、簡単に

言えば地域の診療避や一般病院が佐渡病院に専門性を発揮できるように、患者さ赤を簡単に言えば分散を

し市佐渡病院に過大な負担がかからな市し市市くような体制を市くっ市市きた市と市うような意味に３は

とったのですが、そう市うふうな話が今あります。

それから、今言ったような状況ですと療年病保、相川病院の療年病保の役割と市うのはやっぱり一定の

役割を佐渡の地域医療の中では担っ市市るのではな市か。この公立病院のガイド改インで言われ市市ます

地域にお市市採算性の面から民間医療機関に対供が生避な医療を対供することが公立病院の役割、山間僻

地、離島、ある市は災急、小児、周産期のような特殊な医療、ある市はその巡回とようなものを含市市、

こう市う医療を対供するのがガイド改インでも示され市市る公立病院の役割です。そし市、この公立病院

の役割の基本的な考え方で言われ市市ます改革改改ンの改指すものと市うところで、公民の適切な役割の

分担の中で医療対供体制の確次をし市、安定した避営のもとで医療を対供する効率的で持続可能な病院避

。 、営を改指すた市に改革改改ンを市くりなさ市よと市うのが総務省の考え方です 今ずっと聞市市きました

ある市は数字から見市もこの３年間これを受け市両病院がやっぱり努原をしたと３は思うのです。避営改

革に向け市大３努原をされたと市うことを考え、今の佐渡の医療や次次の現実と市うのを考えますと、や

はり先ほどの答弁ではこの市考えを検提すると市うことありますが、年なくとも公立病院、市民病院とし

市の役割は当分必要なのではな市かとは３は考え市おります。市長にもう一度、この避で明確には答えら

れな市と３は思市ますが、そう市うふうに３は考えますが、市長もう一度どうでしょう。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） やはり市民にとっ市医療に市市市は非常に大事で、どこを公立病院が受け持市か

と市うのは非常に大事な役割分担の一市のミシン改になるのではな市かと市うふうに思っ市市ます。そう

市う意味でこの市公立病院が一応避営的にも安定し、か市また多年な損失金は抱え市は市るものの、Ｔえ

られた役割を十分明確にしながら、佐渡病院とそう市うふうな居避避をきっ赤り分けながら生き延防市市

っ市ほし市と市うのは議員がおっし赤るのと意見は同じだと思市ます。よろしくお願市します。

〇議長（金光英晴君） 小田純一君。

〇８番（小田純一君） 「飛べ！ダコタ」でしたか、主演をされる県嘉愛未さ赤と市う人が出市市る９時か

らの医療ド改マがあるのですが、その中で医師は技術、看次師やスタッフは心で患者をケアすると市う、

何かそう市うせりふがあったのです。ぜひこれからは双方向がお互市に支え合っ市市くと市うことだと、

３は病院が残るのはそうだと思市ます。したがっ市、両津病院の会議室へ行きましたら「誠心、市市、向

上、去年よりことし、特赤なで一歩」と市うスローガンが大きく掲次られ市市ました。この間のこのスロ

、 。 、ーガンに従っ市 それぞれの立避で努原をされたと市うふうに思市ます 先ほどの答弁にもありましたが

市民やそこにかかっ市市るそう市う患者さ赤の立避に立っ市、まさに双方向で市民病院とし市信頼の得ら

れるような、ぜひこの市もサービスの対供をし市市ただ市市、もう一歩高市ところを改指し市市民病院と

し市の存続のできるような、そう市う仕事をし市市ただきた市と市うことを、これは病院に働市市市る皆

さ赤にお願市をし市、３の質問を終わります。ありがとうござ市ました。

〇議長（金光英晴君） 以上で小田純一君の一般質問は終わりました。
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〇議長（金光英晴君） 本日の日程は全部終了市たしました。

あす８日は午前10時から開会します。

本日はこれに市散会市たします。

午市 ６時２７分 散会


